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正 誤 表

頁 行 数 誤 正

目次の 2 上から 4行目 1 2 1 1 1 9 

If 上か ら 5行 自 1 2 5 123 

下から 8街目
建康 健康

7 上から 5行 目 5地点 6地点

11 上か ら 18行目 11段階 6段 階

1 3 上か ら 18行 目 焼出 焼失

上から 1行 目
. . -・・・1 4 農林省 農林水産省

緑地 20.05 緑地
2.42 0.1 7 

4 278.00 ( 3 ) ( 27 5.58 ) ( 1 9.88) 

f/ 表 II- 7 

合計
21 332.34 23.97 

合計
18 56.7 0 4.09 

( 1 1 ) (2796) ( 2.02 ) ( 1 4 ) ( 30 3.54 ) (21.90) 

下から 6行目
. . . . 

1/ 

近郊緑地保全地区 近郊緑地保全区域

25 下か ら 9行目
含ると 含むと

上から 5行 目
. . 

3 5 張り付き はり付き

3 7 上から 13行自 追 加 (付凶 -1参照)

上から 4行目
. . -・・・4 3 農林省 農林水産省

52 上から 5行自 図 皿-6 付図-2 

58 表面 -1注82・備)考欄
2 2 

削除

. . . . 
f/ 表 皿 -1 8 昭和 60に年首都闘…... 昭和 60年に首都圏

. . . . . . . . 
59 表 II- 1 9の*

野球場と併用 陸上競技場と併用

62 上か ら 6行目 スポーツ活動都市環境ー...
スポ ーツ活動は都市環境・ー・.

f/ 上 から 10行 自 (図 田- 8参照) (付図 -3参照)

表皿-2 4 
. . . . . . 

64 農林省蚕糸試験所 農林水産省蚕糸試験場

11 " H 11 11 

表 rn-29 
. . . . . . 

7 4 農林省蚕糸試験所 農林水産省蚕糸試験場

8 3 上から 15行目 都計道 日野都市計画道路

9 0 上から 2行目 日野上用水
日野上堰用水

f/ fノ 日野下用水
日野下堰用水

9 9 表fV-5 7行目 産野王球競場技場 ・サッカ 町場 ・体育館 ・ 野球場 ・コート ・プール ・体育館等

11 11 8行目 コー ト・ プール等 陸野上球場競技・場プ ・サ等ッカ ー場 ・体育館・
ーノレ

4行目
. . . . . . 

1 1 0 下から 農林省蚕糸試験所 農林水産省蚕糸試験場

111 上から 21行 目 図 rv-5参照 付図 - 4参照

1 1 2 下から 4行自 1. 98 2
42  

1 1 9 上から 13行目 ( 4.36 m"/人) m
2

/ 人)

1 2 0 下から 3行自 2 
ケ所

3 
ケ所

11 11 1. 9 8 242  

上から 4行目
- ・・・

145 農林省 農林水産省

1行目
. . . . 

147 下から 近郊緑地保全地 区 近 郊 緑 地 保 全 区 域
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は じ め

日野市は，多摩丘陵北部の緑と，浅川・多摩川を抱括する自然豊かな環境を

有し，独特の歴史をもって発展してきたが，近年における経済の高度成長によ

ってさまざまな都市問題をかかえるになってきた。その中でも特に大きな問題

は，急激な人口増加による市街地の拡大，交通量の増大である。

本計画は，都市生活環境の維持および向上を前提とし，都市の健全な発展に

秩序と弾力性を付与するように，緑地の保全・利用・創設の計画を通して日野

市の将来的な緑地のあるべき姿を実現のプロセスもあわせて示したものである。

本計画は，昭和 54年度に原案を作成し，関係各機関との調整をかさね，5 6年

に報告書としてまとめたものである。その間，東京都緑政計画課をはじめ関係各位

の助言をいただき厚く御礼申し上げる次第である。

なお，計画策定業務は， 日野市が，株式会社協和コンサルタンツに委託して

とりまとめたものである。

昭和 57年 3月

日野市
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1 . 日野市の緑のマスタープランの背景

1 日野市の緑のマスタープランの背景

2. 緑の定義

本市は，戦前田園地帯を主体として東京の穀倉 としての役割を担 っていたが，

戦後は近代工場の進出，人口の激増，商庖街の広がりなど都市化現象が進み，

昭和 30年以降東京都心の人口の受け皿として，多くの大規模住宅団地の建設

が推進され，一層都市化に拍車がかけられ現在に至っている。将来においても

この傾向が継続する ことが予想され，今後とも，東京都心の住宅都市(ベット

タウン )としての役割を担ってい くことが期待されている。

それには，本市が安全・利便・快適な諸条件を満足した住宅都市として整備

される必要があろう。

現在，本市は l人当りの公園面積が 1.31m2 (昭和 53年現在)と，日本の

中都市の中にあっては極めて低い水準にあり，急激な都市化によって緑地の蚕

食，河川の汚濁，交通公害等，生活環境の悪化が，大きく市民生活をむ しばん

でいる。

『日野市の緑のマスター プラン』は ，こ れらの状況を背景として， I日野市

基本構想」の目標としてかかげられている。

o くらしを守る住宅都市

o 連帯する市民の都市

の建設を推進するため， r緑 と清流の街の創設 』をメインテ ーマに，計画を行

うものである。

さらに， r日野市の緑のマスター プラン』は，西歴 20 0 0年(昭和 75年)

を目標として，超長期の視点に立って，環境保全， 屋外 レクリ ェー ション，防

災の観点から系統的な緑地の配置計画を行い，安全と建康で文化的な都市環境

を目ざし，自然緑地の保全と，公園・ 緑地の創出を計画し，実現へ積極的に対

処するものである。

本市の緑のマス タープランを構成する「緑地」は，現在または将来において，

①自然環境を有する こと， ②オ ープンスペースの状態が容易に変更されないも

のであり，その対象とするのは原則として，市街化区域内では 0.2ha以上，そ

の他の区域にあっては， 1. ha以上の面積を有するものがとり上げられる。

-1-



(1 ) 公共緑地

1) 公園，緑地

2) 広場，運動場

3) 墓園

(2) その他の緑地

(主として，永続性を有していると認められるものに限る。

1) 水面-河川，湖沼，水路

2) 水辺一海辺，河岸，湖畔

3) 山林，原野，その他これに類するもの

4) 農地，牧草地，その他これらに類するもの

5) 社寺境内地，墓地，その他これらに類するもの

6) 給排水その他処理施設等の公共公益施設付属緑地

7) 遊園地，私設公園，私設分区園，その他これらに類する民営施設

8) 共同住宅緑地，工場緑地，その他これらに類する施設

9) 学校，企業厚生施設，その他これらに類する施設

10) 林業試験場，農事試験場，その他これらに類する試験場

注) 5)から10)までについては，相当面積を有し，実態が緑地とな っている

もので，その緑地内における建築物等の建ぺい率が，おおむね 20%以

下であること。
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3. 日野市緑のマスタープランのフロー

日現況調査

(1 )自然的条件調査

(2)社会的条件調査

(3)その他

皿解析・評価

2環境保全

解析・評価

3.レク リエーション

解析 ・評価

4.防災解析・評価

日野市基本構想

・くらしを守る 住宅都市

.連帯する市民の都市

日野市緑のマスター

フ。ランメインテーマ

『緑と清流の街』

日野市の緑地

特性

効用

問題点

V実現のための

施策の方針図

図 I
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II . 現況調査

1.位置

本市は，都心から西へ約 35 km，北緯 35
0

40'04" 東経 139
0

23'55"にあり，

市域は東西に 7.6km，南北に 5.9km，面積 27.11kn1で，多摩川中流部に沿った

都市である。

隣接市は北から東へかけて，昭島市，立川市，国立市，府中市，西から南へ

かけて八王子市，多摩市であり，近年都市化現象が急激に進みつ〉ある。

図 Eー 1 位 置 図

2. 自然的条件調査
(1 )気象

本市の年平均気温は 14.1 ocとや〉温暖で，年間降水量の平均は 1561rnm。降

水は梅雨および台風の影響で， 6月から 10月に多く，表日本型気候を示して

し1る。

風向は春から夏にかけて，南南東系，秋から冬にかけて西北西系であり，風

速は年平均最大が 5.2m/secで，風力階級 3以下( 5.5 m /sec未満)が大半で

ある。(現況調査書表 1 ・ 2参照)

位) 地形・地質

本市は地形的，地質的にも，丘陵(多摩丘陵)，台地(日野台地)，沖積低

組
M
T



地および河川1(多摩川，浅)11 )の 3地域に区分され，各区域の境界は，かなり

標高差があり明確である。

表 Eー 1 地形および地質区分

区分および標高 方三地

丘陵

(多摩丘陵〉

市の南部の多摩丘陵。多摩丘陵は北

西部の八王子市南部では標高 200

mを越え，南東に向かい低く，南部

の横浜市内では 40--50rnの高さ

の台地状で，日野市での最高は170

140--170
rn

lrnである。

丘陵内部は多摩川の小支流により開

析され，小さな谷のある起伏に富ん

だ地形である。

市の北西部の日野台地。

台 地 |日野台地は北東部で標高 20m余の

(日野台地) I急崖で沖積低地にのぞみ 南西部で

80--110rn 12--3段の段丘状になっ ている。

地 質

平一三浦層群(第三紀層 )

長 沼 層

扉風が浦層など数層

御殿峠礁層

表面一関東ローム層

多摩ローム(もっとも厚く堆積)

下来吉ローム
↓ 

武蔵野ローム

立川ローム(非常に薄い)

下層一三浦層群に属する礁層

基底ー疎層

表面一関東ロ ーム層(赤土ー古富士

や古箱根火山の火山灰の堆積 )

る。

段丘崖の下部で各所に湧水がみられ|日野台I面一下末吉ローム以上の関

東口 )ム層の堆積

日野台 E面以下ーもっとも新しい立

川ロームのみ。第 4紀に形成さ

れており，海退と海進により

下部ローム層が失われている。

沖 積低 地|多摩川と，その支流浅川に沿った低|中流域のため浸食，運撮，堆積の各

(多摩川 浅川) I地。

60--90rn 

作用がくりかえされ立地が一様でな

。
、、

J
M
 

比三ミミ¥
l 谷地川段丘崖

¥ 2 東光寺 11 

¥ 3 大阪西 11 

¥ 4 谷仲山 11 

5 黒川 11 、
6 旭が丘 11 . 
7 大和田 11 

8 豊田 11 

9 滝合 11 

10 中込 11 

11 南平 11 

12 平山 11 

図n-2 日野市地形区分
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(3) 植 生

1 ) 自然植生

2) 代償植生

植物の分布は，気候，特に気温や降水量等の条件により左右される。

本市における標高差は，多摩丘陵の最高 17 0 mから沖積低地の最低 60 m 

まで約 10 0 m程度で，全域的に地形，気候ともそれほどの較差はみられない。

市域の約 11 %を占める森林は，高木層-亜高木層-低木層-草本層ー コケ

層といった安定した，多層社会植生を形成しているが，市内でもっとも広面積

を占めるクヌギ，コナラ，エゴノキなどの落葉広葉樹林は，丘陵や台地の原植

生であったと思われる常緑広葉樹林(カシ類)へ変化の傾向を示した。

河川は，市域の 13 %を占め，市の北から東にかけて，外縁を流れる多摩川

と，市の中央部を西から東に向かつて流れる浅川があり，百草地内で合流して

いる。河辺植生は水量や水流による多種多様な立地環境に支配されつ入河辺

特有の植物群落を形成し，立地に対して帯状またはモザイク状に入り組んだ分

布を見せている。

草原や耕地，その他の市域にもそれぞれの立地に適した群集や群落が見られ，

本市の山河と大気や水，陽光に包まれた多種類の生物群で構成された生態系が

営なまれている。

本市に残存する自然植生は，スダジイ群落，シラカシ群集モミ亜群集，シラ

カシ群集ケヤキ亜群集 3 ケヤキ・シラカシ屋敷林，イヌショウマ・ケヤキ群落 .

オニスゲ・ハンノキ群落等，多摩丘陵の一部や，段丘崖或は社寺境内にわずか

ずつの分布を見せている。

代償植生はもっとも広面積を占るクヌギ・コナラを主体とした，いわゆる雑

木林の他スギ・ヒノキの植林地，竹林，ススキ・ササ等の草地，水田，畑，果

樹園，公園内の植栽地などに区分される。

植生現況図は自然林，スギ・ヒノキ等の植林地，クヌギ・コナラ等の二次林，

竹林，ススキ・ササ等の草地，水田，畑，果樹園，裸地，公園内等の植栽地の

1 0区分により図を作成し，それぞれの植生現況量を計測した。(現況調査書

表 3参照)

その結果，本市の緑被量は 1，04 0 ha ， 3 8 ~ぢとなる。

(4) その他の特性

学術上，景観上貴重とされ，特に良好な植物群落として，百草園，百草八幡

のスダジイ群落，東光寺，南平，平山，豊田の各段丘崖および高幡不動尊境内の

シラカシ群集ケヤキ亜群集，黒川段丘崖に残るハンノキ林などの自然林の他，
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丘陵や段丘崖のすそ，沖積低地の所々に見られる屋敷林，社寺林を抽出した。

これらはいずれも小面積で、あるが，市の自然植生を判定する資料としても貴重

である。

また， I特に良好な水辺地」として，水辺景観の良好な所および周辺の重要

な植生として，谷地川の合流点など 5地点を抽出した。(現況調査書表 4参照)

3. 社会的条件調査

(1 ) 人口・面積

本市の人口は 12 6，8 4 7人(昭和 50年 10月1日国勢調査)で，都下 26 

市の約 4.4%，東京都全体の1.0労にあたる。

市域の面積は 2，711 haで全域が都市計画区域となっており，そのうち市街化

区域は 82 9ぢ( 2，2 2 2 ha )で，その中に市人口の殆んどが生活している。

大正 9年 8，150人であった人口が戦後，昭和 25年 24，444人，市制が敷か

れる前の昭和 35年には 43.3 9 4人で，市制後の昭和 40年は 67，979人とな

り， 3 5年に対する増加率は 5 7%を示す。その後，増加率は下降気味ではあ

るが，現在も上昇線をたどっている。(現況調査書表 5参照)

地区ごとに推移を見ると，市南部の多摩丘陵ぞいに宅地開発が急激に進んだ

関係から南平，程久保， 三沢，百草，新井等の人口増加が著しl¥0 

人口密度は，各町の丁目ごとに 11段階に区分し図化した結果， 100人/ha

以上の高人口密度地区は全体の約 13労で，日野台地に集中している。

産業JjIJ就業者の変化は図 ll-3のように， 第 3次産業に増加がみられるが，

第 2次，第 1次とも下降線をたどっ ている。(現況調査書表 8参照)

50 
3次

100 

45 

50 

図n-3 産業別構成比の経年変化
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昭和
40 

45 

50 

又，年令別人口構成比は図 ll-4のようにどの年令層も同じようなのび率を

示している。

5万人 男 0 女 5万人

55才ιL上 15--54才 15才未満 15才未満 15--54才 55才以上

図II-4 年令別人口構成の経年変化

(2) 土地利用

1 )土地利用現況

本市の土地利用は南部の丘陵地，北西部の日野台地および多摩川，浅川に沿

った低地で，それぞれの地形による特色を見せている。

市街地は，市域の約 41%を占め，田畑約 15;;ぢ，河川約 12 %，山林約 9

9ぢの順になっている。(現況調査書表 10参照)

2) 人口集中地区

建 物

40.7% 

図 II-5 土地利用現況

果樹園 1.5%

雑種地 1 2.69ぢ

*全体 10 0 % (2， 7 1 1 ha) 

市域面積に対する人口集中地区の面積は，昭和 3 5 年の 8~ぢに比べ，昭和 50

年は 73%を示しており(表ll-2参照)その拡大化が著しい。この ζ とは，

人口増加に伴ない，人口集中地区外に住宅地の広がりが余儀なくなされて来た
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こと を示す。

表n-2 人口集中地区の市域に占める面積と人口比

昭 和 年 3 5 4 0 4 5 5 0 

面 積 比 8.1 25.8 33.2 73.4% 

人 口 比 42.2 53.8 66.6 93.9% 

表n-3 人口集中地区の面積・人口・人口密度

日百 和 年 3 5 4 0 4 5 5 0 

面 積 (ha) 220 700 900 1，990 

人 口 (人) 1 8，332 36，544 65，688 1 1 9，053 

人口 密度 ひ/ha) 83 52 73 60 

なお，人口集中地区の人口 密度は，昭和 45年をピークに緩和の傾向を示し

ている。 (表II-3参照 )

3) 用途地域現況

本市の用途地域は，河川(349.0 ha )を除く 2，362haに指定されており，そ

の中で ，住居専用地域・住居地域が約 87 ~ちを占め，準工業・工業地域は約 1 1 

5ぢ，残り 2%が近隣商業 ・商業地域となっている(表 II-4参照)

工業地域は国道・ 20号線(甲州街道)と国鉄・中央線ぞいの日野台地に集

中しており，商業地域は国鉄・中央線と私鉄 ・京王線の駅を中心とした地域に

集中している。

表 n-4 用途地域別面積比

区 分 面積 (ha) 構成比仇〉

第 1種住居専用地域 1，6 2 9 6 9.0 

第 2種 11 3 7 0 1 5. 7 8 7. 2 

住 居 地 域 6 0 2. 5 

近隣商業地域 2 6 1.1 

2.0 
商 業 地 域 2 1 O. 9 

準 工 業 地 域 107 4. 5 

1 0.8 
工 業 地 域 149 6. 3 

計 2. 3 6 2 100.0 
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(3) 都市施設

1) 道路・鉄道

市内の道路は，国道 20号線(甲州街道)および主要地方道 41号線(稲城

・日野線)を軸に数本の一般道路によって町々が接続されており，その軸幹線に

接続しながら，市の北部を中央高速道路がはしっている。

中央高速道路

国 道 20号線 甲州街道

主要地方道 4 1号線 稲城・日野線

都 道 149号線 立川・日野線

11 154 11 相模原・立川線

11 1 5 5 11 鶴川・八王子・平山線

11 159 11 豊田・高幡線

11 169 11 視j上 ・日野線

11 173 11 上館・日野線

2 3 5 11 豊田・停車場線

鉄道は，市の西から北に国鉄・中央線(日野駅。豊田駅)，浅川の南，多摩

丘陵に沿って私鉄・京王線(百草園駅，高幡不動駅，南平駅，平山城Rl上公園駅，

多摩動物公園駅)が市域をほぼ均等に 3分割する位置に走る。

国鉄・中央線(東京一高尾)

私鉄・京王線(新宿-京王八王子)

2) 下水道・処理施設

本市の下水道の普及率は非常に低く，排水区域および処理区域の市街地面積

に対する割合は，いずれも 12%程度である。

日本住宅公団が公共下水道として施工し，市が引き継いだ多摩平公共下水道

処理施設は処理人口 18，5 5 1人(昭和 53年 6月 1日現在)で，行政人口の約

1 3 9ぢ，その処理面積もわずか 130ha である。

その他，民間開発の団地が 22ケ所，約 17 9 haで，各々に小規模処理を行

っている。

雨水排水施設としては，平山台都市下水路( 1 3 7 ha )と現在施工中の神明

上都市下水路(2 0 0 ha )があるが，その他は，吸込み方式，し尿汲取り，道

路側溝(雑排水)や農業用水路への放流等の手段にたよっている。

ごみ処理は，現在，全機械式焼却炉により人口約 20万人分の焼却が可能で

あり，その収集も，ダストボックス設置などで完全分別収集を行っている。

し尿処理は，消化方式の施設により，日量 14 1 kfの汲取し尿を処理し，水

ハ
υ



3) 教育施設

4) その他

洗便所の普及に伴う酸化方式の施設の完成で，現在計日量 19 1 ktの処理が可

能になった。

本市の小学校は現在 17校で，中学校は 6校であるが，第 3小学校，平山小

学校，第 8小学校等は過大校となっているため，新設校の建設が進められてい

る。

その他に私立大学，短期大学合わせて 4校，高等学校 1校，専門学校 2校が

ある。

図書館は市立中央図書館と 7つの分館および移動図書館をもっO

また市立総合病院の他 7か所の病院と民営の 79の診療所がある。

(4) 市街地開発事業等

市街地開発事業の中，本市で行われている土地区画整理事業は 8地区 8 2 2 

haで l 5地域が完了 l 1地域が実施中である。施行者は，市施行の他，公団，

個人，組合の各 1地域ずつで，いずれも完了済みである。

なお，万願寺，新坂下の 2地域の土地区画整理は，計画決定のみで事業決定

はされていなし ¥0 (現況調査書表 12参照)

その他 5ha 以上の大規模開発などの施行者は，東京都，公団，個人などで約

2 0 2 ha l 全て完了済みである。(現況調査書表 12参照)

(5) 公害，災害発生状況

1) 大気汚染状況

大気汚染の発生源は，本市の場合，自動車などの移動発生源からの影響が大

きいと考えられる。特に窒素酸化物(NOX)は固定発生源である工場，作業場

などを対象に燃料規制を行っているが，自動車の排出ガスは大きな汚染原因と

なっているが，規制が十分でない。

光化学スモッグも，毎年下記のような形で予報や注意報が出されているが，

発生要因に気象条件が大きく影響するとされている。

学校情報 オキシダント濃度 o. 1 2 Ppm ( O. 1 0 ppm ) 

注意報 " O. 1 5 " ( O. 1 2 " ) 

警 報 " 0.3 0 " ( O. 2 4 11 ) 

重大警報 " 0.5 0 11 ( 0.4 0 " ) 

注: ( )は昭和 53年 4月 1日改正
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公害苦情の状況

~主度 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 

受 付 件数 128 117 107 7 1 5 6 

処 理 件 数 126 103 9 6 6 6 5 1 

発 工 場 3 1 2 7 2 6 2 0 1 0 

生 指定 作 業場 1 0 1 2 1 2 6 1 1 

源 指定建設作業 4 1 4 4 6 2 

月IJ
そ の 他 8 2 6 4 6 5 3 9 3 3 

ば 煙 8 9 1 5 7 5 

粉 じ ん 4 6 1 0 1 2 

現 有 害 ガス 一 1 一 I 

汚 水 1 8 1 6 1 3 7 3 
象

騒 コ日む二 5 2 5 2 5 1 3 1 3 1 

男IJ 振 動 7 2 3 4 5 

豆'じ~、 臭 3 5 3 0 2 4 1 7 9 

そ の 他 2 7 1 5 1 5 5 1 

表 n-5
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2) 発生源別騒音振動苦情件数

図II-6に示すように，騒音に対する苦情件数がもっとも多い。その主なも

のは，横田基地から飛来する航空機騒音である。

東京都は「航空機騒音に係る環境基準」の地域類型指定に基づき，昭和 53 

年 3月 31日付で g 米軍横田基地周辺における地域類型指定を以下のように行

った。

類型 WECPNL 

(住宅地) 7 0以下

(商・工業地〉 75 /1 

一国際民間航空機関において採択
された航空機騒音の評価単位

昭和 53年 4月から 5週間に 亙っ て行った航空機騒音測定結果によると，平

均音 83ホンで，平均WECPNLは 76. 2を示している。

騒音頻度は飛来回数と機種により変化し，世界最大の航空機 Cー5輸送機(ギ

ャラクシ ー)では， 1 0 0ホン前後の騒音を記録している。

なお振動に対する苦情件数は，図 II-6で示すように，他と比較して少めで

ある。

3) 火災発生状況

過去 10年間(昭和 44年........53年)における本市の火災発生件数は 18件

で，焼出面積規模は最大でも 475m2である。 (現況調査書表 14参照)

又，出火原因も風巴がま，石油ストーブの調整不良などまちまちである。

4) 水害発生状況

過去 5年間(昭和 49年........53年)の水害発生件数は 55件で あり，被害状

況の内訳は表 II-6のとおりで，いずれも小規模で、ある。

表 n-6 被害状況件数内訳

内 7..1< 被 笠EコZ 
護岸の

被 害 状 況

床下のみ 床上のみ 床上・床下
崩壊他

件数(ftjヲ 2 7 4 1 7 7 

(現況調査書表 15参照)

護岸の崩壊，土砂流出などの被害は昭和 49年の台風 16号によるもので ，

他は下水道整備の遅れによ る内水被害である。

5) がけくずれ・地すべり発生状況

過去 5年間(昭和 4 9年........5 3年)に発生した，がけくずれ・地すべりは，

規模としては小さく， 5件を数える程度である。(現況調査書表 16参照)
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(6) 土地所有

本市における国有地は，農林省所有の畑，宅地，原野等で 6箇所 20.58haあ

り，市有地は日野市土地開発公社所有の 11箇所，いずれも畑地で 8.33haで

ある。(現況調査書表 17参照)

(7) 法 適 用

1) 都市計画関連法適用

表Eー 7 都市計画公園・緑地の現況

種 男IJ 箇所数 面積(ha) my 日1野人当市民り※ 

児童公園 14 ( 5 ) 3.38( 1.76) 0.24 ( 0.1 3 ) 

住区基
近隣公園 2 ( 4 ) 4.26( 9.10) 0.31(0.66) 幹公園

小計 1 6 ( 9 ) 7.64 ( 10.86 ) 0.55 ( 0.79 ) 

都市基
総合公園 ( 2 ) (17.10) (1.23) I 幹公園

特 殊 公 園 1 46.7 3.37 

公 園 計 17 (11) 54.34 ( 27.96 ) 3.92 ( 2.02 ) 

緑 地 4 278.00 20.05 

メ口入 計 21 (11) 332.34(27.96) 23.9 7 ( 2.02 ) 

( ) 内は未開設

※ 昭和 53年度人口 138，6 25人

本市における都市計画公園は，現在開設されているものが 17箇所で54.34ha

市民 1人当り 3.92 m2となっているが，未開設を合わせると 28箇所 82.30ha 

で市民 1人当り 5.94 m2となる。

但し，特殊公園としてあげた七生公園(多摩動物園)を除くと，市民一人当

りの都市計画公園面積は，未開設を含めても 2.57 m2となる。

地区公園，運動公園は皆無であるが，風致公園は緑地として指定されている

4箇所の中に一部含まれている。緑地は 278.0haで、市民 1人当り 20.05m2と広

いが，このうち多摩川緑地が 248.1haをしめている。

近郊緑地保全地区は，多摩丘陵北部の 128haが指定されており，市域の 5

労にあたる広さである。(現況調査書表 18参照)

2) その他の法適用

o 都道府県立自然公園として，市南部の 64 2.0 haが都立多摩丘陵自然公園

に指定されている。

。 河川|は，多摩川，浅川，程久保川，谷地川の 4つに，一級河川および根川

auτ 



に準用河川の指定がされている。

o 史跡 ・名勝・天然記念物 として，東京都および市指定は下表のとおりであ

る。

史跡・名勝・天然物指定件数

~ 史 跡 名 勝 天然記念物

東京都指定 2 

日野市指定 1 3 1 5 

o その他，東京都の条例に基づくものとして，都道府県環境保全地域 l件，

6.0 ha ，市条例に基づくものとして，昭和 52年までに登録樹 229本，登

録樹林 82件，約 6.0haが指定されている。

本市における指定文化財は，総数で 45件，その内訳は表 II-8のとおりで

ある。(現況調査書表 21参照)

表 n-8 文化財一覧表

区分 細区分 国指定 都指定 市指定 計

建造物 2 3 6 
有形文化財

彫刻他 2 2 1 2 1 6 

史跡 一 2 1 5 1 7 

記念物 名勝 一 一 1 1 

天然物 一 一 5 5 

計 4 5 3 6 4 5 
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凡 {列

記号 I頁 目

一 都 市 計画道路 強未倫盤側，斉

一一ー
-・・・・・・ー・ 国道 ・都道

A 汚物処理場・ごみ焼却場

Eぎ室週 小学校・中学校・高等学校

区~ 大学 ・専門学校。 公共 図 書 館

• 火 葬 士暴

• 市役 所・支所
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4. その他の調査

(1 )緑地

1) 公共緑地

表ll-9 公 共 緑 地 の ま と め

種 55IJ 箇所数 面 積(ha) m'/日野市民※1
l人当 り

住 児童公園 53 10.4 0.75 

区
近隣公園

基
3 6.9 0.50 

幹
地区公園 。 。 0.00 

公

園 小 計 56 1 7.3 1.25 

都公 総合公園 。 。 0.00 

市
運動公園 。 。 0.00 

基

幹圏 小 計 。 。 0.00 

基幹公 園計 。 。 0.00 

特 風致公園 ( 4 )※3 1 ( 2.7 ) 0.3 ( 0.1 9 ) 0.02 

殊
特殊公園 1 46.7 3.37 

公

園 小計 2 47.0 3.39 

公 園 計 58 64.3 4.64 

緑道 ・緑地※2 3 2.4 0.1 7 

墓 園 。 。 0.00 

メ口入 計 6 1 66.7 4.81 

※ 1 昭和 53年度人口 1 38，625人

※2 緑地の中に風致公園 3 (面積 24，203.58 m' )を含む

※3 ()は緑地内の風致公園を含めた数値

本市の公共緑地は，特殊公園を除き緑地内の風致公園を合ると約 20.3haで

市民 1人当り(昭和 53年 4月現在) 1.5 m2と，都下 26市の中においては比

較的恵まれている。しかし，地区公園，総合公園，運動公園等の基幹公園は現

在皆無であり，児童公園もほぼ平均して点在しているとはいえ，小規模なもの

が目立ち，市民 1人当りの整備水準を下まわっている。また，近隣公園も市民

l人当り 0.5m2と水準をはるかに下まわる状態である。

但し，特殊公園と して七生公園(多摩動物公園)を含めた場合，公園面積は

6 4.3 haとなり市民 1人当り 4.64 m2となる。

緑地は多摩川緑地を含め 278.0 haと市域の 10%を占めている。特に日野緑
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地(2 0.2 ha )は日野台地をとりまく段丘崖緑地として，今後自然地の保護の

面から重要な位置にある。

2) その他の緑地

その他の緑地として挙げられるものは水面，水辺，山林，農地，草地，社寺

境内地，公益施設付属緑地，民営レクリ工ーション施設，工場緑地，学校 企業

厚生施設 試験場および研究所がある。

このうち，最も広い面積を占める農地は 439.5 haで市域の約 16%にあたる

が，将来市街化されつつあるので，生産緑地として評価できるものは保全の必

要も考えなければならない。

(2) 屋外レクリエーション施設

表n-l0 屋外レクリエーンョン施設数

公 ，邑s、ゐ 民 戸邑主ゐ

野 球 場 4 。
テ ニ ス・ノてレーコー ト 3 2 

ゴルフ場・練習場 。 7 

水 好く フ。 一 ノレ 1 。
遊 園 地 。
動 物 園 1 。
そ の 他 2 1 

計 1 1 1 1 

市域の屋外レクリェーション施設数は，表n-1 0のとおりであり g その他

市内の小，中学校の校庭およびプール等の開放が行われているが，十分の数を

有しているとはいえない。

運動広場，陸上競技場等の施設については皆無で，一般市民が手軽に利用で

きるコミュニティレベルの施設が乏しい。

民営施設として，テニスコート，ゴルフ場およびゴ‘ルフ練習場，つりぼり，

遊園地などがあるが，全体の需要を満たしていない。

。)景観

本市は，標高 6Om--l 70mとほぼ平担地のため，特に景観的価値の高い

ランドマークは見られないが，市域北部を流れる多摩川および市内中心を流れ

る浅川が地形上のランドマークとなっている。

樹林は日野台地を囲む日野緑地および南部の多摩丘陵に分布しており ，特に

大宮神社のある斜面林は，京王線車窓よりの景観を良好にしている。

po
 

nノ
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独立樹木は浅川の両岸近くに多く散在し，その樹影を田園の中にマッチさせ

ている。

それら多摩丘陵のいくつかの高台に眺望点を求めれば田園，住宅，工場等，

自然と人工的要素の混在する都市景観が，それなりのまとま りをもっ て眺めら

れる。

(4) 地域防災計画に定める避難に関する計画

避難地の位置およびその地区割当は図 n-7のとおりであるが，避難地とし

て候補に挙げられている近隣公園や小学校のグランド等は規模的に小さく，第

2の誘導に向かうオーブンスペースが必要である。しかし，本市の場合その適

地が少なく，多摩川，浅川への依存にたよ らざるを得ない。

王

子

市

凡例

・-・・・・・避 難 地

数字・・・避難地対照
番号

国

立

市

N
4
1
1ナ
|

J¥ 

." r 

図n-7. 避難地位置図

また，避難地への誘導に混雑を来たさないための避難路計画はなされておら

ず，緑道計画と合せて出来るだけ速い実現が望まれる。
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111. 調査結果の解析・評価

1. 計画のフレーム

本市における緑地の方向付けを検討するためには，その前提として，都市形

態が今後どのような展開をしていくか予想する必要がある。

その場合，指標となるのが将来人口及び人口の張り付き方の問題であり，そ

れを探ることによって都市化の動向にある程度目安をつける事ができる。

計画のフレームとして

。 日野市の将来人口

。 市街化想定区域

o 将来住区

について， 検討を行うものである。

(1 ) 人口フレームの設定

この日野市緑のマスタープランは西暦 20 0 0年(昭和 75年)を目 標として

おり ，昭和 75年人口 を以下の考え方に基づき設定した。

本市は， B召和 70年を目標年次とする「日野市公共下水道基本計画」で，昭

和 70年人口を 21 1，0 0 0人と推計して おり，この推計値を行政面積，地形，

将来の土地利用計画等を勘案し本市における飽和人口として設定した。

従って，本計画においても， 本市の昭和 75年人口を， 2 1 1，0 0 0人として

設定した。

万人

/
 

/
 /

 /
 /

 /
 /

 

よ
40 45 50 55 60 

図 nr- 1. 将来人口推移グラフ
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表 nr-1. 将来人口推計値

年 昭和 45年 50 55 60 65 75 

推計値*1 (98，557人〉 (126，847人) 1 46，000人 1 68，000人 185，000人 211，000人

増加 28，290人 1 9，1 5 3人 22，000人 1 7，000人 26，000人

1ハ0ノ*2 28.7% 15.1% 1 5.1ノ% 10.1% 14.1% 

指数 100.0 128.7 148.1 170.5 187.7 214.1 

* 1 :昭和 45，50年値は国調，昭和 55，60，65年値は公共下水道基本計画による

推計値

* 2 : (増加数/前年人口総数)

(2) 市街化想定区域の設定

本市の行政区域(2，7 11 ha )は全域が都市計画区域となっており，行政区域

面積の約 82;;ちにあたる 2，22 2 haが市街化区域として指定されている。また，

市街化調整区域面積は 489haで，そのうち河川区域(浅川，多摩)11 )面積が

3 4 9 haと市街化調整区域面積の約 71労を占め，残りは市の南部，程久保・

南平地区の多摩丘陵北部近郊緑地を主体とした地区(面積 14 0 ha )である。

本市において，面的な拡がりを有 して残存している緑地は多摩丘陵緑地のみ

であり，予測される将来の人口増加によって，市街化区域の拡大を計ることは

現存する数少ない貴重な緑地の喪失を意味する。

従って，将来予測される人口増加の受け皿としては現在の市街化区域におい

て，面的整備(区画整理事業等〉を推進することにより良好な住宅地を整備す

ることとし，将来の市街化区域の拡大を極力おさえ，現存する貴重な緑地の保

全を図るものとする。

市街化想定区域として，現在の市街化調整区域にあって既に宅地化が完了し

ている南平地区の多摩みなみが丘団地(面積 19 ha )を新たに市街化区域に編

入し，現在の市街化区域(面積 2，22 2 ha )と合わせた面積 2，24 1 haの区域を

設定する。

表nr-2. 市街化区域の規模設定

年 次 昭和 53年 6 5年 7 5年

市街化区域内人口 131，100人 1 8 5，000人 211，000人

市街化区域の規模 2，222 ha 2，241 ha 2，24 i ha 

人口密度(グロス) 59人/ha 83 メ〆 /hμ a 4A メノ V/ha I 
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(3) 住区設定

緑のマスタープランにおいて「住区設定」を検討することの意味は，住区が

いわゆるコ ミニュティ活動， 環境整備や都市施設の整備，様々な住民組織など

の基礎となっているので，本計画においては計画の単位として，市域を地区に

分割し，さらに，住区に細分化した。地区の区分は，地理的要因(傾斜，土地

利用等)と，河川，鉄道等の市街地遮断要因に着目して行った。また，地区は，

地区公園設定における基礎的単位としても用いられるため， 1地区 40 0 ha内

外を 目標に区割を行った。住区は，地区をさらに遮断要因や町界等を勘案して

1小学校区(1 0 0 ha内外 )を目標にし，近隣公園，児童公園の計画単位とし

た。 (図 1[-2参照)

表 1[- 3に地区・住区の箇所数，平均面積， 平均将来想定人口をまとめた。

また，設定した住区の将来人口，人口密度及び住区面積は，表1[-4に示すと

おりである。

表1[- 3. 地区 ，住区のまとめ

区 分 箇所数 平均 面 積 平均将来人口

地 区 6 394 ha 35，200人

住 区 21 11 2 ha 10，000人
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表1[- 4. 将来人口 ，人口密度及びのび率一将来住区別一

面積*
昭和 53年度 昭和 65年度 昭和 75年度

住区No.
( ha ) 

人口(人)
密度 密度 65年/ 密 度 75年/

(人/ha)
人口(人)

(人/ha) 53年
人口(人〉

(人/ha) 53年

1 192.5 7，457 38.7 1 1，5 00 59.7 1.5 1 3，800 71.7 1.9 

2 103.6 5.833 ;) 6.3 9，200 88.8 1.6 1 0，900 105.2 1.9 

3 89.4 6，11 4 68.4 8，500 95.1 1.4 9，800 109.6 1.6 

4 27.4 4，696 1 71.4 4，900 178.8 1.0 5，000 182.5 1.1 

5 65.2 5，616 86.1 5，700 87.4 1.0 5，700 87.4 1.0 

6 203.5 5，868 28.8 9，000 44.2 1.5 1 0，300 50.6 1.8 

7 120.0 9，444 78.7 1 0，500 87.5 1.1 1 2，1 00 100.8 1.3 

8 129.8 6，938 53.5 8，900 68.6 1.3 1 0，600 81. 7 1.5 

9 62.9 4，369 69.5 4，600 73.1 1.1 5，500 87.4 1.3 

10 126.5 8，233 65.1 1 1，900 94.1 1.4 1 3，700 108.3 1.7 

1 1 137.8 7，573 55.0 8，500 61.7 1.1 9，100 66.0 1.2 

12 90.6 1 0，3 6 1 1 1 4.4 1 1，5 00 126.9 1.1 1 2，200 1 34.7 1.2 

1 3 123.2 6，513 52.9 1 0，200 82.8 1.6 1 2.300 99.8 1.9 

14 108.7 1 1，042 101.6 1 1，1 00 102.1 1.0 1 1，10 0 1 02.1 1.0 

15 96.4 6，075 63.0 6，1 00 63.3 1.0 6，100 63.3 1.0 

16 11 4.5 5，865 5 1.2 9，000 78.6 1.5 1 0，60 0 92.6 1.8 

1 7 11 8.5 5，903 49.8 9，900 83.5 1.7 1 1，700 98.7 2.0 

18 87.5 6，207 70.9 7，200 82.3 1.2 8，500 97.1 1.4 

1 9 172.5 8，1 31 47.1 1 2，000 69.6 1.5 1 4，400 83.5 1.8 

20 118.4 2，553 2 1.6 8，900 75.2 3.5 1 0，500 88.7 4.1 

2 1 73.1 3，834 52.4 5，900 80.7 1.5 7，1 00 97.1 1.9 

計 2，362.0 1 38，625 58.7 1 85，000 78.3 1.3 21 1，000 89.3 1.5 

* 河川面積(349 ha )を除く。
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2. 環境保全解析・評価

良好な生活環境を確保し，安全で快適な都市環境を構成する上で極めて重要

な既存の緑地に対し，主としてその存在効果に着目して評価を行う。緑地がま

とまった空間の拡がりとして存在することによって，自然生態系や歴史的風土

の保全，都市美の形成，都市気象の緩和，環境衛生の効果が期待される。また，

都市の形態を規制したり ，都市の発展に際しての弾力性を付与したりする効果

も含められる。これら緑地によってもたらされる自然的環境は，今日の都市環

境下において最も不足し，最も要求されている要素である。

環境保全解析・評価においては，まず現況の基礎調査を基に次にあげる系統

別環境保全の対象となる緑地の抽出を行う。自然生態系は，人間もまた生態系

における生物生命体の一部であると考えられ，生物の生存環境の保全は人間の

生活環境の快適性につながるという認識から現況の自然緑地を抽出する。 生活

環境系は，住民の身近に存在する緑地で生活環境をより自然的に快適なものと

するための緑地の抽出を行 う。歴史的風土系は，史跡・名勝・天然記念物等の

歴史的遺産の保存とともに，地域の伝統的な風土特性をも含めて周辺の環境を

確保しようとするものである。景観系は，景観調査をもとに都市の特色ある自

然景観・郷土景観を構成する緑地及び都市のシンボルマーク，ラン ドマークと

なる要素を抽出する。

以上，四つの系統別に抽出した緑地に対して，重要性・特異性・生活密着度

等の判断基準とともに，市のテーマである「緑と清流の街J， Iくら しを守る

住宅都市J， I連帯する市民の都市」における都市設計・都市のイメージづく

りを考慮し総合的な評価を行い，緑地の保全効果から自然環境保全レベル，都

市環境保全レベル，生活環境保全レベルを設定するものとする。

(1 ) 環境保全解析・評価方針〈フロー〉

次図 nr-4に示す作業フローにより環境保全に関する緑地の解析・評価を行

つ。

現況調査に基づき， 自然生態系，生活環境系，歴史的風土系，景観系の四つ

の系統別に当該緑地を抽出し，環境保全対象緑地図を作成する 。→①

次に，抽出された緑地に対して，主に重要性，生活密着度，本市のテーマと

の関連性及び保全効果から， 自然環境保全レベル，都市環境保全レベル，生活

環境保全レベルを評価設定し環境保全解析評価図を作成する。→②

以上の解析・評価結果より，環境保全系統における本市の現況緑地の地域特

性・問題点を把握し緑地の配置計画の資料とする。
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現況調査:植性・緑地・文化財 ・景観等

植 生 現 況

その他法適用

(特性調査)

-土地利用

・緑地現況

・法適用

・植 生

-文化財

・緑地現況

環 境保全対象緑地の

抽出 ( 系 統 別 )①

環境保全対象緑地図

環境保 全解析評価図

。自然環境保全レベル

。都市環境保全 レベル

。生活環境保全レベル ② 

図11[- 4. 環境保全解析・ 評価フロー
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(2) 保全対象緑地

現況調査に基づき，自然生態系，生活環境系，歴史的風土系，景観系の四系

統別に環境保全の対象緑地の抽出を行う。

1) 自然生態系

自然生態系の緑地としては，自然環境の保護に主眼を置き， 自然度の高い植

生，生物の生存環境と してある程度の規模をもっ自然緑地があげられる。これ

ら自然緑地はその都市の地形・気候・土壌等自然地理学的なものと関係が深く

都市の規模や形態を規制し，人間を含めた生物生存環境を規定してきた骨格的

緑地として位置づけられる。抽出された緑地は表 J[-5に示すとおりである。

表J[- 5. 自然生態系保全緑地

現況調査 保全内容 保全対象緑地 保全効果

植生調査 。自然度の高い植生

河辺植生 多摩川・ 浅)11 (河川敷) 水源 ・水質保全

遊水 ・貯水作用

自然水面 オギ群集・ツルヨシ群集，その他 水辺野生動物棲息地

自 然 林 百草園のスダジイ群落 天然記念物

段丘崖すその(東豊田地区) 自然植生保護

のシラカシ群集 湧水地

社寺林・屋敷林

緑地調査

土地利用調査 。段丘崖・丘陵 日野緑地 土壌浸食調節作用

地形調査 多摩丘陵 保水作用

法適用調査 地下水緬養作用

野生動物棲息地

地形特性保全

都市気象緩和

2) 生活環境系

生活環境系の緑地としては生活周辺に存在する緑・オープンスペース・水路

などで，今日の都市が失いつつある安全さ ，清潔さ ，美 しさ，静けさなどをと

りもどすために必要とされる緑地，あるいは都市に空間のゆとりゃうるおいを

もたらし，都市気象緩和・浄化作用等環境衛生的効果，精神的リラックスの快

適性効果を有する緑地が対象と される。表 III-6に示すとおりに生活環境系保

全緑地を抽出した。
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表][- 6. 生活環境系保全緑地

現況調査 保全内容 保全対象緑地 保全効果

土地利用調査 。オープンスペース 環境衛生，心理的効果

緑地調 査 公共空地 農林省蚕糸試験場その他
過密感緩和

植性調査 既成市街地農地 日野台地点在
情操極養

樹 林 石田寺クヌギ・コナラ群落その他

。公 園 多摩平第 1公園 慰楽休養空間

旭ケ丘中央公園その他

。水 系 程久保川 温湿度調節作用

根川その他

。工場内緑地 日野自動車工場内
環境改善

富士電機側内その他

。緑の多い住宅地 多摩平団地 良好な住環境保全

東豊田の村落

高幡台団地その他

*オープンスペースとしての農地は 市街地の発展動向 ・担保性 ・保全効果等

を考慮し既成(中心〉市街地内の農地だけをとりあげた。

3) 歴史的風土系

歴史的風土系の緑地は，史跡・ 名勝 ・天然記念物等の文化財や神社 ・仏閣等

の伝統的建造物と一体と なっ た樹林地，鎮守の森，社寺林ならびに地域の伝統

的な風土特性を有する周辺の環境を含めた緑地を対象とする。 これらは地域の

歴史を物語り ，歴史的，伝統的景観として風格ある都市景観を形成するととも

に，古くか ら多 くの市民に親しまれる場でもあ り，いわば， 市民のための空間

としての機能をはたしてきたといえる。また，社寺は台地と低地問の斜面や低

地の微高地に多 く，樹林が成育することの可能な地形的特性をもっ場所にあり ，

都市の中に存立する樹林空間 として重要である。表 JlI-7に保全対象緑地を示

す。

表JlI-7. 歴史的風土系保全緑地

現況調査 保全内容 保全対象緑地 保全効果

文 化財調 査 。文 化財 高幡不動尊 歴史的遺産保存

緑 地調 査 百草園 ・安養寺 ・宝泉寺 歴史的人文景観

その他

。神社 ・仏閣 若宮神社 ・延命寺 ・宗印寺 ・ 歴史的人文景観

長楽寺薬王寺，その他 樹林保存，広場的機能

。歴史的風土 高幡不動尊一体 歴史的風土保全

IlJ 林

東豊田の村落 郷土性保全

郷土景観
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4) 景観系

景観系は，都市の特色ある自然景観や独特の郷土景観を構成する緑地を抽出

する。その他景観上の構成要素 となり うる街路樹， 独立樹，樹林，建造物，水

路等があげられる。 これらの景観要素となる現存緑地を取り込み保全整備する

ことは個性豊かな都市イ メージを形成さ せ美 しい街づ くりを可能にする。

表][- 8. 景観系保全緑地

現況調査 保全内容 保全対象緑地 保全効果

緑地調査 。自然、地形

地形調査 河 )11 浅川・ 多摩川 自然景観 ・郷土景観

景 観 調 査 丘 陵 多摩丘陵 都市の特異性 ・独自性

段丘崖 日野緑地 安らぎ

。樹 林 東豊田樹林

大和田樹林 緑地景観

大名損l樹林 その他

。水 系 程久保川

ネ艮 ) 11 者B市のうるおい・イメ ージ

日野下堤用水

。独立樹 市内点在 ランドマーク

。街路樹 都道 235号線 道路緑化・ イメ ージ

都道 155号線その他

。建造物 市役所 シンボルマーク ・眺望点

(3) 環境保全評価

各系統別に抽出した保全対象緑地に対して，本市の自然，都市，生活環境の

保全という観点から，自然環境保全レベル，都市環境保全レベル，生活環境保

全レベルを設定し評価を行う。
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表 nr- 9. 環境保全評価

レベル
評 価(特性・問題点等)

保全
保全要素 保全対象緑 地

自 |・ 自然生態系の生存 |多 摩 川

然 |環境保全 |浅 川

環 |・ 地形特性の保全 |多摩丘陵

境 |・ 都市形態規制 |日野緑地

保 |・ 郷土景観

全 |・ 野生動物生息地

レ |・「緑と清流の街」

ベ | の基礎的自然環境

ノレ

これらの緑地は ，本市の骨格的緑地として，

大気浄化，気象緩和，水源極養，地形保全な

どの多面的な存在機能により特有の自然的風

土をはぐくんできた。

多摩川 ・浅)11は，自然度の高い河辺植生と水

質を保全するとともに 住民に親しまれる河

川緑地として保全整備が必要。

宅地化の進んだ多摩丘陵の保全 ・保護。

貴重な日野緑地の保存管理対策。

都

市

環

境

保

全

-都市自然環境の保 |・ 自然林(シ ラカシ群集・屋敷林 )I自然林 ・樹林 ・社寺(文化財)等は水系を媒

全 |・ 緑地と一体とな った文化財 |介として一体となって分布しており，土地の

・地域特性 ・歴史性 I (高幡不動尊 ・安養寺 ・宗印 |自然的特性を規定するものとして水系の重要

寺 ・八坂神社他 |性が理解される。

・自然景観 郷土景 |・ 樹林斜面緑地 |今後は都市化の進展する中で，緑を形成する

基盤すなわち水の循環系を緑地核として有機

の保全

観として都市美の

形成
レ

.r-:.: 
・ i緑と清流の街」

の都市イメージ構

成緑地

(平山 ・東豊田他)

• 7.1<系(程久保川 ・根川他〉

・歴史的風土(東豊田村溶)

.公園(近隣公園以上)

的連携をはかりながら適正な保全対策が望ま

れる。

-街の潤い，美化 |・オ ープンスペース

・ iくらしを守る住 I (平山台浄水場他)

宅都市」の住み良 |・工場内緑地

い緑豊かな町づく I (日野自動車 ・富士電機他)

jレ

生

活

環

境

保

全

-生活環境保全

.環境衛生的効果

安全性・快適性

空気浄化

・情操溺養

-社寺林

(天満神社・長楽寺他)

・児童公園

-樹林独立樹

(立正佼成会・石田寺他)

-街路樹

本市においては比較的生活に身近な緑地 -オ

ープンスペースに恵まれているといえる。し

かし，急激な宅地化にともなう環境悪化が予

想され，生活の場における緑地空間の確保が

必要とされる。

レ

ノ、元

ノレ
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3. レクリ ェーション解析・ 評価

現在，都市社会において，精神的緊張や単純労働から開放し， 精神的リラッ

クスと肉体的健康を得るためには，屋外レクリェー ションは極めて重要であり

その需要は急激に増大している。また，多様化するレクリェ ーション需要に対

して現況のレクリ ェー ション施設，公園・緑地について解析評価を行う。 これ

ら緑地空間はレクリェーションの場を提供するとともに， 日常生活における住

民相互のコミュ ニケーションの場として も重要な機能を有している。

レクリェ ーション解析・評価は，まず本市の将来人口 (住区別人口)と公園

整備標準により目標年次における 住区基幹公園整備水準を設定 し， 住区毎に誘

致距離，施設内容等を考慮して現況公園の解析 ・評価を行う。 次に人口調査

(住区別人口，人口密度等)， レクリェーション施設(位置，利用実態等〉及

び市民の要求等によりレクリェーション需要予測を行うとともに，今後必要と

されるレクリェーション施設の解析を行い，施設別必要量の算定，それに対す

る現況レクリェーション施設の充足度等を検討する。

さらに，現況緑地について公園 (レクリ ェーシ ョン施設)候補地あるいは自

然系レクリェーション(散策・釣り 等)適地を抽出し， 主として位置 ・規模 ・

地形 ・担保性等からレク リェーション資源として解析評価を行う。

(1 ) レクリェーション解析 ・評価方針〈フロー〉

次図 H!-5に示す作業フ ローによ りレク リェー ションに関する現況緑地 ・公

園の解析評価を行う。

住区基幹公園について，将来人口(住区別人口 )と公園整備標準から公園整

備水準を設定し，現況の公園の整備状況 (住区別)の過不足を解析評価し，住

区基幹公園解析評価図を作成する。→①

次に，人口調査， レクリェーション施設利用状況， レクリェーション需要資

料等を参考 にして本市における目標年次のレクリェーション需要予測を行い，

主なレクリェーション施設の必要量を算定する。

算出されたレクリェーション施設の必要量に対して，現況の施設を対応させ

レクリェーション施設解析評価図を作成する。→②

公園あるいはレクリェーション施設の将来需要量に対して現況の不足分を充

足するための公園(レ クリェ ーション施設を含む)候補地となり得る緑地を抽

出す る。

また，登山・ハイキング等の自然系レクリェーショ ンの適地についても同様

に抽出する。

これらレクリェーション資源として抽出された緑地について，その位置 ・規
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模・地形・担保性等から解析評価を行いレクリェーション解析評価図を作成す

る。→③

現況調査 :人口・レクリェーション施 設 ・地形・緑地等

地形・規模

位置担保性

緑 地 評。価

資源解析評価図

図l[- 5. レクリェーション解析・評価フロー

A
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(2) 基幹公園解析評価

住区基幹公園及び都市基幹公園について将来の整備目標を設定し，これに対

する現況公園に関して解析評価を行う。

なお，住区基幹公園，都市基幹公園の整備標準については表 III- 1 0に示す

とおりである。

表 III-1 O. 基幹公園の整備標準

分 類 種 55IJ 対象人口 整備m2/標人 準
(m

2
/ A) 

住 児 童公園 市街地人口 1 
区
基

近 隣 公 園 市 街 地 人 口 2 
基 幹

公

幹
園 地区公園 市街地人口 1 

公
市都 総 合 公 園 都市計画人口 1 

園 基
幹
公 運 動 公 園 都市計画人口 1.5 
園

1 )住区基幹公園

住区基幹公園における公園整備標準と現況市街地人口から現況の公園需要量

を算出し，こ れに対する公閣の充足度を調べると表 III-1 1に示すとおりであ

る。

現在，児童公園は計画決定未開設を含めて 58箇所あり， 日野台地や多摩丘

陵等の既成市街地に比較的多く設置されている。現況の需要量に対する充足度

は全体で 88労と高い値を示しているが，住区間での格差が見 られる。

近隣公園は現在 3箇所開設されており，計画決定未開設を含めると 7箇所と

なるが，現況の需要量に対する充足度は 58%で公園数としては不足している。

地区公園については現在皆無であり，近隣公園において地区公園的な利用の

され方をしているのが現状である。

次に目標年次の将来人口に対して住区別に公園需要量を算出し，現況公園の

充足度を検討した結果を表 III-1 2に示した。児童公園の充足率をみると 100

%充足している住区は全住区 21のうち 5住区(2 4労)とかなりの不足がみら

れ，設置状況についても住区間の格差が激しく今後住区毎に均等な配置計画が

望まれる。近隣公園についても，皆無住区が 14住区(6 7 ~ぢ)もあり不足して

いる。近隣公園，児童公園の充足度が 50労未満と著しく不足している住区は，

全体の 7住区(3 3%)と多く，近隣，児童公園とも 100%充足の住区公園に恵

唱
E
A

F
「

υ



まれた住区は，旭が丘，多摩平(住区番号 11， 14)のわずか 2住区にすぎな

。
、、

I
LV 

地区公園については現在皆無であり，早急な対策が望まれる。図 1II-6に住

区基幹公園評価図を示す。

表1II- 1 1. 現況住区基幹公園充足度

児童公園 近隣公園 地区公園 | 
住

* 
現況 既

計未画開
既

未計画開 計 計
区 /}司 開

人口 設 設
(ha) 

設 設
(ha) 

F汗F百'宝E宵走f:!lロLー (ha) (ha 需要量 (ha)， (ha) 需要日;
番

(千人) (ha) 箇 箇 充 (ha) 箇 箇 充 (ha) 充

ちEコ 所 所
足

所 所
足 足

数 数 使度〉 数 数 防度) 悌度〉

1 7.5 0.75 開7γ 九(1.50 1/ ~ 防f0.75 1/ レ/ル/
2 5.8 0.58 

匝ド~ノC/Cua/1// 3 / 

1.16 

~ 世
1.80 

0.58 

正t 巳3 6.1 0.61 1.22 0.61 

4 4.7 0.4 7 0.94 0.47 

5 5.6 0.56 レ/ 1.12 / ν/ /γ 0.56 / / y 
6 5.9 0.59 

I川~ノ0//34日0//5 5 / 

1.18 

石匹壬v 
0.59 

= = ~ 
7 9.4 0.94 1.88 0.94 

8 6.9 0.69 1.38 0.69 シ/
9 4.4 0.44 /. / 九f0.88 / / y 0.44 / / シ/
10 8.2 0.82 

2アiゴラユ1ト1l/00//9118822// 2 9 

1.64 

どアプど/ l lL2/C61Z7/ / 2 

0.82 

ド5 士三1 1 7.6 0.76 1.52 0.76 

12 1 0.4 1.04 2.08 1.04 5 三二13 6.5 0.65 1.30 0.65 

14 1 1.0 1.10 2.20 1.10 

ど/ 三=15 6.1 0.61 1.22 0.61 

16 5.9 0.59 1.18 0.59 

1 7 5.9 0.59 1.18 0.59 

18 6.2 0.62 1.24 0.62 

19 8.1 0.81 

巨llll//GC//640ら// 2 1 
クζ 1.62 0.81 

20 2.6 0.26 f多0.52 

ヒ=ドtf 
0.26 

ヒエ21 3.8 0.38 0.76 0.38 

計 138.6 13.86 フそごv， アζ 27.72 v. v. vz 1 ;).86 νィυィVれ
キ昭和 53年市街化区域人口 10人単位四捨五入。
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表J[- 1 2. 住区基幹公園充足度

児 童公園 近隣公園 地区公園

住

将来 既 計画
計

既 計画
計

既 計画
計

区 開 未開 開 未開 開 未開
人口 需要量 設 設

(ha 需要量 設 設
(ha 需要量 設 設

(ha 
番 (ha (ha) (ha). (ha). (ha) (ha) 

(千人〉 (ha) 箇 箇 充 (ha) 箇 箇 充 (ha) 箇 箇 充

τ仁ヨコ 所 所
足

所 所
足

所 所
足

度 度 度
数 数 役会 数 数 (鈎 数 数 切)

1 1 3.8 1.38 

手デ主Y 
2.76 

区安IZ 1.38 レ// レ〆
2 10.9 1.09 2.18 1.09 レ// 

ゴコ3 9.8 0.98 クだ/ アf1.9 6 / ク庁九f0.98 レ// 
4 5.0 0.50 

ζ / ど/ 〆y 
1.00 / / 

ご与
0.50 

区ζ / 予5 5.7 0.57 1.14 / / 0.57 

6 10.3 1.03 

イグゴ
/ 

/U/4。13//4/ / 

2.06 / 
三三7 

1.03 / ど/ 7 1 2.1 1.21 / 2.42 / 1.21 ン/
8 10.6 1.06 2.1 2 1.06 

9 5.5 0.55 1.1 0 0.55 

10 1 3.7 1.37 2.74 1.37 

1 1 9.1 0.91 1.82 0.91 / / ~ 12 1 2.2 1.22 2.44 1.22 

1 3 12.3 1.2 3 /z アfヌf2.4 6 1.23 / 
14 1 1.1 1.1 1 ~ノ日//4429//5 3 / / イ/ //01//441Z928// 8 3 / 

2.22 

匹
1.11 y 

1 5 6.1 0.61 1.22 0.61 / y 
16 1 0.6 1.06 ;7; 2.1 2 1.06 / 

三二1 7 1 1. 7 1.17 

ノ/G0//3414// 2 2 

2.34 1.1 7 / / 
18 8.5 0.85 1.70 0.85 y 
19 14.4 1.44 ~ 2.88 1.44 

とy 
20 10.5 1.05 t長 2.10 1.05 

21 7.1 0.71 ン/υ/ 1.42 / レ/ノ/0.71 〆
計 21 1.0 21.10 アζ伊(yζ 42.20 Y7 /~ クご 21.10 Lパゾゴvo 
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2) 都市基幹公園

都市基幹公園の需要量は整備標準(総合公園 lm
z
/ 人，運動公園 L5m

z
/ 人)

と目標年次の市街化区域人口から算出した。現況公園の充足度は表 nr-1 3に

示すとおり であ る。

表 nr- 1 3. 都市基幹公園充足度

現況公園〈計画未開設含〉 充 足 度
将来人口 需要量ω

(B/A) 箇所数 面積侶)

総 合 公 園 21 1，000 21.1 2 
当匙

1 6.6 ha 795ぢha 

運動公園 21 1，000 31.65 ha 。 。 。
*計画決定未開設

総合公園として現在開設されているものはなく，市北部と多摩川沿いに 2箇

所(1 6.6 ha)計画決定されている。しかし，その配置が偏り，市民の休息，観

賞，散歩，遊戯，運動など，総合的利用に供する総合公園としては適正な位置

とはいえず，計画の再考が必要である。

運動公園は現在皆無であり計画が急がれるが，む しろ実現性，利便性を考慮

して浅川を境に南北に 2箇所配置するのが適切と思われる。

以上考察の結果，地区公園以上の公園については現在皆無の状態であること

が明らかとなった。

3) その他の公園

その他の公園として本市には都立多摩丘陵自然公園，多摩動物公園，風致公

園がある。

都立多摩丘陵自然公園は多摩丘陵一帯の 64 2 haに指定されているが，現在

宅地化が進み山林の蚕食が激 しく自然公園としての機能を果たしているとは言

し、難い。今後は残存緑地を極力保全整備するとともに公園施設の充実を図る必

要がある。

多摩自然動物公園(46.7 ha )は，東京都の広域公園として位置づけられ都民

に広く利用されており日野市民にも大変親しまれている。

風致公園は，現在市内に 4箇所(2.67 ha)あり， 主として多摩平の段丘崖緑地

が指定されているが，その整備状況は満足いくものではなく保全整備が望まれ

る。

4
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レクリェーショ ン施設解析 ・評価(3) 

レク リェー ション需要予想を行うとともにレクリェーション施設別の必要量

需要に対する現況レクリェーション施設の解析評価を行う。を算定し，

レクリェーション需要予測

鑑その他)， 日曜大工，模型，写真，創作活動(絵，レクリェ ーションは，

その他)等多く水泳，ァニス，スポーツ(野球，その他)， 映画，賞(音楽，

この緑のマスター プランでは今後特に需要が多くなの内容を包含して いるが，

ると思われる日常生活圏における屋外レクリェーショ ンに限定して考察を進め

フン散歩，ノぐレーボール，ステ日常的な軽運動や野球，したがって，る。

および自然に接し自然を楽しむ自然系レクリェーシニ ンクーなどのスポーツ系，

ョンがあげられる。

レクリェ ーション活動の地域特性を把握し正確な需要量を算出する ことは，

各種大会まず本市における現況施設の利用状況，非常に凶難な ことであるが，

参加状況およびレクリェーション需要動向に関する意識調査等の基礎資料(表

III -1 4 .....，表 III-1 8 )に基づいてレクリェーション動向を検討してみると，

レクリェーションに対する志向性が高く，「スポーツ系」都市住民は「自然系」

日常生活圏あるいはあまり遠距離でない範囲にそうした施設の充実を強く求め

特に本市においては各樺スポーツ活動が盛んで，また，ていることがわかる。

テニス等の樺目が活発であるといえる。ノマレーボーノレ，サッカ ー，

17.0% 

野球，

16.2% 

17.2% 19.3% 

50年

51年

の

他
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表lH- 1 4. 日野市各種スポーツ大会参加状況

(上段()内はチ ーム数，下段参加人数 )

(右数字はパーセンテージ )

三点三 4 8年 4 9年 5 0年 5 1年 5 2年

少年野球大会
( 80 ) (63) 15.7 ( 7 3 ) ( 90 ) ( 60) 1 2.8 18.4 1 7.0 19.3 

1，005 950 1，125 1，350 915 

4.6 3.1 4.1 
( 1 1 ) 

3.2 
( 1 4 ) 

3.6 水 冴t 大 えτr;::泊、
250 1 88 270 226 257 

ハ イ キ ン ゲ 2.6 1.3 1.0 0.6 0.9 
144 76 67 40 67 

( 3 5 ) 
8.8 

( 5 0 ) (47 ) (49 ) 
バ レ ー ボ ー ル大 会 4.0 1 1.2 1 0.1 8.8 

220 530 743 705 630 

軟式テニス大会 4.8 3.5 
( 1 25 ) 

3.8 3.1 
( 11 9 ) 

3.3 
260 210 250 216 238 

一声「 球 大 ぷコ=k= 6.5 5.5 4.8 3.6 5.2 
355 330 320 250 375 

柔 道 大 メ~王 。 2.4 2.1 
( 6 ) 

2.4 
( 10 ) 

2.8 
146 142 170 200 

硬式テニス大会 5.1 4.9 5.0 5.4 5.4 
280 296 334 380 387 

サ ッカ一大会 13.7 
( 5 2) 1 3.2 ( 60) 1 3.6 ( 64 ) 

1 3.7 ( 61) 1 7.0 
750 800 900 960 1，220 

剣 道 大 lてEkZ 5.8 4.4 5.7 4.6 
(22 ) 

5.2 
31 5 267 376 321 375 

アーチェ リ一 大会 。 0.6 0.3 0.2 0.2 
35 20 1 7 1 5 

( 42 ) 
8.1 

( 4 4 ) (42 ) ( 3 9 ) 
バスケ ットボール大会 6.1 7.7 7.0 8.2 

333 490 512 487 585 

バドミントン大 会 2.9 2.9 
( 49 ) 

1.5 
( 6 5 ) 

1.9 
( 126 ) 

3.5 
158 178 98 132 252 

弓 道 大 よτEλ三 1.2 1.1 1.0 0.7 0.8 
68 69 64 48 55 

ロー ドレース大会 1.3 '1.8 0.8 0.4 1.4 
73 106 54 30 99 

陸上競技 大 会 7.3 5.2 4.2 6.6 5.8 
395 3 13 281 461 418 

ソフトボール大会
( 5 6 ) ( 69) 1 7.5 (70) 16.2 (77) 17.2 (7 2) 1 5.1 15.7 
856 1，055 1，070 1，200 1，080 

メロ3、 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
5.462 6，039 6，626 6，993 7，1 68 

co 

戸

hd



表 HI- 1 5. 整備してほしい余暇施設

番目 2 番目

国民休暇村， 国民宿舎，国民保養センタ ー 24 % 10 %  

自然休養林，自然公園，海中公園 1 1 9 

自然歩道 ハイキングコ ース サイ クリングコース 9 8 

観光道路 観光地の駐車場 3 4 

ユースホステル， 青年の家，老人いこいの家 8 8 

社会教育施設 (図書館，公民館など ) 4 5 

文化施設(博物館，美術館， 文化会館など) 3 6 

体育施設 8 10 

こどもの国，児童遊園，児童公園，児童館 8 10 

そ の 他 1 

どれでもよい 10 1 1 

わからない 1 1 18 

一
(注) 1 総理府「余暇に関する世論調査J(昭和 50.9 ) 

2. 1番目は，第 lにどのよう な施設を整備してほ しし1かという問に対する

回答である。

3. 2番目は，第 2に整備してほしい施設についての回答である。

表Eー 16. 昭和 60年ごろに需要が増大する余暇施設
() :構成比労

余 H医 施 設
第 1回目分布

N=  250人

第 2回 自分布

Nニ 210人

1 プール・テニスコート・ 卓球場 ・運動広場な
どの身近なスポーツ施設

2 リゾー卜地域における国民宿舎や民宿などの
低料金の宿泊施設

3 公民館 ・集会場 ・文化ホール

(61.5) (71.4 ) 

(46.0 ) 

4. 都市公園 (いわゆる一般の公園 ・児童公園)

5. 図書館 ・美術館 ・博物館

6. 青年の家 ・少年自然の家 ・その他の研修宿泊
施設

7. 野鳥公園・毘虫公園・海中公園などの自然公園

8. キャンプ場 ・野外活動センタ ー

9. そ の 他 (0.0) 

(注) 1. 経済企画庁 i1 0年後の生活予測J(昭和 51. 3 )によ る。

2. 第 1回目は リミ テッ ドア ンサー (3個)であり 第 2回目 辻シングルアンサー

である。
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表 E一 17. 地域社会施設の必要性

い き土 1 位 2 位 3 位

1 体 育 レ ク リ ェ ー シ ョン 体 育 レ ク リェ ー ション
教 育文 化施 設

施 設 施 設

2 し 尿 ・ ごみ 処 理施設 教 育文 化施 設 公 並 下 71<. 道

3 教育文 化施 設 し尿 ・ ご み 処 理施設
体 育 レ ク リェーション

施 設

4 公 北 下 71く 道 総合医 療 セ ン タ ー 総合 医療 センタ ー

5 十戸以，
校 公 圏 緑 地

戸手拍 校

6 火 葬 場 戸チ主I予
校 庁 ~コ己

7 上 水 道 産業基 盤 施設 保 =同担 所

8 司草、公l与、 A ロ 病 院 社 会 福祉施 設 し尿 ・ごみ処 理 施 設 ・

9 幼 稚 薗 保 2同K 所
老 人 福 祉センタ ー・ 宿

泊休養 施 設 ・住宅 ・駐

10 工 場 公 共 下 水 道 車場

(注) 1. r地方行政に関する市町村長の意向調書J(福岡県 昭和 52.3)による。

2. 地域社会でぜひ必要な施設は何であるか ， 公共 ・民間を問わず必 要の高 い

も の か ら ， 3施設 を 挙 げた 結果を集計 したもので あ る。

表][- 18 昭和 60に年首都圏て、必要となる観光 ，レクリ ェー ション資源 ，施設面積

首者E閣における観光 ・レクリェ ーνョン資源胞設面街 . 1 ぷ寸弘、 回 の 推 計

A B C D E F 

今すのあ後るる確必面要保G 積

A' E' 
活動種目 資源、飽設 1人当り 施設利用 平均必姿 45年時の 俄 考

活動 fJ. 回転 推面定既存積 活 動 項 目 活動量 必要面積
面儲 可能日数 面積

万人 ・日 m'/人 凶/H 臼 ha 注1) ha ha 注2) 万人 ・日 ha 

海 /.1< 浴砂 浜 6，700 10 1 50 1，3 '10 
380 

960 t毎 水 浴 6，532.19 1，310 注1)()内の数値
( -125) 

は 47年の数値

保15: ・休 tt5lIJ 荘 4，500 250 365 3，082 505 2，577 1¥ 6 - 5 3 71，761.74 49，150 

iT 楽丘(自然陵) 1，200 300 1 300 1，200 '186 714 ノ、イキンク 2，648.86 2，650 
ii2) lH.サッカ ー

20 野球

，)fI園地 遊園地 1，4 00 40 2 270 104 
35 

69 遊倒施設 16，249.26 1，210 21 パレーホ二Jレ
ヘルスセンター ( 1，360) 

22 

/.1<泳(プーノレ) プーノレ 1，800 10 4 90 50 20 30 7.1< 泳 9，6 1 2.75 200 23 ソフ トポーノレ

ぶどう狩等 果樹園 800 50 3 30 444 
143 

301 
25 陸上競技

( 815) 46 花見旅行

ス キ ーザ νソ デ 4，600 150 1 100 6，900 
1，400 

5，500 ス キ 5.1 6 9.7 2 8，210 (滞在〕
( 2，975) 

海内 水 岸面
47 温 Eま

釣 1，900 50 1 300 317 90 227 釣 4，607.56 770 
( " ) 

動7)く 4族lI'i物館凶 動水 ・組族物館園 800 50 4 270 37 12 25 動物倒水族館 4，264.74 1，970 
48 社寺まいり

( " ) 

汐 F 狩海 浜 600 30 1 30 600 239 361 汐 干 狩 929.32 930 49 名所 l日跡

3，738 
めぐり(，，)

コ ノレ フ ゴ ル フ 場 5，300 2，000 I 365 29，041 
(28，462 ) 

25，303 コ ノレ フ 36，809.88 201，700 
50 祭 ・行事の

アイススケート スケート場 300 10 4 90 8 (796 6) 2 アイススケー卜 2.4 85.9 j 70 見物(") 

5 1避暑

総合グラウンド グランド 1.'100 200 2 270 519 137 382 18・20-23，25 40，154.75 14，880 52避寒

キャ ンプ Ij!f営湯 300 200 120 500 
125 

375 野 営 場 1，020.87 1，710 
( 183) 

AxB AxBxF 
E=一ー一一一 G=一一一一一一一一

C x D C 

• 1 レクリェーション都市開発足本計l面調倉(昭和 46年 )日本公凶緑地協会より

nδ 
F
h
d
 



次に，屋外レクリェ ーション施設の需要予測結果は表 ll[-19，-20に示

すとおりで， これは表 ll[-21，-22の各資料に基づいた ものである。

表 E一 19. 全国規模からのレク リェーション施設需要予測

施 設名 現況数 需要量 整備必要量

野 球 場 4箇所 5.3箇所

陸上競技場 1.5 2 

本

サ 、y カ 一 場 1.2 l 

テニ ス コー ト 4 1 5.5 12 

フ。 一 ノレ l 1 2.3 11 

ス ケ 一 ト 場 0.7 1 

コ ノレ フ 場 3.1 3 

動 物 園 1 0.1 

植 物 園 0.7 1 

サイ ク リングコ ー ス 0.4 

ハイキング コース 3.4 3 

需要量算定式

需要畳二全国平均施設数 ×想定伸び率×昭和 75年想定人口

想定伸び率=利用希望率÷利用経験率

*野球場と併用

表ll[- 2 O. 保健体育審議会の基準案に基づ くスポーツ施設必要量

施 設 現況量 需要量 必要需要量 施設必要面積 必要面積

運動広場 4 箇所 12.7 箇所- 9 箇所 10，000 m 

コ 一 ト 4 2 1.1 1 7 2，840 48，280 

体 育 館 1 10.6 1 0 720 7，200 

柔剣道場 l 2.1 l 400 400 

フ。 一 ノレ 1 12.7 12 400 4，800 

n
H
d
 

p
h
d
 



表1II-21. 屋外 レクリェシ ョン施設の需要予測資料

全国の施設数1) 利 用 率 2)

施設名

中全 数
人口 10万人

利用経験率 利用希望率 想定伸び率
当 りの平均

野 E求 場 2，1 09 1.88 1 3.9 18.6 1.34 

陸 上 兄ふ包立兄 技 場 51 3 0.46 8.5 13.2 1.55 

サッカー場・ラグビ一場 284 0.25 * 0.9 * 2.0 * 2.22 

アニスコー 卜 2，4 8 9 2.22 5.8 19.2 3.3 1 

コ ノレ フ 場 ]，1 3 3 1.0 1 12.1 1 7.6 1.45 

水泳プール(屋 外) 3，253 2.90 14.8 29.8 2.01 

スケー 卜場(屋外) 170 0.1 5 9.0 20.1 2.23 

すもう場(屋外〉 473 0.42 * 3.6 * 5.1 * 1.42 

アーチェリ ー・ 弓場 1，1 0 8 0.99 1.9 6.7 3.53 

ボ 一 ト 場 39 0.03 * 0.8 * 1.9 * 2.38 

ヨッ トハーノイー 69 0.06 キ0.5 * 0.4 * 0.80 

海水浴 -潮干狩場 989 0.88 

動 物 園 62 0.06 29.7 33.8 1.14 

楠 物 園 194 0.1 7 1 3.6 26.9 1.98 

サ イク リン グコ ース 278 0.25 本1.2 * 0.8 * 0.67 

ハイキング -登山コース 1，008 0.90 16.9 30.5 1.80 

キ ヤ ン フ。 場 1，545 1.3 8 * 3.6 * 6.0 * 1.67 

自 然 歩 道

資料 1) rわが国の体育 ・スポーツ施設(社会体育実態調査報告)J文部省体育局

日召和 51年 3月 学校 ・i服場施設を除く。

2) r余1%1施設の利用尖態J(財〉余暇IJU発センター，昭和 50年 3月。但し，

キ印を付したものは 同資料の昭和 49年 3月のもの。
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表1II-2 2. 保健体育審議会の示した基準案〈昭和 47年〉

h寸 1 万人 3 万人 5 万人 1 0万人

面積 10，000m
2
の 面積 10，000 m

2
の 面積 10，000m

2
の 面積 10，000m

2
の

屋 運動広場 運動広場 運動広場 運動広場 運動広場

外 1か所 2か所 3か所 6か所

運

動 面積 1，50 0 m
2
の 面積 2，20 0 m

2
の 面積 2，20 0 m

2

の 面積 2，84 0 dの

場 コ ー ト コート コー ト コート コート

2か所 4か所 6か所 1 0か所

床面積 720m
2

の 床面積 720m
2
の 床面積 720m

2
の 床面積 720m

2

の

屋 体 育 館 体育館 体育館 体育館 体育館

内 1か所 2か所 3か所 5か所

運

動 床面積 20 0 m
2
の 床面積 30 0 dの 床面積 30 0 m

2
の 床面積 40 0 m

2

の

場 柔剣道場 柔剣道場 柔剣道場 柔剣道場 柔剣道場

1か所 1か所 lか所 1か所

水面積 40 0 m
2
の 水面積 40 0 m

2

の 水面積 40 0 m
2
の 水面積 40 0 m

2
の

フ。ーノレ プーノレ フ。ーノレ フ。ーノレ フ。ーノレ

1か所 2か所 3か所 6か所

(注) 1. 面積 10，000m
2
の運動広場

野球，ソ フ ト，サ ッカ ー， 陸上競技などに併用できる広さで ，野球であれば 1面，

ソフトであれば 2面，サッカ ー1面 陸上競技であれば 20 0 mの トラ ックと 10 0 

mの直線コ ース がとれる広さ。 この答申では 野球とソフ トを背中合せでやるとした

場合の使用人数を基礎として計算した。

2. コート，ノイレーボールとテニスに専用 コート を考えている。

① 面積 1，560 m
2

のコ ート とは テニスコート が 2面とれる広さのコート

② 面積 2，200 m
2
のコ ート は テニスコ ート が 3面とれる広さのコート

① 面積 2，840 m2
のコート は テニスコ ー トが 4面とれる広さのコ ート

3. 体育館 7 20m
2
の広さとは ノてスケ ッ トボールコート が 1面とれる広さ

卓球 ，バドミ ン トン，バスケ ットボール，体操に兼用できる ことを前提としている。

(注)バスケ ットボーノレのコー トが 1面とれる広さであると

卓球台は 4台 一「

バドミントンは 3面 ト とれる広さ。

バレーボールコートは 2面__J

4 柔剣道場

① 床面積 20 0 m
2

の広さは 約 120畳敷の広さ …...1人 3畳として約 40人使用

戸
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2) レクリェーション施設解析評価

レクリェーション需要予測により今後本市において， ピクニック広場・自然

公園等の自然、系レクリェーション施設，野球場・グランド・コ ー ト類，プール

等のスポーツ系レクリェーション施設の積極的な整備が必要であると判断され

る。

スポーツ活動都市環境の悪化が心配される中で，住民の健康維持・向上なら

びにコミュニティ形成を図る上で大きな役割りを担っており，スポーツ施設の

充実は重要な課題である。ここでは，主要なスポーツ櫨目について施設別に本

市のレクリェーション特性を考慮して必要量の算定を行い現況レクリェーショ

ンスポーツ施設の評価を行う。(図1II-8参照〉

将来市内で必要となる施設は，野球場(8箇所)，テニスコート(2 1箇所)， 

プーノレ(1 2箇所)，陸上競技場(2箇所)，サッカ一場(2箇所)，柔剣道

場(2箇所〉であり，これらをほぼ利用圏と思われる地域ごとに適正配置する。

これによると現在比較的充足度が高いと思われるのは野球場だけで，他の施設

はかなり不足している。また， スポーツ施設を含む近隣公園は中心市街地に集

中しており，浅川以南の多摩丘陵住宅地域においては，スポーツ施設が皆無の

状態に近い。

豊かな自然環境の利用を前提とした自然系レクリェーションとしては，多摩

丘陵の都立多摩自然公園，多摩動物園，日野緑地および多摩川緑地などがあげ

られる。現在都立多摩自然公園は，多摩丘陵の急激な都市化により自然緑地が

蚕食され， 自然環境を楽しむという機能を果していない。実質的には多摩動物

園のみがレクリェーション拠点として機能を果たしているだけで， 日野緑地，

多摩川緑地は未整備の状態であり，今後自然緑地の保全とともにレクリェーシ

ョンの拠点となる施設の整備が急がれる。

首都圏地域の都市として本市には，多摩川・浅川をはじめ多摩丘陵等の自然

資源に恵まれており， これらの自然環境を生かした自然系レクリェーション地

の計画的な配置と整備が今後の課題である。
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表J[- 2 3. 主要スポーツ施設需要予測

住 利ブ

区
野球場 コ ート フ。 ー ノレ 陸上競技場 サッカ 一場 柔剣道場

ロ
用

必要現況整備 必要現況整備 必要現況 整備 必要現況 整備 必要現況整備 必要現況整備
備考

番 ツ
施設施設必要 施設施設必要 施設施設必要 施設施設必要 施設施設必要 施設施設必要

守Eコ 圏ク 数 数 量 数 数 量 数 数 量 数 数 量 数 数 量 数 数 量
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(4) レクリェーション資源解析評価

前項で解析評価された公園とレクリェーション施設に対して，その将来需要

量の不足分を充足するための公園候補地およびレクリェーション施設候補地と

なり得る現況緑地を抽出し，その緑地に対して位置・規模・ 地形・担保性等か

ら解析評価を行う。

また， 自然系レク リェーションの適地についても同様に抽出し， 主 としてそ

の規模，自然色，利用効果等から解析評価を行う 。

1) スポーツ系レクリェ ーション施設候補地

レクリェ ーショ ン施設は原則として総合公園，運動公園，地区公園等の基幹

公園に配置計画するものとし，適正な位置・規模・地形・担保性等を評価基準

として現況緑地の評価を行う。

・位 置......中心市街地，既成市街地に位置するオ ープンスペ ース

・規 模・・・・・・標準的な地区公園の規模(4 ha以上)を有するオ ープンスペ

ースと近隣公園の規模(2 ha )を有するオープンスペース

・地 形…・・・平坦地もしくは緩斜面

・担保性一-…公共空地あるいは永続性を有するオープンスペース

これらの評価基準を基に現況緑地に対してランクづけを行い表 町一 24に評

価結果を示した。現在，地区公園以上の公園候補地となる大規模なオープンス

表 nr- 2 4. スポーツ系レクリェーション施設候補地評価

ランク 評 価内 容 対象緑地 評 価

担保性 ・規模 ・地形

大規模 (4ha以上) 農林省蚕糸試験場 地区公閑候補地

な公共空地

位置一既成市街地内 日野台地上の空地等 児童公園・近隣公園

空地 候補地

E 規模 -4 ha以上の空 浅川流域の農地等 運動公園 ・地区公園

地 候補地

担保性一公共空地 農林省蚕糸試験場等

4ha以下の宅地 市街地内散在 児童公 I~I .近隣公悶
間

4ha以上の斜面空地 農地その他 候補地

*こ こでの宅地は農地・緑地を合むオープンスペース をさす。

ペースと しては，多摩川・浅川流域平坦部の田閑地帯が該当し量的には恵まれ

ているが， 日野台地や多摩丘陵部の既成市街地には大規模なものは存在 しない。
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これらの抽出されたオープンスペースは公共的なものを除いて現在担保されて

おらず，位置・規模等を考慮し適正な公園配置計画を行い確保する必要がある。

2) 自然系レク リェーショ ン適地

本市における自然系レクリェ ーションの緑地資源としては，主に多摩川・浅

川の河川緑地と 多摩丘陵・日野緑地等の山林緑地があげられる。ここでは緑地

資源を山岳系と水系に区分し，その規模・形態・利用効果等により評価を行い，

評価結果を表 nr- 2 5に示した。

表 nr- 2 5. 自然系レクリェーション適地評価

ランク 評価内容 対 象 緑 地

目然色豊かで規模大な 多摩動物園を中心とし

山林丘陵地 た近郊緑地保全区域

百草園山林

高幡不動尊山林

連続性を有する残丘林 多摩丘陵残丘林

岳 In 
E 斜面緑地 日野緑地

評価

ハイキングコ ース

自然観賞

山菜・キノコ狩り

史跡めぐり

散策林

自然観賞

自然広場

休憩

系 | |利用効果の高い樹林 石田寺樹林

東豊田樹林
E 

寿徳寺樹林

そ の 他

水
多摩 川

1級河川
浅 ) 11 

系

いこいの場

自然観察・毘虫採集

木登り等子供の情操

緬養

散 策 路

サイクリングコース

ピクニック広場

釣水あそび

表 nr- 2 5に示すとおり本市は日常的な自 然系レクリェーション資源に恵ま

れているといえる。しかしながら，これら緑地資源は急激な市街化に取り残さ

れた残存緑地であり今後の存続が危ぶまれる。これらの緑地資源はレクリェーシ

ョン地として保全整備し充分な活用をはかる必要がある。さらに他のレクリェ

ーショ ン施設との有機的な結びつき をはかり利用効果を高めるよう配置計画し

ていくことはきわめて重要なことと いえる。
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4. 防災解析・評価

今日問題とされる都市の公災害に対して，防災的機能を有する緑地の解析評

価を行う。

都市における公災害は騒音，振動，大気汚染などの公害と，火災，震災，水

害などの災害にわけられる。まず，人口，面積調査，土地利用調査，公災害発

生状況調査等から，公災害発生予想区域を抽出し，次に公災害発生予想区域に

対して防災効果を有する緑地の解析評価を行う。

以上の公災害発生予想区域の防災とともに， 震災時に多発的に発生する都市

火災に対して避難地の解析評価を行う。現在ある避難地からその避難安全圏を

設定し避難安全圏外を避難困難地域として検討する。さらに避難候補地と延焼

防止効果を有する緑地を解析評価する。

( 1) 防災解析・評価方針〈フロー〉

次図 m-9に示す作業フローにより防災解析・評価を行う。現況調査を基に，

火災，水害，がけ崩れ等の災害予想区域及び騒音，振動，大気汚染等の公害発

生予想区域を抽出し公災害発生予想区域図を作成する。→①

次に公災害発生予想区域に対して防災効果を有する緑地を評価し公災害評価

図を作成する。→②

震災時の大火災に対する避難地から避難安全圏を想定し安全圏外を避難困難

地域として図示する。→③

震災時大火災に対する避難候補地となり得る緑地あるいは延焼防止効果を有

する緑地を評価し避難地評価図を作成する。→④

公災害評価図，避難地評価図を合わせて防災解析評価図とする。→⑤
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現況調査:人口・公災害発生状況等

火災発生

建物 状 況

人口密度

水害・がけ 騒音 ・大気

崩れ発生
汚染発生

交通量
地形-地質

工 場

下水道施設 用途地域

本将来既定計画

考慮

図][- 9. 防災解析・評価フロー
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(2) 公災害発生予想、区域

現況調査に基づき，対策の必要な公災害発生予想区域を抽出する。

1) 大火災発生予想区域

火災発生状況調書より本市において過去 10年間大火災は発生していない。

また，特に危険度の高い施設もみあたらない。ここでは類焼危険度が高く大火

災になりやすい区域を大火災発

生予想区域としたo pE100 

図 HI- 1 0に基づき建ぺい率， 建;:
平均階数，耐火率による建物状

況から，表 HI- 2 6に示す基準

を設定し，建ぺい率の高い木造

家屋の密集 した類焼危険区域を

ぺ 70

~ ¥ ~~ 
50 

率 40

β30 
20 
10 

0 
12 3 456 7 89101112131415 

隣棟間隔 d m 

大火災発生予想区域とした。
図皿一 10 家屋の類焼安全間隔と建べい

率の関係

表 HI- 2 6. 類焼危険区域建ペい率

耐 火 率

30%未満 309ぢ---509ぢ

1.5 建ぺい率 建ぺい率

平 未 20% 40% 

均
満

以上 以上

階
1.5 

建ぺい率 建ぺい率

数 以 1 5 % 30% 

上 以上 以上

2) 水害発生予想区域

過去の被害は内水被害で，下水道整備計画が実施されれば解決されるものと

思われ，従って，特に水害が問題なる地域はないと考えられる。

3) がけ崩れ発生予想区域

過去においては，小規模包がけ崩れが 5回ほど発生しているが，今後，大規

模ながけ崩れは発生しないと思われる。

4) 大気汚染発生予想区域

現在大気汚染源となっている施設を有するもののうち大気汚染度が高いと思

われる工場等を抽出した。

5) 騒音・振動発生予想区域

中央高速道路や国道 20号線は現在交通量が多く騒音 ・振動等の問題があり，

巧

t



また，本市中央部を東西に横断し，計画されている日野都市計画道路 1・3・1

号線は幹線道路であり騒音・振動の公害が予想される。

以上の公災害発生予想区域をまとめ，表 HI- 2 7に示した。

表 HI- 2 7. 公災害発生予想区域

公災害 発生予想区域 評 価

大火災発生
比較的古い既成市街地で

予想区域
密集市 街地 木造家屋が密集している

類焼危険区域

大気汚染発生
住環境が劣悪になるほど

工 場 等 の大気汚染状況で‘はなし 10

予想区域

工場内緑化の推進。

現在通過交通量が多い。

騒音 ・振動発生
特に住宅街を通過する幹

予想区域
幹線道路 線道路については 沿道

の緑化や土地利用を考え

る。
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(3) 防災緑地解析評価

公災害発生予想区域に対して防災効果の認められる緑地の評価を行い，各公

災害発生予想区域に対する現況緑地の防災機能を評価するとともに今後の対策

について検討を加えた。評価結果を表][- 2 8に示した。

表][- 2 8. 防災緑地解析評価

公災害 予想区域 評価検討

大

火

災 密集市街地

大

気

汚

染
工場等

評価緑地

・類焼防止効果

予想区域内公園・水路

樹林

空地

・避難地・避難路確保

予想区域周辺緑地

空地

・大気汚染浄化作用

工場内樹林

周辺樹林

・大気拡散作用

工場内空地

周辺空地

浅川以北の密集市街地に点在して

いる緑地・空地を確保とともに連

続的な防災帯を計画す る。

家屋の不燃化促進。

工場内緑化の促進。

工場周辺緑地の保全。

騒

音

振

動
幹 線 道 路

-騒音防止効果

道路沿線樹林

.緩衡緑地

道路沿線緑地

空地

住宅街を通過する幹線道路は環境

阻害要因になっており，道路緑化

が急がれる。

緩衡緑地の配置計画。

(4) 避難困難地域

ここでは，地震時に多発的に発生する都市火災の避難地について有無を調べ

市街地の中で避難地として利用できそうな空地(公園，学校，河川敷等 lha以

上のオー プンスペ ース)を抽出し，その規模に応じて避難安全圏を設定する。

避難困難地域は避難可能距離 1伽( 1時間)を想定した避難安全圏と現況避

難地面積でもとめた避難安全圏(2 m
2
/ 人)を比較し算出する。

s 
一一一 <π [2
a • b 

s :避難地面積

a :必要面積(2 m2
/ 人〉

b :将来人口密度

[ :避難安全圏三五 1，00 0 m 

この場合，鉄道は火災時の退避を困難にする遮断要因として抽出した。

この結果，避難困難地域は多摩丘陵の南平地区，平山地区にみられ，今後は
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避難困難地域の安全性を確保するため公園等の避難地計画が必要である。また，

全般的にみて避難地として常時開放されている公園等のオープンスペースが少

なく規模的にも小さいといえるので，将来に備え避難地としての緑地計画(4 

ha以上〉が望まれ，さらに最終避難地に位置づけられる多摩川・浅川の整備が

必要とされる。

(5) 避難緑地解析評価

震災時の大火災に対する避難地候補となり得る緑地及び延焼防災帯となる緑

地を評価し，評価結果を表 nr- 2 9に示した。

表 nr- 2 9. 避難緑地解析評価

評価
対 象 緑 地 評 価

内容

-現況公園 現在大規模で開放性のある避難地

避
多摩平第 1公園 が不足している。

旭ケ丘中央公園等 避難地候補としては，沖積低地の

難 -公共空地 田園地帯に大規模なオ ープンスペ

{畏
農林省蚕糸試験場 ース(農地 )が見られる。

-避難困難地域緑地 避難困難地域内には大規模なオー

補 -オープンスペース (4ha以上) プンスペースがみあたらない。

. 11 (2 ha以上) 避難地として多摩川 ・浅川の整備
地

-学校施設空地 が必要である。

-多摩川 ・浅川

延
多摩川・ 浅川・ 日野緑地は延焼防

焼
多 摩 ) 11 止帯としての機能が高 く，避難路

防 j主 ) 11 
としても利用が可能である。

この他水系利用等の緑道を計画し
止

日野緑地 延焼防止帯及び避難路を確保する
午4丞仔オ

ことにより都市の安全性を高める。

a
A
T
 

n
i
 



戸
u

--a
RH 

ロ
τ吉 項 目

避難地利 用 公園(既設)

避難地利用公園
(都市計画決定未開設)

避難地利用学校施設

避難地安全圏(公園のみ)

避難安全圏外避難候補地
(4 ha 以上のオープンスペース)

避難安全圏内避難候補地
(4 ha 以上のオープンスペース)

避難安全圏外避難候補地
(4ha-2haのオープンスペース)

公 共空地

凡 {列

-.:) 

乙n

避難困難地域

遮断要因(鉄道)

都市計画区域

将 来予想市街地

避難 緑 地解析評価図

合
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5. 総合解析・評価

いままで述べてきた環境保全， 屋外レクリェ ーショ ン，防災の各解析・評価

の結果を総合し，解析評価を行う。

総合評価をする場合，個々の結果を重ね合せたり，各系統聞の比較を行い，

一定の序列を設ける等の方法が考えられるが，重ね合せの度合の高い地域が必

ずしも重要とはいえない。

本市の目標である「くらしを守る住宅都市JI連帯する市民の都市」を受け

た「緑と清流の街の創設」のメイ ンテ ーマ達成において，各系統によって評価

された緑地のうち自然に近い状態のままで都市生活環境の保全，都市のイメー

ジづくりに重要な役割を果たす緑地に対して高い評価を与えた。また，現状の

緑地形態を極力保全する方向で都市における緑地そのもののもつ有効性を低下

させないことに重点を置いて評価を行うこととする。従って，現況の緑地形態

にはこだわらず何らかの整備施設化をすることによ り価値の生じるオープンス

ペース等については相対的に低い評価となる。

( 1) 各系統別解析評価の整理

各系統別の解析評価を整理検討し問題点を抽出すると表 nr- 3 0に示したと

おりである。
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表 HI- 3 0 各系統別解析・評価検討課題

評 価緑 地

-自然緑地

河川1(多摩川・浅)11) 

丘陵地(多摩丘陵)

段丘崖(日野緑地)

緑地特性 問題点 整備課題

-変化に富む自然地形に恵まれて い 急激な市街化は緑地蚕食，地形 |・ 現存自然、緑地，地形の保全。

おり ，市街地に残された緑地と| 特性破墳を生じ，緑地のもつ環 | 自然緑地の保全効果，存在機能

して都市の修景効果を高めて L、| 境保全機能の低下となる。 Iを高めるように生態学的な自然

る郷土長観。 -周辺の宅地化による緑地襲失。 I環境の回復および体系的保全を

-自然樹林 |・自然樹林は斜面，湧水地，水系 |・ 水質悪化。 図る必要性0

シラカシ群集屋敷林・現存斜面林| 沿いに分布し 屋敷林 社寺林|・市街地内景観要素の不足。 ・郷土特性の保全。貴重な緑地の

-文化財 ・社寺林 ! として存立していることが多く | 市街化によるオープンスペース| 存在観 イメージを明確にし市

(高幡不動尊・宗印寺・安養寺他)I 郷土的な昔の面影を今に残して | の消滅。 I民生活との共用化 密着性の強

-水系 L、る。 化を図る必要がある。

(程久保川 ・日野上堤用水他) I・主として回国地穏に農業用水が o 7}く系利用による緑地の系統的な

保全。・生活環境緑地 | 見られる。

街路樹 ・公園 ・オープンスペース|・市街地内に空地散在している。 ・市街地内空地担保。道路緑化，

工場内緑化推進。田園地帯の生

活環境緑地の確保。

-公闇

都立多摩丘陵自然公園

多摩自然動物公園

風致公園

近隣公園 ・児童公園

多摩テック遊園地

-レ クリェーション施設

野球場，テニスコ ート

プール等

olJ包設及び自然系レクリェ ーショ

ン候補地

オープンスペース

-自然公園としては多摩動物園を |・多摩丘陵自然公園は宅地が進み |・ 多摩丘陵残丘林の保全整備。レ

中心に残丘林が分布。多摩自然 | 多摩動物園等の一部を除き全体 | クリ ェーショ ン施設の充笑。

動物公園は広域公園として都民 | として系統的な整備がされてい|・地区公園以上大規模公園の獲備

全体に親しまれている。

・現在開設されている近隣公園 3

箇所児童公園 53箇所。

・主として近隣公園内に屋外レク

リェーション施設が整備されて

し、る。

-公園及びレクリェーション施設

の候補地として沖積低地に回国

地帯がある。

ない。 I必要。

-地区公園，総合公園，運動公園 | 近隣公園以下不足昆充足。

等の大規綴公園が皆無である。 Iレクリェーション施設不足量充足。

レクリェーション拠点がなし、。 I・各公園，レクリェーション施設

将来需要に対して近隣 ・児童公 | の利用効果を高める緑道網整備。

園の不足。 -河川緑地の!!整備。

-レクリェーション施設の不足。

現在施設分布の不均等。

河川緑地の未整備。公園候補地
生活に身近な自然緑地資源、に恵 l

丘陵山休，河川I(多摩川・浅)11) I まれている。 の担保性がない。

-公災害発生予;忠区成

大火災発生予怨区域

大気汚染発生予怨区域

騒音振動発生予想区域

.避難地利用緑地

公園，河川1(多摩川・浅)11) 

学校グランド

-避難候補地

オープンスペース

延焼防止帯

-主として日野台地の既成市街地 |・ 大火災発生予想区域の延焼防止 |・ 公災害発生予想区域の防災効果

に大火災発生予必区域，大気汚 | 帯，避難路，避難地不足。 Iを有する緑地 ・空地の確保整備。

染発生区域が集中している。予 I_ -L E :n::.. rn. ~ s-I-=:z.. i:D rv J.-f~ ..-r-. i1+:' ({( v3. I 
1・大気汚染発生予想区域の防災緑 | 連続性を有する防災帯の整備。

;思区域に公園，空地が点在して
地の不足。 -大規模避難地の鐙備。

L、る。

.，.，. I ・騒音振動発生予想区域の防災対 | 河川の整備。避難路の確保整備。
騒音振動発生予怨区域としてぬ

速道路，国道 20号線，主要幹
策が不足している。

線道路があり周辺に民地が散在。|・ 常時開放された大規模避難地が

・避難地として近隣公園，学校. I なし、。

河川。 河川敷の避難地としての未整備。

-避難候補地として田園地帯があ l
l・避難候補地としての田園地帯の

る。

延焼防止得として河川 段丘崖

緑地がある。
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(2) 総合評価

3系統の解析評価を受けて緑地の総合評価を行い，存在効果，利用性の高い

現存緑地の保全に着目して評価する。評価の高い順に 4段階にランク分けする

と，評価結果は表 nr-3 1に示すとおりとなる。

表nr-31.総合評価

ランク 評価内容 評価対象緑地 評 価

現況の緑地形態 -多摩川 これらの自然緑地は日野市の都市

において各系統 -浅 ) 11 環境を保全し，自然系レクリェ ー

での評価の高い -日野緑地 ション地としても利用価値が高い。

緑地 -多摩丘陵 また，防災的にも重要な緑地とし

(骨格緑地) て位置づけられる。

-文化財のある社寺林 代替のきかない貴重な緑地で日野

(高幡不動安養寺 ・宗印寺他) 市を特色づける緑地である。

-大規模樹林 自然林

現存緑地形態が 斜面緑地，水系

評価される緑地 (南部丘陵地区に散在・東豊田

(重要現存緑地) 屋敷林他，程久保川他)

-既設或いは都市計画決定されて

いる近隣公園以上の公園(旭が

丘中央公園他〉

• II以外の社寺林 市民生活に密着した身近かな緑地。

各系統により評
(北野神社長楽寺他〉

価された緑地及
-小規模樹林，独立樹，街路樹

皿 -既設あるいは計画決定されてい 公園，避難地等の候補地として計
び大規模なオー

る児童公園 画性の高い大規模なオーフ。ンスペ
プンスペース

• 4 ha以上の生産緑地 ース。

-公共空地

各系統により評 • III以外のオープンスペース 児童公園，防災緑地として計画で

W 価されたオープ きる緑地。

ンスペース
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6. 都市形態と緑地パターン

本市の自然的条件調査(気象，地形，地質，植生等 )，社会的条件調査(人

口，土地利用，都市施設等)および将来の都市化動向，緑地の解析評価等を勘

案し，都市の性格を明らかにするとともに都市の形態を把握し，緑地パターン

を設定する。

(1 ) 都市形態

本市は地形的に丘陵(多摩丘陵)，台地(日野台地)，沖積低地および河川

(多摩川，浅}11 )の 3地域に区分でき る。台地は市の北西部に位置し，住居及

び商業，工業施設が集まり中心市街地を形成している。丘陵地は市の南部に位

置し，多摩丘陵の緑地を蚕食する形で大規模な宅地開発が行われ，現在住宅地

域となっている。沖積低地は市の中央部及び東部の多摩川と浅川の流域に広が

り，主として農業的土地利用がなされており，田園景観を展開している。また，

交通機関等の都市軸としては，主なものとして市の西から北に国鉄中央線，

北部の中央高速道路，国道 20号線，南部の京王線があげられる。さらに，市

の中央部田園地帯を浅川!と平行して東西方向に計画されている都計道 1・3 ・

1号線が都市軸を形成する計画路線としてあげられる。現在市街化が形成され

ているのは西北部台地と南部丘陵地であり L字型の都市パターンを示していると

いえる。また 今後の市街化動向としては多摩川・浅川流域の田園地帯が開発

されると恩われる。

(2) 緑地パターン

本市において，緑地パターンを形成する骨格的緑地は，多摩川，浅川，多摩

丘陵残丘林，段丘崖日野緑地があげられる。

多摩川，浅川は生活。生産のための水源であり，流域に田園地帯をかかえ東

西方向の緑地軸を形成している。南部の多摩丘陵は宅地化により蚕食されては

いるが，まだ一団の緑地が残存している。

日野緑地は地形的に市街化からとり 残された斜面緑地であり，市街地内にあ

る緑地としては貴重な存在である。これらを，本市の骨格的緑地とし，水系等

を利用して緑地軸を派生させることにより概ね扇形の緑地パターンが設定でき

る。

内-、unδ 



図 Eー 12 骨格的緑地

¥
 

，

i

i

!

1
ノ

¥
/¥¥‘ 

-84一



IV. 緑地の配置計画

現況調査，解析評価の結果に基づき，緑地の配置計画を行う。

1.計画の基本方針

本市の基本構想に掲げる 「くらしを守る住宅都市J， r連帯する市民の都市」

を実現するため「緑と清流の街」の都市像形成をメインテ ーマにし，緑地の配

置計画にあたっては次の 3点を基本方針とする。

o 骨格的緑地の保全と形成

o 水系の活用

。 公園緑地の中心核形成

(1 ) 骨格的緑地の保全と形成

本市の自然環境を構成し，都市生活環境を規定している骨格的な緑地として，

多摩川・浅川・多摩丘陵・日野緑地があげられる。これらの緑地は，郷土特性

を形成し，植生の基盤となる自然地，また市民の自然的レクリェーション地とし

て重要な緑地である。骨格的緑地の保全は，都市形態を規制し，自然環境，都

市環境の保全を意味するとともに，緑地パタ ーンとして系統的な緑地の配置計

画における骨格軸の形成がはかられる。

現存の骨格的緑地を有機的に結び，保全効果，利用効果ならびに存在イメ ー

ジの強化をはかるため，多摩川・日野緑地・浅川-多摩丘陵を結ぶ緑道を配置

する。また，浅川と 多摩丘陵をつなぐ程久保川に緑道を配置し緑地軸を形成す

る。

(2) 水系の活用

本市の水系は，主として田園地帯に多くあり， これに沿って自然林，社寺林

等の貴重な緑地が多く連続性を有する緑地系として重要である。さらにメ

インテーマである「緑と清流の街」の都市のイメージづくりのため積極的に水

系の保全をはかり，水系に沿って緑道を配置することは，水とみどりが一体と

なった修景効果の高い緑地のネット ワークを形成させる。また，公園の配置に

あたっても極力水系沿いに計画し，利用効率の向上をはかる。このように水系

を充分に活用し，公園を有機的に結ぶことにより環境保全および防災機能面で

効率が高い計画を行うものとする。

(3) 公国緑地の中心核形成

現在本市には市民の公園，市民の森と呼べるような市の中心核となる大規模

な公園緑地が存在していないため公園緑地の中心核となる都市のシ ンボルゾー

ンの創設が必要とされる。独特な郷土景観を形成する骨格的緑地の特性を充分
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- 骨絡的緑地

一一一一 水系利用緑道

( '¥ 緑地のシンボルソ ーン

¥司ノ

に活用して，日野緑地，浅川，多摩丘陵を結ぶ地域に総合公園，地区公園，緑

道等を配置計画し，都市のシンボル地区の形成をはかる。シンボル地区の公園

にはレクリェーション施設，文化施設等のコミュニティ施設を充実させること

によって，市民の郷土意識，連帯感を育成し「連帯する市民の都市」の実現に

努める。

計画基本方針の概略図を図 N-lに示す。
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以下，各系統別に緑地配置計画の基本方針を述べる。

1) 環境保全系統

イ 都市の骨格的緑地を形成し，自然景観，郷土特性の高い多摩川，浅川，多

摩丘陵，日野緑地の保全をはかる。

ロ 多摩川・日野緑地・浅川・多摩丘陵を結ぶ緑道および程久保川沿に緑道を

配置し骨格的緑地軸のネットワークを形成させる。

ハ 本市の都市イメ ージ，修景に資する水系を緑道と一体化として保全整備を

はかる。

ニ 郷土景観を構成する自然林・社寺林・文化財と一体となった樹林等の貴重

な緑地は水系との関連，緑地との連続性を重視し保全効果を高めるように積

極的な保全をはかる。

ホ 既成市街地内の緑地・オ ープンスペースは極力確保し，また将来の市街化

に備えて良好な生活環境を保全するため田園地帯のオープンスペースを公園

として担保する。

へ 日野台地中心市街地の修景，環境改善に資するような道路線化を促進する。

ト 工場内の緑化をはかる。

2) レクリェーション系統

3) 防災系統

イ 都市基幹公園，住区基幹公園は，全市民にできるだけ多 く利用しても らう

ょう誘致圏を考慮し，極力計画に沿うような均等配置を行い公園の量的，質

的な不足に対応する。

ロ スポ ーツ系レクリェーションのうち，不足している プール，コート，野球

場，陸上競技場等運動施設の整備をはかる。これらは，主として地区公園，

運動公園，総合公園において確保するものとする 。

ハ 自然系レクリェーション適地には，主として骨格的緑地があげられ保全に

充分考慮し，施設の充実をはかる。

ニ 本市のレクリェーション拠点を創設するため，骨格的緑地である浅)11 ，多

摩丘陵と地区公園，総合公園，緑道を一体として計画し，都市の シンボルゾ

ーンを形成する。

ホ レクリェーション利用効果を高めるため，公園，緑地を有機的に結ぶ緑道

を計画し，緑地のネットワークを形成させる。

イ 大火災発生予想区域に対しては，現存緑地・ オーフン スペース の確保をは

かり，また，幹線道路の緑化を促進し防火帯として機能させる。

ロ 大気汚染の発生源(工場)に対しては，工場緑化を促進し周囲に植樹する。
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ハ 騒音振動に対しては，道路緑化を推進するとともに沿道の土地利用により

対処する。

ニ 避難地として公園を計画するとともに河川を整備し，避難困難地域を解消

する。

ホ 避難路には骨格的緑地軸を位置づけ，その他幅員 15m以上の幹線道路を

避難路として機能させる。

2. 計画のフレーム

(1 ) 計画対象区域

也) 人口の見通し

緑のマスタ ープラン策定の前提条件となる計画対象区域，人口の見通し，市

街化区域の規模は次に示すとおり である。

単位 :人

年 次 昭和 53年 昭和 65年 昭和 75年

行政区域 1 3 8，6 2 5 1 8 5，0 0 0 2 1 1，000 

都市計画区域 1 3 8，6 2 5 1 85，000 2 1 1，0 0 0 

(3) 市街化区域の規模

年 次 昭和 53年 昭和 65年 昭和 75年

人口 (人) 131，100 1 85，00 0 21 1，000 

面 積 (ha) 2，222 2，241 2，241 

3. 計画の目標水準

計画において確保すべき緑地の目標水準及び都市公園等の施設緑地として，

整備すべき目標水準は次に示すとおりである。

(1 ) 緑地の確保目標量

目 標 水 準 |都市計画区域面積に対する量

緑地の確保目標量 I;おおむね 7 6 0 ha 28.1 % 
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(2) 都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準

年

目標水準

* 目標年次の人口 21 1，0 0 0人にて算出

** ()内は広域公園配分量内数

4. 環境保全系統配置計画

個性ある郷土景観を備え，安全で快適な都市環境を構成する上で重要な緑地

に着目し，本市のテーマ及び前項の基本方針に従う配置計画を作成する。

( 1) 骨格的緑地の保全

(却水系の保全

独特の自然景観，郷土景観を構成する骨格的緑地として多摩川，浅川，多摩

丘陵，日野緑地を最優先的に確保する。

多摩}11，浅}11は環境保全上重要な位置にあり，都市緑地として保全整備し景

観の向上をはかり，市民に親しまれる河川とする。多摩丘陵は，多摩動物公園

を中心に近郊緑地保全区域に指定されているが，さらに保全を強化する意味で

緑地保全地区とし，特に南平地区丘陵樹林地帯をその緑地特性を生かして総合

公園として整備する。また，現在ある百草園は，一部公園として計画決定され

ており，周囲の樹林地帯を都市緑地として担保する。日野緑地は市街地に取り

残された段丘崖樹林で都市景観上重要視される緑地なので，既指定の都市緑地

を一部拡大して保全整備する。

骨格的緑地相互の存在効果を高めるため， 多摩川 ・日野緑地・浅川・多摩丘

陵を結ぶ緑道を配置し南北方向の緑地軸を形成させ，さらに程久保川に緑道を

配置 し，これらの骨格的緑地及び緑道により緑地の骨格軸のネッ トワークを完

成させる。

基本方針で述べたとおり，本市のテーマ「緑と清流の街」の都市イメー ジを

構成する景観要素として，重要である水系を緑道と一体として保全整備する。

多摩川，浅川は骨格的緑地であ り，水系の中心核として優先的に保全整備す

る。多摩丘陵から浅川に注ぐ程久保川は現在河川改修工事が行なわれ，骨格的

緑地を結ぶうえで重要視される河川であるため緑道を配置し，さらに骨格的緑

地の関連性を強化する。本市浅}11を母体にし，田園地帯を流れる榎下用水，豊

田用水，平山用水，高幡用水，向島用水および上田用水等の水系に緑道を配置

し浅川との連続性を強めるとともに，将来の市街化に備えて水系を保全し，環
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境衛生的効果，景観効果を高めるよう計画する。また，多摩川から分流する，

日野上用水，日野下用水についても，同様の考え方により，緑道の配置水系沿

いのみどりの連続をはかる。

(3) 貴重な緑地の保全

天然記念物，文化財等と一体となった樹林地としては，高幡不動尊，百草園，

宗印寺等の山林および安養寺，石田寺，延命寺，八坂神社等の社寺林が挙げら

れる。高幡不動尊，百草園は現在近隣公園として計画決定されているが，保全

効果を高めるため周囲の樹林地を都市緑地として担保し，風格のある歴史的環

境を維持する。宗印寺については，境内地を地域制緑地とし，周囲一帯の自然

林・ 2次林を都市緑地としてそれぞれ担保する。歴史的郷土景観を維持してい

る安養寺，石田寺，八坂神社，延命寺等の文化財と一体 となった社寺林は地域

制緑地として保全する。

自然林は，東豊田，川辺堀之内，南平地区など主として田園地帯の郷土性の

強い区域に屋敷林として分布しており，これら緑地は社寺林・樹林と一体とな

った郷土景観を形成するため，条例等による地域制緑地として保全する。その

他，多摩丘陵に残された残丘林は地域制緑地として保全する。

(4) 生活環境緑地の保全

現在，市街地にみられる近隣公園，児童公園の保全。多摩平第 1公園，旭ケ

丘中央公園，駒形公園などの保全。

日野台地上の密集市街地と多摩丘陵地域の大規模開発による住宅街について

は，現存する緑地・オーフンスペースを積極的に公園緑地として確保する。さ

らに，これら既成市街地の修景，環境改善のため，道路緑化を促進し街路樹等

の緑を充実させ，連続した緑のネッ トワークの形成に努める。

工場内の樹林については，これらの保全に努め，さらに緑化を促進するよう

に行政指導を行う。

現在，田園景観を展開している未整備地域については将来の市街化に備えて

小規模な樹林地には児童公園を，大規模オーフンスペースにレクリェーション

系統の公園計画を受ける近隣公園，地区公園，総合公園を計画し，生活環境保

全のための緑地を確保するものとする。

以上，環境保全系統における緑地の配置計画をまとめて表IV-lに示す。
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表IV-l 環境保全系統配置計画

担保計画

解 析評価 対 策

公緑地等園
地域制

配 置 計 画

緑地
その他

自 自然緑地(地形) 骨格的緑地保全 自然緑地の保全効果，存在機能を高|

然
多摩川 生態系の保全

環
めるように生態学的な自然秩序の回

境 浅 川 郷土景観保全 。 復をはかり体系的に保全をするため

保

全 河川緑地 に，全体を公園・都市緑地あるいは

レ
多摩丘陵 総合公園・樹林保全 。。 地域制緑地として担保，または，緑

，r.;: 

ノレ 日野緑地 都市緑地，散策路の形成 。 道にて連携させる。

文化財とその周辺 歴史風土的環境保存 。。 公園都市緑地として担保。

都 緑地

市
自然林(屋敷林) 郷土的環境維持・樹林保 条例等による地域制緑地として保全。

環 。
境 全
保

全 水 系 緑の核と して水系保全・ 水系沿いに緑道を配置し，緑と清流

レ
。

緑道の造成 の都市景観を形成。
fく

ノレ 残丘林 樹林保全 。。 全体を地域制緑地とし一部公園を計

近隣公園 保全整備・緑化促進 。 画。

社 寺 林 樹林保全 。 条例等による地域制緑地として保全。

生 樹林・独立樹 。 重要緑地については施設緑地として

活
担保。

環

境 児童公園 保全整備 。
保

全 工場緑地 緑化推進 。 行政指導等により緑化推進。

レ
オープンスペース 公園等により担保 。 既成市街地内幹線道路の緑化促進

rく

ノレ レクリエ ーシ ョン 系統の公園計画を

うけて田園地帯の緑地確保
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(5) 都市公園等施設として計画すべき公園緑地の概算

環境保全系統として確保すべき公園緑地の量は表IV-2に示す とおりである。

表N-2 環境保全系統として配置すべき公園緑地の量

総面積 (ha) 単位面積 (mγ人)

既 開 設 公 園 緑 地 17.56 0.83 

既計画決定未開設公園緑地 305.96 14.50 

計画 公 園緑 地 204.83 9.71 

計 528.35 25.04 

注 :目標年次(昭和 75年)における人口(21 1，000人)により算出
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5. レクリエーション系統配置計画

多様化するレクリェ ーション需要に応じて，主として利用機能に着目した緑

地の系統で，本市のテ ーマ及び前項の基本方針に従い配置計画する。

(1 ) 住区基幹公園配置計画

1) 児童公園

2) 近隣公園

3) 地区公園

住区基幹公園の配置は，地区，住区の計画単位毎に量的(面積)充足と配置

的充足の両面を満足するようにす る。 さらに環境保全，防災機能の配慮を加え

て計画する。

児童公園の標準面積は o.2 5 haとし， 250mx 250m圏に 1箇所， 量的

水準を 1人当り 1m2以上とする。また， この基準に基づき住区毎に不足量を満

足するように配置計画する。

環境保全及び防災機能面での効果を有する緑地については，児童公園として

担保する。また，自然系レクリェーション地として評価された小規模な樹林に

ついても自 然 と接し子供の情操を福養する児童公園として積極的に計画する。

さらに 0.5ha以上の大きい児童公園について は，子供の運動広場として整備す

る。このように遊びの場，自然観察の場，運動の場といった多様性を持たせる

ような特性ある児童公園の配置を計画する。

なお，配置にあたっては水系と の結びつ きを考慮し，計画するものとする。

(表IV-3参照 )

現在本市には，近隣公園が 7箇所計画されているが，今後 1住区に 1箇所ず

つ計画し，設置にあたっては他の公園緑地との位置関係，水系との結び、っき等

を考慮し均衡ある配置を図る。公園規模については 1人当り 2m2の整備水準を

満足させるように計画する。

近隣公園は，日 常生活における住民相互のコ ミュニケ ーションの場として利

用されるので，緑の豊富な 自然色豊かな公園として施設整備に努める。

なお，住区内に近隣公園として適当なオーフンスペースがない場合は，他の

公園と併用させ るものとする。 (表IV-3参照)

現在，本市においては地区公園が皆無の状態であり，今後の公園計画をたて

るうえで重要課題となっている。したがって本市の地形・鉄道・河川等の地域

特性により 6つの地区を設定し，その各地区に対して誘致距離・都市基幹公園

との位置関係 ・公園候補地解析評価等を勘案しながら適正な配置を計る。また，

適当なオープンスペースがない場合は，他の公園と併用するものとする。
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また，地区公園は，地域スポーツの場として重要であり，コ ート， 野球場，

プールなど現在不足しているスポ ーツ施設の設置を特に心がける。

(表N-4参照)

図 IV'- 2 地区公園配置図
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表IVー 3 住区基幹公園配置 計画

児 童 公 園 近 隣 公 圏

住区 住区面積 将来人口

需要量 現況 計画 計 需要量 現況 計画 計

ha 人
1 1 1 1 1 1 1 6 

1 192.5 1 3，800 1.38 1.68 1.68 2.76 2.60 2.60 

4 4 4 I 1 1 
2 103.6 10，90 0 1.09 1.46 1.46 2.18 1.80 1.8 0 

4 1 4 5 1 l 
3 89.4 9，800 0.98 0.08 1.03 1.11 1.96 2.70 2.70 

2 2 2 1 1 1 
4 27.4 5，000 0.50 0.50 0.50 1.00 1.65 1.65 

2 3 3 1 1 l 
5 65.2 5，700 0.57 0.60 0.60 1.14 2.4 1 2.41 

4 4 4 1 1 l 
6 203.5 10，300 1.03 1.55 1.5 5 2.06 2.00 2.00 

5 5 4 9 1 2 2 
7 1 20.0 12.1 00 1.21 0.41 0.95 1.36 2.42 4.16 4.16 

4 5 4 9 1 1 l 
8 129.8 10，600 1.06 0.30 0.80 1.10 2.12 1.60 1.60 

3 4 1 5 1 
9 62.9 5，500 0.5 5 1.90 0.30 2.20 1.10 

6 2 5 7 I 1 1 
1 0 1 26.5 13，70 0 1.37 0.18 1.20 1.38 2.74 1.95 

4 3 l 4 l 1 1 
1 1 137.8 9，100 0.91 0.98 0.35 1.33 1.82 2.62 2.62 

5 4 1 5 1 
1 2 90.6 12，200 1.22 1.25 0.22 1.47 2.44 

5 2 5 6 l 
1 3 123.2 12.300 1.23 0.42 1.28 1.70 2.46 

5 5 5 1 I 1 
14 108.7 11，1 0 0 1.11 1.42 1.42 222 2.47 2.47 

3 3 2 5 1 l 1 
1 5 96.4 6，100 0.61 0.4 9 0.5 1 1.00 1.22 1.5 3 1.53 

4 3 4 7 1 1 1 
16 1 14.5 1 0，60 0 1.06 0.35 1.16 1.5 1 212 1.03 1.03 

5 2 4 6 1 1 1 
17 118.5 11，700 117 0.35 0.80 1.15 2.34 2.00 2.00 

4 2 3 5 1 
18 875 8，500 0.85 0.4 4 0.60 1.04 1.70 

5 1 4 5 1 1 1 2 
1 9 172.5 14，400 1.4 4 0.13 1.15 1.28 2.88 1.79 1.31 3.10 

4 5 5 I 1 1 
20 118.4 10，500 1.05 1.4 1 1.4 1 2.10 3.00 3.00 

3 7 7 1 1 l 
21 73.1 7，100 0.71 1.21 1.21 1.42 1.90 1.90 

87 53 67 120 21 3 16 1 9 
合計 2，362.0 2 1 1，000 

21.10 10.38 17.08 27.46 42.20 6.88 31.64 38.52 

注 :上段公園個数，下段面積(ha ) 
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表IV-4 地区公園配置計画

地区比 対象住区No.
地区面積 将来人口 地 区 公 園
( ha ) (人〉 需要量(ha) 計画面積 (ha)

1 1 5.16.1 7 329.4 28，4 0 0 2.84 7.00 

2 1 1.1 2.1 4 337.1 32，4 0 0 3.24 3.80 

3 10.13 249.7 26，000 2.60 5.4 6 

4 1 8.19.20.2 1 451.5 40，500 4.05 8.00 

5 7. 8. 9 312.7 28，200 2.82 (総合公園併用)

6 1.2.3.4.5.6 681.6 55，500 5.55 4.00 

メEb3、 計 2，362.0 21 1，000 21.10 28.26 

(2) 都市基幹公園

都市基幹公園は，市民全体の利用に供することを目的 とし，市全域を誘致圏

として配置されるが，立地条件・規模・利便性を考慮 して浅川を境に北部・南

部の 2地域に別けてそれぞれに総合公園・運動公園を 1箇所づっ配置した。

1) 総合公園

総合公園は，市民の休息，観賞，散歩，遊戯，運動等総合的利用をされる公

園である。現在浅川以北に総合公園が 2ケ所計画決定されているが，そのうち

七ツ塚公園は位置・規模とも総合公園と して適正ではないので，新たに地区公

園と しての位置づけを行った。

また北川原公園( 9. 6 ha )は骨格的緑地である多摩川 と接しているため，多

摩川と一体となるよう施設整備を充実させる。

次に，浅川以南の総合公園としては，多摩丘陵の樹林を充分に活用し市民の

森といっ た色彩の強いシンボル的な総合公園( 1 5.8 ha )を南平地区に配置す

る。

2) 運動公園

運動公園は，市民全体の主と して運動の利用に供することを目的とする公園

である。従ってその利用目的，総合公園との位置等を考慮し公園相互の利用効

果を高めるように，西北端， 東南端に配置計画する。

以上，基幹公園(近隣公園以上)の配置計画をまとめると表N-5，図N-

3に示すとおりである。
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表 IV-5 基幹公園一覧表〈計画〉

種別 名 材、 面積 図番 位 置 施設内容 (プラン〉

総合 北 川 原公園 96 A 
大字字新井・ 大字下 回 コ}卜・温水プール・休憩所・文化施設
大 万願寺地区

公園 (仮)多摩丘陵公園 15.8 B 南 平 地 区
郷土の森・ピクニック広場，展望台・ファミ
リー果樹園・植物園

運動 (仮〉多摩川公園 8.8 C 栄 町 地 区 陸上競技場・サッカー場・体育館・野球場・

公園 (仮〉百草南公園 16.7 D 百 草 地 区 南 コート・プール等

七 、y 塚 公 園 7.00 1 新 町 地 区 野球場・コート・広場・七ツ塚古墳群

地 (仮〉仲田緑地公園 8.00 2 大字日野地区北 陸上競技場・いこいの広場

区
(仮〉西平山公 園 西 平 山 地 区 野球場・コート3.80 3 

公

園 (仮〉 豊 田公園 5.46 4 且玉主三 田 地 区 野球場・コート・市民の広場・郷土館

(仮) 新井公園 4.00 5 大字新井地 区 野球場・コート

(仮) 栄 町公 園 1.03 ① 栄 町 地 区 休憩広場

(仮〉日野台公園 1.53 ② 日 野 i口h 地 区 コート・広場

(仮〉日野公 園 1.31 ① 大字 日 野地区 コート・広場

近 (仮〉日野東公園 1.90 ④ 日 野 地 区 東 広場

(仮)万願寺公園 3.00 ⑤ 万 願 寺 地 区 コート・運動広場

日野中央公 園 2.00 ⑥ 大字日野地区(市役所前〉 いこいの広場

隣 多摩第 1 公園 2.47 ⑦ 多摩平 4 丁 目 地 区 コート・野球場

旭ケ丘中央公園 2.62 ③ 旭ケ丘 5丁 目 地 区 コート・野球場

(仮〉東平山公 園 1.95 ① 東 平 山 地 区 コート・ 広場

公 駒 形 公 園 1.79 ⑬ 上 田 地 区 プーノレ・運動広場

林 間 公 園 1.80 ⑪ 百 草 地 区 ~~ 散策林

高幡不動公園 2.70 ⑫ 高 幡 地 区 高幡不動尊・文化財

園 (仮)南平第 1公園 1.95 ⑬ 南 平 地 区 コート・広場

(仮〉 南平第 2公園 2.21 ⑬ 南 平 地 区 休憩広場・遊歩道

(仮〉平山公園 1.60 ⑬ 平 山 地 区 広場

(仮〉西程久保公園 2.00 ⑬ 程久 保地区西 野鳥の保護

(仮)程久保公園 2.41 ⑫ 程 久 保 地 区 休憩広場・遊歩道

(仮〉百草台公園 1.65 ⑬ 百 草 地 区 広場

百 草 公 園 2.60 ⑬ 百草地区(百草園〉 自然林・文化財
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(3) その他の公園

その他の公園として本市には，都立多摩丘陵自然公園，多摩動物公園，風致

公園が存在する。

都立多摩丘陵自然公園は，解析評価で述べたとおり現在公園としての機能を

果していないので，現存する残丘林の保全とともにレクリェーション施設の充

実をはかる。自然公圏内にある多摩動物公園および日野緑地内にある風致公園

については，今後とも保全整備を強化する。

(4) レクリエーション施設

レクリェーション施設解析評価およびレクリェーション資源解析評価を基に，

スポーツ系レクリェーション施設，自然系レクリェーション地の配置計画を行

つ。

1) スポ ーツ系レクリェーション施設

レクリェーション解析評価で算出した主要スポーツ施設の需要量に対して充

足するように計画し，これらの施設については主として地区公園，運動公園お

よび総合公園に配置整備するものとする。陸上競技場，サッカ一場，柔剣道場

等の利用圏の大きなものは運動公園に施設を計画し，野球場は，運動公園，地

区公園に各 1笛所ずつ整備する。また，コートは地区公園，運動公園および多

摩川沿いの総合公園に各 2箇所ずつ計画する。プールについては，運動公園に

各 1箇所ずつ計画し，不足分については学校施設フールの一般開放で対処する

ものとする。(表Nー5参照)

2) 自然系レクリェーション地

レクリェーション施設解析評価で述べたとおり本市は，緑地が市街化により

蚕食されつつあるが，比較的自然系レクリェーション緑地資源に恵まれている。

自然系レクリェーション適地の評価を基に自然系レクリェーション緑地の配置

計画を行う。

多摩川，浅川は，本市の骨格的緑地として保全整備するとともに，サイクリ

ングロード，遊歩道あるいは拠点的な施設を設けて釣り，水あそび，いこいの

広場として利用度を高めて市民に親しまれる河川緑地とする。

多摩丘陵については，多摩動物公園を中心に南平地区の総合公園および残丘

林一帯を地域制緑地として配置計画する。

本市における山岳系レクリェーション地として利用価値を高めるため，樹林

の保存，自然林の育成，野鳥の保護とともに，遊歩道，散策林，休憩所等の施

設を設置する。

段丘崖の日野緑地は市街地内の自然緑地であるため，遊歩道を設けて市民の
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散策林とする。

また，百草園を中心とする斜面林は都市緑地として担保し，自然を楽しむ休

養林的な利用形態とする。

(5) 公園緑地のネットワーク及びレクリエーション拠点

計画の基本方針で述べたとおり，骨格的緑地軸の形成および水系沿い緑道の

配置により基本的な緑地のネッ トワークを形成させる。

この他に，今まで計画した公園緑地の利用効果を高めるため，これを有機的

に結び，系統的な緑道網を完成させ，道路については緑化を推進し緑道的機能

を持たせる。

さらに，本市におけるレク リェーション拠点を創設するため，骨格的緑地で

ある多摩丘陵・浅川・日野緑地を結ぶように総合公園，地区公園及び緑道を集

中的に配置計画するとともに，骨格的緑地のみどりを強調し，公園施設の充実

を計る。これにより，本市のシンボルゾーンとなる緑地空間を創出するととも

に，市民の郷土意識・連帯意識の緬養をはかる。

(6) 都市公園等施設として計画すべき公園緑地の概算

レクリェ ーション系統として確保すべき公園緑地の量は表N-6に示すと お

りである。

表N-6 レクリエーション系統として配置すべき

公園緑地の量

総面積(ha ) 単位面積(mメヘ〉

既開設公園緑地 1 7. 5 6 0.8 3 

既計画決定未開設公園緑地 3 0 5. 9 6 1 4.5 0 

計画公 園 緑 地 2 4 2.7 9 1 1. 5 1 

計 5 6 6. 3 1 2 6. 8 4 

注 :目標年次(昭和 75年)における人口(2 1 1，000人)により

算出
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6. 防災系統配置計画

公災害の防止・災害時における避難路・避難地あるいは都市公害の緩和等に

対処し得るような防災機能に着目した緑地の系統で，本市のテーマ及び基本方

針に基づき配置計画を行う。

( 1) 大火災発生予想区域

密集市街地等の大火災発生予想区域に対しては，区域内及び周辺の緑地・オ

ープンスペースを公園・緑地として担保し，さらに道路については沿線道路緑

化に努める。

(2) 大気汚染発生予想、区域

大気汚染発生予想区域に対しては，工場内緑化・樹木保全及び周囲の植樹を

推進する。

(3) 騒音振動発生予想区域

中央高速道路，国道 20号線及び計画されている主要道路の騒音振動対策と

しては，沿道の植樹及び道路緑化を促進す るとともに業務地等の土地利用で対

応するものとする。

(4) 避難地 ・避難路

防災解析評価に基づき，避難地の確保をするとともに避難困難地域の解消を

はかる。一次避難地については，近隣公園，地区公園及び浅川を，二次避難地

については多摩川を充当させる。一次避難地としての公園配置計画は，防災機

能評価緑地とレクリェーショ ン系統公園候補緑地両者の相互調整により行う。

避難路としては骨格的緑地軸が位置づけられ，さらに幅員 15m以上の幹線道

路を避難路として機能させる。多摩川・浅)11は避難地・避難路として整備する。

(5) 大火災防災帯

地震時の大火災に対して延焼防止効果を有する日野緑地，浅川を延焼防止帯

緑地として保全整備する。

以上の配置計画をまとめて表N-7に示した。
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表N- 7. 防災系統配置計画

担保計画

解析 評 価 対 策
公園 地域制

配置計画

緑地等 緑 地
その他

オープンスペースの確保 オープンスペースを児童公

大火災発生予想区域 家屋の不燃化促進 。 。園，近隣公園と して担保

避難緑地 ・避難道路の設定 道路緑化促進

工場内の緑化 行政指導 による工場内線
大気汚染発生予想区域 。

周辺樹木の保全，植樹 化・ 樹木保存。

道路緑化
道路緑化推進。

騒音振動発生予想区域
沿道土地利用

。業務地等の沿道利用によ

り対処。

レク リェーション系統配置

避難地 (公園 〉の設置 計画と の相互調整による

避難困難 地 域 避難道路の設定 公園 (近隣公園以上)の。
避難地 ・避難路 河川敷の整備 配置。

日野緑地の保全 避難地 ・避難路として河

川敷の整備

(6) 都市公園等施設として計画すべき公園緑地等の概算

防災系統と して確保すべき公園緑地の量は表 N-8に示すとおり である。

表N-8. 防災系統として配置すべき公園緑地の量

総 面 積 単 位 面 積

(ha) (mY-入〕

既開設公園緑 地 1 7.56 0.83 

既計画決定未開設公園緑地 305.96 14.50 

計 画 公 園 緑地 198.61 9.4 1 

計 522.1 3 24.74 

注 :目標年次(昭和 75年〉における 人口 (2 1 1，000人)により算出。
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7. 緑地配置計画の策定

(1) 中心市街地

緑地配置計画の策定にあたっては基本方針ならびに環境保全， レクリェ ーシ

ョン，防災の各系統別緑地配置計画にもとづき， これら相互の調整をはかり総

合的な緑地の計画を行う。

また，本市の市街化状況，自然条件等により次の 3地域に区分し，地域ごと

に緑地配置計画を行うものとする。

o中心市街地………市の西部に位置する日野台地で，商業，工業施設が集中

している既成市街地と 区画整理事業が実施中の新市街地。

o未整備地域………浅川の両岸，多摩川の右岸に沿った沖積低地で，都市基

盤施設が未整備な地域。

。丘陵住宅地域……市の南側，多摩丘陵の一帯で，住宅公団をはじめとする

大規模な宅地開発が実施された住宅地域。

ヤ¥ 多摩
・~、、 停)11 、、、

j ① j 
/' / 

"" ¥ 
¥ 

///:¥ゾ
図N-4. 地域区分図

① 中心市街地

② 未整備地域

① 丘陵住宅地域

一一一地域区分界

中心市街地は市の西部日野台地に位置し，住宅，商業，工業が集中した最も

都市化の進んだ地域であり，現在緑地の少ない地域といえる。したがって，段

丘崖の日野緑地をはじめ現存する緑地・オープンスペースを保全整備するとと

もに，道路線化，工場内緑化等を推進し市街地内修景，生活環境改善に資する

積極的な緑地の創出が当地域の主要課題である。

日野緑地を中心とする段丘崖の樹林地は，都市の修景，環境保全効果が高く，

レクリェ ーション機能，防災機能上も重要な緑地であるので都市緑地として保

全するとともに散策路等を設け利用効果を高める。当地域北部(新町 ・日野台

・多摩平)の地区公園としては，現在総合公園の計画決定がされている七ッ塚

公園を位置づけ，南部(多摩平，旭が丘)地区については，地区公園として当
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(2) 未整備地域

該地区に公園適正地がないため隣接する国鉄中央本線沿いの西平山地区に配置

し，当該地区の利用に供するものとする。近隣公園については，現在 2箇所開

設(旭ケ丘中央公園・多摩平第 1公園)されているが，原則としては各住区に

1箇所ずつ設置するものとし，不足の住区については配置計画する。なお，住

区内に近隣公園として適正なスペースのない場合，隣接する住区の近隣公園に

て充当するものとし，公園相互の配置に考慮をはらう。密集市街地の緑地・空

地は環境保全，防災機能をもたせて児童公園あるいは都市緑地として極力担保

をはかり保全整備する。

公園緑地の有機的な結び、っきと，環境保全及び防災機能面での効果を有する

緑地のネッ トワークを形成させるため，幹線道路の緑化を推進し緑道的機能を

持たせ，緑の街並みづくりに努める。工場については現存する緑地の保全に努

めるとともに，工場内緑化，周辺地の植樹等について行政指導を行う。

当該地域は多摩川とその支流浅川に沿った沖積低地で主として農業的土地利

用がなされてきた田園地帯といえる。この田園地帯には郷土性の強い集落が散

在し，多摩川・浅川を母体に農業用水等の水系数が多くみられ， これらを中心

に文化財・社寺林・自然林等の貴重な緑地が点在している。今後，当地域の都

市化現象・市街化に備えて緑地の確保・水系の保全・歴史的風土的環境の保存

等が配置計画の主要課題にあげられる。

多摩川は，現在都市緑地として計画決定されており河辺植生・水質の保全と

ともにレクリェーション利用，防災上の避難地としての機能を充分果たすよう

に拠点的に施設整備を行う。浅川は市の中央部を西東に流れる重要な位置にあ

るので都市緑地として保全整備し，市民に親しまれるレクリェーション地ある

いは緊急時の避難地・避難路として施設整備を強化する。その他の水系につい

ては，緑地軸として緑道と一体になるよう保全整備する。さらにこれら水系沿

いに一体となって存在する安養寺・延命寺・八坂神社等社寺林や東豊田地区，

南平地区の自然林・屋敷林などの歴史・風土系の緑地を地域制緑地として周囲

の郷土的環境とともに保全し水系沿いのみどりの連続をはかる。

総合公園は，現在新井地区の多摩川沿いに計画決定されているので，今後施

設の整備を計る。運動公園は，市の北西端，栄町の多摩川沿いに計画する。地

区公園は，水系沿いに配置し，日野地区農林省蚕糸試験場，豊田地区浅川沿い

および新井地区程久保川沿いの 3箇所に計画し， レクリェーション利用効果を

高めるとともに避難地として防災上の機能性を重要視し利用効率の向上をはか

る。近隣公園は，各住区 1箇所ず、つ水系沿いに配置する。このように水系をふ
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るに活用することにより，緑地・公園の有機的結び、っきと，環境保全および防

災機能面での効果を有する緑地のネットワークの形成をはかる。さらに，日野

緑地・浅川・多摩丘陵を結ぶ緑道を配置し，これら骨格的緑地の連続性を強化

する。

この他，防災系の緑地として幹線道路の緑化推進に努める。

(め 丘陵住宅地域

丘陵住宅地域は，多摩丘陵を侵食するかたちで宅地化が進み現在の住宅市街

地が形成された地域である。今後は，多摩動物公園を中心に多摩丘陵の自然系

レクリェーション拠点としての施設の充実をはかり，残された残丘林の保全整

備を主眼に緑地の配置計画を行う。

高幡不動，百草園，宗印寺等歴史的遺産と一体となった斜面緑地は都市緑地

として担保し，さ らに緑地保全地区の指定を行い，住宅街の残丘林については

地域制緑地として担保する。

総合公園は，多摩動物園付近の南平地区に配置する。

この他，運動公園を百草地区南側に配置し，近隣公園については，現在計画

決定されている高幡不動，百草園をはじめ残丘林あるいはオープンスペースに

公園として計画し各住区に 1箇所配置するものとする。また，家屋が密集し防

災上問題となっている区域については児童公園等を計画することによりオープ

ンスペースの確保を計るものとする。公園・緑地を結ぶ緑地軸として，程久保

川沿いに緑道を計画しそれと接続する幹線道路の緑化を推進することにより緑

地のネ ッ トワー ク形成を計る。 (表N-9，表N-1 0，図 N-5参照)



表N-9. 緑地の配置計画のまとめ(1) 

現 況(昭和 53年 ) 目 標 年 次 ( 昭 和 75年)

市街化区域 都市計画区域 市街化区域 都市計画区域

整備量 整備量 整備量 整備量* ヨド ** ** 
m

2
/ 人 m

2
/ 人 m

2
/ 人 m

2
/ 人

ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積

児童
ha 

住
公園

48 9.97 0.76 53 10.38 0.75 120 27.4 6 1.30 120 2 7.4 6 

区
近 隣

基 公園
2 5.09 0.39 3 6.88 0.50 1 7 34.73 1.65 1 9 38.52 1.83 

施
幹 地区 5 28.26 1.34 5 28.26 1.34 
公 公園

国 小 計 50 15.06 1.15 56 17.26 1.25 142 90.4 5 4.29 144 94.24 4.47 

設 都 総合 1 9.60 0.45 2 25.4 0 1.20 
市 公園

基 運 動 2 25.50 1.21 2 25.50 1.21 
幹 公園
公

緑 圏 小 計 3 35.10 1.6 6 4 50.90 2.4 1 

特殊公園園) 4 2.67 0.20 4 2.67 0.19 4 2.67 0.1 3 4 *** 0.13 
(風致公 2.67 

地 3.37 99.91 **** 広域公園 46.70 1 
3.80 

公園 小 計 54 1 7.7 3 1.35 6 1 66.63 4.81 149 1 28.2 2 6.08 153 24 7.72 10.81 

9 **** * 2.77 ***** 19.31 都市緑 地 58.36 
11 

407.36 

緑 道 20 8.91 0.4 2 20 8.91 0.4 2 

公園緑地計 54 1 7.7 3 1.35 61 66.63 4.81 178 195.49 9.27 184 663.99 30.54 

地 緑地保全 15 
89.7 1 4.25 

1 5 
89.7 1 4.25 

域
地 区 (42.29) (2.00 ) (42.29) (2.00 ) 

制 風致地区 一
緑

地 その他の 2 1.98 0.15 3 
1 29.98 

9.38 30 24.61 1.17 31 
1 52.61 7.23 

法規条例等 (46.70) (104.00 ) (4.93 ) 

計 2 1.98 0.15 3 129.9 8 9.38 45 114.32 5.4 2 46 242.32 11.48 

****** ****** メE当I、 計 56 19.7 1 1.5 0 64 149.91 14.19 223 
267.52 

16.94 230 
760.02 

36.09 

キ現況人口 付目標年次人口 材*このうち1.98haは日野緑地に含まれる。

材料都の全域の広域公園量を都全人口で割った数。

*村**風致公園のうち日野緑地に含まれるものは差し引きして合計した。

******地域制緑地と都市緑地の重複分を差し号|く。 注 :()都市緑地

n
，“
 



表N-lO. 配置すべき公園緑地の量(2)

争肝必c.'、 面 積 単位面積 (mシ;人)

既開設公園緑地 1 7. 5 6 0.8 3 

既計画決定未開設公園緑地 3 0 5. 9 6 1 4. 5 0 

計画 公 園 緑 地 2 4 5. 5 4 1 1. 6 4 

計 5 6 9.0 6 2 6. 9 7 
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v. 実現のための施策の方針
前章において，昭和 75年次における本市にとって確保すべき緑地について

述べてきたが，ここではそれらの緑地を確保するための整備計画について述べ

る。

1. 緑地の種類と担保の形態

緑地の担保の形態は，大きく次の 2通りに別けることができ る。

o 都市計画の手法による公園，緑地，墓園といった「施設緑地」によ るも

の。

。 土地の権原を取得せずに法規制によ って制度上，緑地の永続性を担保し

ようとする「地域制緑地」によるものO

本計画においては，緑地の配置計画でも指摘したように， 目標年次(昭和75

年)における緑地の担保にあたり，最重要地区を施設緑地として整備し，他を

地域制緑地 として確保する こと と，地域制緑地の中でも，特に重要なものや，

今回の目標年次以降に施設緑地化する候補地などは，買取り補償制度のある緑

地保全地区を適用することの二点を基本方針として法定計画を定めることとし

た。 (表 V-1，表V-2参照)

表V-1.緑地の種類と担保形態

所有代理形態 担 保 形 態

緑 地
施設緑地 地 域 伽j 緑 地

公共 公益 民間
公園 広場

基図
緑地

風致地区
生産緑地 緑化協定 そ の 他 の

緑地 運動湯 保全地区 地区 地区 法規条例等

公 公園緑地 。 。
共

広島j，運動幼 。 。
緑

地 3ι 関 。 。
7.k 函 。。 。 。 。 。

自

然 水 辺 。。。。 。 。 。
緑

山林原'ff 。。。。 。 。 。
地

そ t::l地，牧草地 。 。 。
の 1111 社寺境内イ也，悲地 。。。 。 。 。 。 。
他

公 公主主施設付属緑地 。。 。
長ー

の (~~ 遊|崎地私設公I{ij. コ)レフ場 。 。 t込 。
緑 共同{七宅緑地 。。。。 。 。

共

地
IIIー「

学校企業厚生施設 。。。 A f込 。
林業試験ta，民主n:試験場 。 。

r!J-
例人庭|通 。 。 。 。

用
工場緑地 。 。 。
道路 ・街路 。 。

月

i



規

適 用 範 囲 主 体 保 全 及 び 整 備 の 目 的 規制行為

規制 通損
取土の 地買り

財政

都市計画区桜
公 樹 水 海 陸 風 文 鳥 公 そ 建新 土の 木採 水又 鉱類 家 そ

闘 辺 方式 築改 地 竹 面は 奮 補償 措置
都市計画

地
E口女 物 物の

等指定の主体 規制!の主体 緑 林 地 化 の ト一一戸一一 工t留の変 のI佼の の
市街化 市 街 化 区場外

地
災

命届出IJ 

許 作物舶揖 形 伐 埋干土採 の

区 法 調撃区場 水面 可制l
放 有 無 有 無 有 無

等 地 岸 等 致 財 獣 堂口 イ也 の等 質更 採等 立拓 石取 牧 他

都市計画法

公園緑地その他公共空地 都市道町府村県知事 。 。。 。 。
風致公園 都道府県知事 都道府県知事 。 。。。。。。 。 。 。 。

都

開発許可制度 都道府県知事 。 Q 
市

都市緑地保全法
計

緑地保全地区 都道府県知事 都道府県知事 。。 。。 。 。。。。。。 。。 。 。
画

緑化協定区域 市町村長認可 。 。
関

生産緑地法
連

第 1種生産緑地地区 市町村 市町村長 。 。。。 。。 。 。
法

第 2種生産緑地地区 ヤーーー 市町村 市町村長 。 。。。 。。 。 。
都市公園法 市都道町村府県 ，国 。 。 占用 。 。
都市の木美観風存致を維関持すするるた 市町村長 市町村長 。 (助言 ) 。 。 。 。
めの樹の保に 法律

自然公爵法

都 国立公園 ・固定公園 環境庁長官 環境庁長官 。 。 。。。。。。。。。。 。 。
市 森 林 法

計 保安林指定区成 農林大臣 。。。 。。 。。 。。 。 。。 。。
画 文化財保護法 。。。。 。。 。 。 。。

鳥獣保護及び狩猟に関する法
環都境道庁府長県知官事 都環道境府庁長県官知事以

律
。 。 。 。 。 。。 。。

外 法農律業振興地域の整備に関する

指定外の

の 農業振興地域 都道府県知事 。 。 。
途用利用

関 砂 防 法 以

連 砂防指定区域 建設大臣 。 。 。 。 。。
法 急防止傾斜地関の崩壊法による災筈の

にする律

急傾斜地崩壊危険区域 都道府県知事 都道府県知事 。 。 。。。。 。 。 。。
緑のマスタ ープ ラン作成の手引より

法るす関保iE! の地緑表V-2.

ー
ロ
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2. 施設緑地の整備目標・配置計画

( 1) 公園

(2) 緑地

施設緑地は 公共団体が土地の権原を取得し設置するもので，主として利用

に主眼を置く公園や緑地，市街地内の自然環境の保全をはかる都市緑地，さら

に各種の緑地をネ ッ トワークする緑道などに分類される。

本項では，これらの目標年次(昭和 75年)における整備目標量を目標年次

における予想市街地と都市計画区域に別けて検討し，さらにそれらの整備に要

する投資額について述べる。(表v-3，表 V - 4 ) 

なお， 4 ha以上の主な公園緑地の位置及び規模については表 V- 5，表 V-

6に示すとおりである。

緑地の配置計画で述べた整備水準による配置計画の結果，目標年次における

基幹公園の整備量は 14 5. 1 4 ha ( 6.8 8 m
2
/ 人)， その他の公園(特殊・広域)

は 10 2. 5 8 h a ( 4.8 6 m
Z 
/ 人〉で，公園の総計は 24 7.7 2 ha ( 1 0.8 1 m

Z
/ 人)で

ある。これに要する投資額は 1，01 9.8 6億円(広域公園及び現況開設公園につ

いては整備費を見込まなし ¥0 )となる。整備にあたっては現在不足している地

区公園，総合公園，運動公園等の規模の大きい基幹公園の整備を優先し，昭和

6 5年までの整備量を表 V-3のように 86.7 2 haとした。

緑地は計画の基本方針で述べた多摩川緑地，浅川緑地，日野緑地及び~71<系利

用の緑道とさらに百草園，高幡不動等の都市緑地で，その合計面積は 41 6.2 7 

h a ( 1 9. 73m
2 
/ 人)，投資額は 45 6.0 1億円である。整備の優先順位は，市街

地の中に存在する日野緑地及び百草園， 高幡不動の都市緑地と多摩川緑地を昭

和 65年までに整備するものとする。
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キ票目整備の公園緑地表Vー 3.

面積の単位 :ha 

現 況(昭和 53年) 中 間年次(昭和 65年〉 目 標年次(昭和 75年 〉

市街 化 区域 都市計画区域 市 街 化 区域 都市 計 画 区域 市街化 区 域 都 市計画 区 域
区 分 {繭 考

整備量 ** 整 備量 ** 整備量 本* 整 備 量 ** 整 備 量 ** 整 備 量 ** 
ぽ/人 m

2
/ 人 m

2
/ 人 m

2
/ 人 m

2
/ 人 m

2
/ 人

ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積

住区基幹公園

児童公園 48 9.97 0.47 53 10.38 0.49 83 18.14 0.86 83 1 8.14 0.86 120 27.46 1.30 120 27.4 6 1.30 

近隣公園 2 5.09 0.24 3 6.88 0.33 11 24.71 1.1 7 1 1 24.7 1 1.17 1 7 34.73 1.65 19 38.52 1.83 

地区公園 2 15.00 0.71 2 1 5.00 0.7 1 5 28.26 1.34 5 28.26 1.34 

都市基幹公園

総合公園 1 1.60 0.08 2 17.40 0.82 1 9.60 0.45 2 25.40 1.20 

運動公園 1 8.80 0.42 1 8.80 0.42 2 25.50 1.21 2 25.50 1.21 

(基幹公園計〉 50 15.06 0.71 56 1 7.26 0.82 98 68.25 3.24 99 84.05 3.98 145 125.55 5.95 148 145.14 6.88 

特殊公園

風 致公園 4 2.67 0.13 4 2.67 0.1 3 4 2.67 0.1 3 4 2.67 0.1 3 4 2.67 0.13 4 2.67 0.13 

特殊公園

広域公園 1 46.70 2.21 3.1 0 1 99.91 3.80 

(公園計) 54 1 7.7 3 0.84 61 66.63 3.16 102 70.92 3.37 104 86.72 7.21 149 128.22 6.08 153 247.72 10.81 

緑 地 3 49.39 2.34 4 352.34 16.70 29 67.26 3.19 31 416.27 19.73 

(公園緑地計〉 1 7.7 3 0.84 6 1 66.63 3.1 6 105 118.33 * 5.61 108 439.06 23.81 178 195.49* 9.27 66399 * 54 184 30.54 

広 場

運動場

墓 園

(小 計)

ムEコ、 計 54 1 7.73 0.84 61 66.63 3.16 105 118.33 5.6 1 108 439.06 23.81 178 195.49 9.27 184 663.99 30.54 

ー】
N
C
|

日野緑地における風致公園 2ケ所(1.98 ha )の重複を考慮。

目標年次(昭和 75年 )における人口(2 1 1，000人)により算出。

注:広域公園 (5 2.3 1 ha )を除く公園緑地総量は 566.39 ha ( 2 6.8 4 m2
/ 人)である。

ネ

** 



表V-4. 公園緑地等の整備に要する投資額

第 1期(昭和 54........... 6 5年〉 第 2期(昭和 65........... 7 5年) メEL3 計
備 考

ケ所数 整備量 整備費 ケ所数 整備量 整備費 ケ所数 整備量 整備費

住区基幹公園 ha 百万円 ha 百万円 ha 百万円

児 童 公園 30 7.76 6，763 37 9.32 8，1 33 67 1 7.08 14，896 

近隣公園 8 1 7.83 14，532 8 1 3.8 1 10，602 1 6 31.64 25，1 3 4 

地 区 公 園 2 1 5.00 1 2，4 5 0 3 1 3.26 1 1，4 0 0 5 28.26 23，850 

都市基幹公園

総合公園 1.2 1 7.4 0 8，296 0.8 8.00 6，720 2 25.40 1 5，016 

運動公園 1 8.80 7，392 1 16.70 1 5，698 2 25.50 23，090 

(基幹公園計〉 42三 66.79 49.4 33 49.8 G 1.0 9 52，553 92 1 27.88 101，986 

特殊公園

t、コ
風 致 公 園

特 殊 公 園

広域公園 一

( 公園計) 42.2 66.79 49，433 49.8 61.09 52，553 92 1 27.88 101，986 

緑 地 4 352.34 26.4 54 * 27 63.93 1 9，1 4 7 31 416.27 45，601 

(公園緑地計〉 46.2 419.1 3 75，887 76.8 125.02 71，700 123 544.1 5 1 47，587 

広 場

運動場

墓 園

(小 計〉

メE主3、 計 46.2 41 9.13 75，887 76.8 125.02 71，700 123 544.1 5 147，587 

一一一
* このうち多摩川緑地(2 48.1 0 ha ) = 1 7，863百万円 浅川緑地 (100.90 ha ) = 7，26 5百万円を含む。



表V- 5. 4 ha以上の公園の位置および規模

図面No. 種 55IJ 規 模 位 置 備 考

① 
ha 

地区公園 7.00 新町地区

② " 8.00 日野地区北部

① 11 3.80 西平山地区

④ 11 5.46 豊田地区

⑦ 11 4.00 新井地区

① 総合公園 9.60 新井，下回

⑦ " 15.80 南平地区

③ 運動公園 8.80 栄町地区

① " 16.70 百草地区南部

⑬ 広域公園 99.91 多摩丘陵北部 多摩自然動物公園

表 V- 6. 4 ha以上の緑地若しくは総延長 1km以上の

線的緑地の位置および規模

図面No. 種 思IJ 規 模 位 置 備 考

共用緑 地
ha 

多摩川河川敷248.1 0 

E 共用緑地 1 00.90 浅川河川敷

国 都市緑 地 21.39 日野台地段丘崖 日野緑地

W 都市緑 地 21.90 百草園周辺山林

V 都市緑 地 6.10 高幡不動裏山

同 都市緑 地 5.50 平山6丁目斜面林

1 緑 道 1.79 程久保川沿

2 緑 道 0.35 高幡用水沿

3 緑 道 0.4 8 向島用水沿

4 緑 道 0.90 平山用水沿

5 緑 道 0.60 榎本用水沿

6 緑 道 0.68 豊田用水沿

7 緑 道 0.65 上回用水沿

8 緑 道 2.09 日野用水沿

の
4nJ臼



3. 地域制緑地の指定目標・指定計画

本計画での地域制緑地は緑地保全地区(近郊緑地保全区域)およびその他条

例等によるものであ る。

なお，地域制緑地の指定は将来における緑地確保の意味からも早い方が望ま

しく，規模が大きく開発の可能性が大きい緑地に対して昭和 65年までに指定

を行う。(表 V-7参照)

(1) 緑地保全地区

緑地保全地区は，土地の形質変更や木竹の伐採が規制される区域で，土地の

買取り補償制度を有する。

本市におけ る緑地保全地区は合計 89.7 1 haで， 多摩丘陵をはじめ規模が大

きく重要な緑地について指定を行った。

(2) その他条例等によるもの

主として市街地内に点在する社寺林・自然林・樹林などを指定し，合計

24.61haである。

表Vー 7. 緑地保全地区等の指定目標量

現 況 1 0 年 後 目標年次

(昭和 53年〉 (昭和 65年) (昭和 75年〉
備 考

ケ所数 面 積 ケ所数 面 積 ケ所数 面 積

ケ所 ha ケ所 ha ケ所 ha 
緑地保全地区 1 3 77.61 1 5 89.7 1 

風 致 地 区

生産緑地地区

(小 計) 1 3 77.61 1 5 89.71 

条例等によるもの
2 1.98 1 0 1 3.0 5 30 24.61 

(市条例〉

(小 計〉 2 1.98 10 13.05 30 24.61 

条例等による地域制
緑地(近郊緑地保全 1 128.00 1 1 28.00 l 128.00 
区域

(小 計) 1 1 28.00 1 128.00 1 128.00 

(合 計〉 3 129.98 24 218.66 46 242.32 
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現況調査書
表 1 気象概況

昭和 気温 ( "c ) 降雨量 (mm) 最多 最 大 天気 日 数 (日)※

日最大 降雪量
風速時

年 平均 最高 最低 総量 風向 風向 快晴 晴 昼 雨 宅三吾ヨ
降水量

44 1 3.8 34.3 - 9.2 1，665 66 187 N 
2 1.8 

54 1 88 104 19 w 

45 13.6 36.0 -10.5 1，579 126 38 11 
1 5.5 

6 1 185 107 1 2 ssw 

46 13.9 36.6 - 9.2 1，445 177 27 11 
1 7.2 

68 1 76 1 12 9 
S 

47 1 4.7 36.6 - 6.6 1，801 220 1 6 11 
22.7 

55 179 1 23 9 S 

48 1 4.6 37.5 - 7.8 1，210 56 11 
18.9 

74 149 1 40 2 w 

49 1 4.0 36.1 - 8.9 2，089 15 3 236 11 
19.2 

64 194 89 18 ssw 

50 1 4.5 35.6 - 7.7 1，657 135 278 11 
18.4 

63 183 1 1 0 9 ssw 

51 1 3.9 38.4 - 9.0 1，4 5 4 7 3 2 11 
1 6.2 

53 1 84 1 25 4 ssw 

52 1 3.9 35.1 - 8.5 1，658 132 11 
6 

56 181 120 8 開刊f

22 
7 

7 1 53 1 4.3 38.5 - 7.3 1，052 46 11 1 33 148 1 3 w 

平均 1 4.1 36.5 - 8.5 1，561 1 1 8.4 ゎ1.9 175.2 1 1 7.8 10.3 

※印は東京のデーターを使用，他は八王子市のデーター使用
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表 2 気 象 概 要 一昭和 53年一

気 温 ("c) 降雨 量 (伽〉 最 多 最 大 天 気日 数 (日)※

月

総 量 日最大 降雪量
風速時

平 均 最 高 最 低 風向 風向 快晴 晴 曇 雨 雪降水量

1 2.9 8.8 -2.3 19 10 22 NE 
5 

12 7 7 5 NE 

2 1.6 7.5 -4.1 30 19 。羽府羽「
6 

1 0 7 6 5 NNW 

3 6.4 1 8.9 -5.3 1 1 1 38 。NW 
6 

7 7 1 6 1 I NW 

4 1 1.9 26.9 。。179 4 6 。 S 
7 

5 1 3 12 。
w 

5 1 7.5 26.9 8.1 76 19 。SSE 
5 

1 20 1 0 。
SSE 

6 22.6 32.6 1 0.3 1 09 32 。SSE 
5 

2 1 6 1 2 。
SE 

7 26.4 34.7 20.5 96 45 。SSE 
6 

3 8 20 。
SSE 

8 27.4 38.5 1 8.2 22 1 5 。SSE 
5 

7 6 18 。
sw 

9 24.1 34.6 1 4.6 175 46 。NW 
4 

2 22 6 。
SSE 

1 0 1 5.2 25.8 5.2 153 36 。NW 
4 

5 1 5 1 1 。
NNW 

1 1 1 0.3 20.3 。。 52 32 。WNW 4 
6 9 1 5 。

ssw 

12 5.1 1 9.7 一7.3 30 22 。wi'吊f
5 

1 1 3 1 7 2 
NW 

平 均 1 4.3 24.6 4.8 87.7 30.0 。 5.2 5.9 1 1.1 12.5 1.1 

※印は東京のデー ターを使用，他は八王子市のデーター使用
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表 3 槌生現況量

(単位 ha) 

市 街 化 区 域 市街化 都市計画

区 分 人口集中地区 (1 )を除く区域 小計 調整区域 区 域 備考
(1) (2) (1) + (2) =(3) (4) (3)+(4)=(5) 

自 然 林 1 7.22 6.24 23.46 0.88 24.34 

スギ・ヒノキ等の植林地 15.93 0.70 1 6.63 1.80 1 8.4 3 

クヌギ・コナラ等の二次林 1 0 7.1 5 39.20 1 46.35 95.20 241.55 

竹 林 5.16 0.53 5.69 。 5.69 

ススキ・ササ等の草地 76.03 9.50 85.53 9.90 95.4 3 

水 田 1 29.90 2 1.50 1 51.40 0.30 1 5 1.7 0 

畑 2 1 5.20 30.00 245.20 0.40 245.6 0 

果 樹 園 24.71 16.59 4 1.30 0.70 42.00 

裸 地 。 10 4.64 1 04.64 。 1 0 4.6 4 

公園内等の植栽地 82.23 4.42 86.65 24.50 1 1 1.1 5 

メ1:]弘、 計 673.53 233.32 9 06.85 1 3 3.68 1，040.53 

qδ 



表 4 特 性調書

図面対
区 分 規模(ha) 主な 内容等照番号

1 特に良好な植物群落 1.9 スダジイ群落

2 " シラ カシ群集モ ミ亜群集

3 11 7.3 シラ カ シ群集ケ ヤキ亜群集

4 11 1 4.9 ケヤキ・シラカシ屋敷林

5 " 1.6 イヌショウマ ・ケヤキ群落

6 " 0.5 オニスゲ・ハンノキ群落

特に良好な水辺地
池沼のような地形に変化に富んだ植生

A 
が拡がる。

B 
浅層に三紀層・河床は保水性の高い立地

11 

機質河原や池沼と異る植生域

C 
伏流水の湧出地。

11 

周囲の植生が良 く貴重な地払

カワラヨモギ.カワラサイコの群集の
D 11 

最大の生育地。

浅川の合流地点。
E 11 中流特有の自然植生が各種モザイク状

に分布。

F 11 オギの群集地

伝統的・文化的意義
金 剛寺(高幡不動)I 

を有する歴史的風土

資料: I日野市の植生J1976による。

内
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w 
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区 域

行 政区域

都市計画区域

人口集中地区

市街化区域

(予想〉

市街化調整区域

(予想〉

表 5 人口の 総 数 及 び 増 加 数

ム
昭和 35年 昭和 40年 35'""'-'40年の増減 昭和 45年

人口 人口 人 口
人口 率

(人〉 (人〉
(人〉 (% ) (人〉

43，394 67.979 24，585 57 9 8，557 

43，394 67，979 24，585 57 98，557 

18，332 36.544 18，212 99 6 5，688 

ム ム
40------45年の増減 昭和 50年 45------50年の増減

各区域の面積
人口

人口 率 人口 率
(ha ) 

(人〉 (%) 
(人〉

(人) (%) 

30，578 45 1 26.847 28，290 21 2，7 1 1 

30，578 45 1 26，847 28，290 21 2，711 

29，1 44 80 1 1 9，05 3 53，365 81 1，99 0 

2，222 

489 

資料 国勢調査



表 6

地区面積 人 口 (人〉 人 口密度 (人/ ha ) 

地 区 名
(ha) 4 0年 4 5年 5 0年 5 3年 4 0年 4 5年 5 0年 5 3年

(大字〉日 野※1 322.9 1 7，223 1 9，538 53.3 60.5 
22.760 21，247 

栄 町 64.0 
大~日野 (大字日野 ) 

4.31 7 3，901 46.2 67.5 61.0 
4 1.5 

新 町 729 (一部旭ケ丘〉 一部旭ケ丘 2，086 3，1 77 28.6 43.6 

日 野台 89.1 5，363 5，772 5，4 8 0 60.2 64.8 61.5 

多 摩平 132.8 15.696 14，776 18，108 1 6.315 1 1 8.2 1 1 1.3 1 36.4 122.9 

さくら町 12.5 。 。 。 。 。 。 。 。
富 士 町 10.5 。 。 。 。 。 。 。 。
旭が丘※2 128.6 1，013 2，242 5，957 7，639 7.9 1 7.4 46.3 59.4 

西平山 103.5 3，903 10，2 28 3，570 4，649 34.5 44.9 

東平山 56.5 平山
」FF山部，宅旭ケ地丘主ノ

4，989 5，990 1 3.6 35.6 88.3 106.0 

平 山 127.6 
(一部旭ケ丘) 5，048 8，242 39.6 64.6 

東 豊田 69.8 3，876 4，910 55.5 70.3 
5，71 0 5，395 38.8 36.6 

5量邑圭. 回 77.5 3，949 4，213 5 1.0 54.4 

南平 1※3 193.3 1 2，50 5 64.7 
2，142 6.120 9，1 16 8.9 25.6 38.1 

南 平 2 46.2 661 14.3 

程 久保 21 7.3 1，309 4，11 7 9，1 18 9，307 6.0 18.9 42.0 42.8 

局 幡 45.9 1，5 19 1，944 1，869 2，089 33.1 42.4 40.7 45.5 

沢 12 1.5 1，305 1，967 7，530 8，439 1 0.7 1 6.2 62.0 69.5 

百 草 136.0 339 2，966 6.747 7，4 93 2.5 2 1.8 496 55.1 

(大字〉新 井 36.8 657 876 2，998 3，012 1 7.9 23.8 8 1.5 8 1.8 

落 川※ 74.3 1，679 3，567 3，976 4，3 31 22.6 48.0 53.5 58.3 

(大字)石 田※ 30β 1 59 490 600 600 5.2 16.0 1 9.6 1 9.6 

(大字〉万願寺※ 94.5 1，336 1，624 1，931 2，7 65 14.1 1 7.2 20.4 29.3 

(大字〉上 田※ 5 1.8 833 1，437 1，9 36 1，714 1 6.1 27.7 37.4 33.1 

(大字〕川辺堀之内※ 64.0 1，349 1，729 1，859 1，655 2 1.1 27.0 29.0 25.9 

2，380.4 61，606 86.632 1 22.57 5 1 38，625 25.9 36.4 5 1.5 58.2 

地区別人 口 数 及 び 人 口 密 度 表

I
H
ω
h
p
l
 



表 7 世 帯 数

昭和 総世帯数 ω 普通世帯 ω 準世帯 ω 普通世帯

人口率

年度 世帯数 世帯人員 世帯数 世帯人員 世帯数 世帯人員 (%) 

40 17，742 67，979 1 7，07 1 63，003 671 4，976 90 

45 27，51 0 98，557 26.824 91，4 6 1 686 7，096 90 

50 37，675 126.847 36.856 120.370 700 6.315 90 

資料一一 国勢調査

表 8 産業分類男IJ就業者数及び就業率

第 1 次 第 2 次 第 3 次
区域 年次 就業者 就業率

(人〉 ( %) 就(業人者) 構(成労比〉 就(業人者) 構(成%)比 就(人業者〉 構(~成~)比

4 0 31.159 67 1，773 6 1 3，9 74 45 15.41 2 49 

行政区域 4 5 45，762 68 1，4 86 3 19，849 44 24，4 27 53 

50 5 3.85 5 6 1 928 2 21，293 40 31，3 63 58 

表 9 年令男Ij ，性別人口

( 単 位 人 )

区域 年次 性別 1 5才未満 1 5才~5 4 才 55才以上 計

男 7，868 21，333 2，609 31，8 1 0 
40 

女 7，658 19，33 3 2，905 29.896 

男 11，762 31，227 3.884 46.873 
行政区域 45 

女 11，1 21 28，1 1 5 4.523 43，759 

男 1 7，51 4 39，985 5，232 62，7 31 
50 

女 16，506 36.984 6.354 59，844 

F
「
u

q
t
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表 1O. 土地利用現況面積調書

面積
区 分

(ha) 摘 要

水 田 15 1.7 

畑 245.6 

山 林 230.7 

果 樹 園 4 2.0 

原 野 0.0 

雑種第 1 7 0.7 
鉄塔敷地，土取場跡，ゴルフ場，駐車場，運動場，
テニスコ ート， 鉄軌道用地等

雑種第 2 193.5 荒地，その他

建 物 1，1 03.2 

道 路 他 347.2 

河 )11 326.4 

計 2，71 1.0 

基本計画資料集 1978 

表 11 人口集中 地 区 面 積

(単位 ha ) 

備考

資料 一 国勢調査
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市街地開発事業等調書 (1) 

番号 区分 事業主体 進捗状況
施行区域 計画決定 事 業 認 可

着工年月
工 事完了 計画戸数 計画人口

備 考
面積 (ha) 年 月 日 年月 日 年 月 (戸〉 (人〉

土地区業画
S 35. 6. 13 誌も計 9.19 

S48 7. 14 
1 

整理事
日 野 市 7己巳2 了 128 4 8首計 平 山 」Eコλ 

建告 11 05号 監収 293号の3 改 256号

S 4 O. 1 1. 1 1 S41. 10 1 S49 1. 30 
2 " " " 15 4 1首計一 4 8首改 四 、ソ クLミ4 下

建告 3185号 監収 801号の2 市 721号

事(9業0%中〉
S 39. 10. 23 S 41. 1 O. 1 125ん/ha

3 ，γ 

" 133 4 1首計 神 明 上
建告 3018号 監収 760号の3 1 7，1 00人

S 4 O. 6 7 
4 11 " 計画中 256.5 万 願 寺

建告 14 6 1号

S40 6 7 
5 11 11 11 77 新 坂 下

建告 1469号

S3 1 4. 1 3 S32 3. 13 
6 11 日本住宅公団 '7=E5 7 了 133.3 S40 4. 27 主昼E主E主 田

建告 66 0号 建設省日計 9号

S 39 6. 20 
7 11 事且 メEk3 11 27.5 3 9首計 S 47. 6. 30 吹 上 団 地

監収 11号の 4

S44 8. 29 
第一工区48. 8.1 

8 11 
個(京王帝都電鉄人) " 5 1.4 4 4首計 第4二7工首改区 820号 京王平 山 七 生台

二市収 551号
49.1 0.8 

49首改市 168号

計 821.7 

表 12-1 
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市街地開発事業等調書 (2)

番 号 区分 事業主体 進捗状況
施行区域 計画決定 事業認 可

着工年月
工 事完了 計画戸数 計画戸人口

備 考
面積 (ha) 年月 日 年月 日 年 月 (戸〉 (人〉

A 
その他

西武建設 完了 18.28 S 4 4. 9 4 532 西武百草園団地
(5 ha以上〉

S 4 5. 10. 14 
B 11 東信不動産 11 1 3.88 S 4 7. 1 2. 1 3 421 多摩みなみが丘団地

変更認可

S 4 5. 1 2. 24 
C 11 日 本信販 11 19.93 S49 3. 1 4 612 信販 百草園団地

変更認 可

D 11 日 本電建 11 5.20 S 45. 10. 19 93 日本電建第三団地

S 45. 5. 29 
E 11 日 鉱 不 動 産 11 10.5 5 S 4 6. 1 2. 24 259 南 平 団 地

変更認可

F 11 三井物産 11 7.93 S 39 300 井 団 地

G 11 鹿島建設 11 1 9.1 7 S41 350 鹿島 高幡台団地

日 11 日本電建 11 1 9.83 S41 500 日本電建第二団地

I 11 三多摩産業 11 8.26 S4 1. 450 南平台団地

J 11 間 組 勝 11 5.94 S 4 5. 1 2. 22 159 大 井 川 興産

K 1/ 東 尽 都 11 5.21 S 39. 463 平山都営住宅

表 12-2
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番号

L 

M 

N 

計

区 分

そ の他

(5ha以上〉

11 

" 

表 12-3 市街地開発事業等調書(却

事業主 体 進捗状況
施行区域 計画決定 事業認 可

面積 (ha) 年月 日 年月 日

S39 3. 31 
住宅供給公社 '7三巴2 了 7.53 

建告 1，6 18号

S43. 1 2. 28 
日本住宅公社 11 35.1 0 

建告 3，964号

S 43. 3. 19 
11 1/ 25.40 

建告 368号

20 2.21 

着工年月
工事完了 計画戸数 計画人口

備 考
年 月 (戸) (人〉

830 平山住宅団地

1，760 高 幡 台 団 地

1，440 百 草 団 地

8，169 



表 13 大気汚染状況調書
昭和 47年-----53年

図面対照番号 区 分 名 材、 施設の種類 備 考

1 ば い煙 日野自動車工業 ボ イ フ

2 11 日 野 衛 生 処 理 場 " 
3 " 東 京 電 力 側 東 電 学 園 " 

4 " E三吾ヨ 印 手L 業 側 1/ 

5 " 側九州化学ドライセンタ」 " 
6 11 コ二 ス ビー工業 " 
7 " 富 士電機製造梯 1/ 

8 1/ シ エル石油 開 " 
9 " 東京都七尾福祉園 " 

1 0 " 帝 人 側 1/ 

1 1 " 東京都多摩更生園 11 

1 2 1/ 日野市立総会病院 // 

1 3 // 円IJ 田 道 路 乾燥 炉

1 4 // 羽田 ヒューム管 扮 熱

1 5 " ファ}スト製菓鞠 ボイ フ 一
1 6 // 国 際 航 業 せ菊 " 
1 7 '/ 高幡不動駅前 ビル " 
1 8 " 側多摩健康増進センタ ー " 
1 9 " 明 星 戸七込子ゐ 苑 " 
2 0 " 備)八王子自 動車教習所 " 
2 1 " 日 野 郵 便 局 " 
22 " 光 工 業 側 " 
2 3 " 富 士 電機陽 光会館 " 
2 4 " 東京芝浦電気日野工場 熱風ボ イ ラ ー

25 " 千代田自動 車工業扮 ボ イ フ 一

26 " 中央大学南平寄宿舎 11 

27 " 日野市立百草小学校 " 
28 " オリエント時計掛日野工場 // 

29 11 掛ホンダラン ド 焼却炉

3 0 " 実践女子大学 ボイ フ ー

3 1 '1 日野市立旭ケ丘小学校 " 
3 2 " 日野市立程久保小学校 熱風炉

3 3 " 日野市立三沢中学校 " 
3 4 // 実 践女子短期大 学 ボ イ フ 一

3 5 " 日本特殊 農薬 製 造 紛 /1 

36 " 東京電 子工 業側 " 
37 " 市 役 所 庁 ~コ』 冷温水発生機

38 " 小西大写真工業日野工場 熱風ボイラー

39 " 日野市立第 17小学校 ボイ フ
」
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火災発生状況調書

焼出むね数 焼出面積※ 気 象 状 況

発生年次 出火原因 備 考

(むね〉 (ぽ〉 天気 気温 風向 風速 相対温度 実効温度

44 6. 24 2 31 4 火源の 落下 2 10 
西南西 3 94% タぢ

4 4. 1 2. 22 6 1 0 1 石油ス トープ調整不良 快晴 1 2 南 3 40 

4 6. 1 O. 1 7 6 24 1 不 明 量同 1 3 静穏 73 

47. 2. 8 2 164 11 晴 5 北 5 38 

48. 2. 5 6 207 ーミF 、ソ チ引火 11 1 北西 1 7 3 

48 2. 14 2 475 11 11 1 5 東北東 2 4 5 

48 8. 19 4 124 11 11 35 北東 6 3 2 

48. 1 1. 5 2 1 1 8 取 火 曇 6 静穏 7 5 

49 1. 30 6 1 0 5 
カ、、 ス 漏 れ 晴 -1 11 6 8 3 5 

49. 2. 22 3 136 風日かまど調整不良 11 -1 '1 4 6 5 8 

5 O. 7. 31 5 147 
器具付コード金属

快晴 24 '1 8 4 6 9 
の接触部の過熱

5 O. 1 2. 1 4 1 3 5 たばこ火源の落下 晴 1 0 北 3 38 6 6 

51. 3. 21 7 1 1 3 風 自 カt ま 曇 4.5 静穏 7 6 6 1 

52 1. 29 5 1 6 4 石油ストーブ 晴 -4 11 4 3 4 0 

52 3 6 4 102 ガス 湯沸器 11 -5 11 68 4 0 

52 9. 19 1 100 不 明 雨 2 1 オヒ 4 9 3 

53 1. 23 1 167 風巴かまど (ま き 〉 晴 6 静穏 4 0 4 3 

5 3. 1 2. 28 4 1 82 石油風目がま 11 4 11 9 1 

※ 100 m
2
以上を対象と した。

4 表 1
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表 15 - 1 水害発生状 況 調 書 (1) 

図面対
発生年月日 発生原因 被害 状況 被害面積 備 考

照番号

1 49 6. 18 集中豪雨 床下 1 1戸 日野 2，971 (オリエント前〉

2 11 11 1/ 5 下回 422 

3 49 7. 8 台風8号 11 1 1 日野 2954 (オリエント前)

4 11 // 11 2 日野 6403 

5 49 8. 26 台風14号 11 5 日野 2954 

6 11 11 1/ 4 多摩平 6-38

7 49 9 1 台風16号
護岸崩壊長さ 55m 東光寺地内附，日野用水，
土砂流出 900 m3 

下堰取水口近

8 1/ 1/ 堤 防崩壊 43m 
川辺堀之内 86 9地先，
浅川右岸高幡上流 300m 

9 1/ /1 護岸崩壊 130m 駒形公園護岸

1 0 1/ " 1/ 30m 
一番橋下流 300m右岸
市営住宅向川原団地裏

1 1 11 1/ 
コンクリ ート 護岸破m

3 
壊 3

平山橋と一番橋の中間南平2200地先

1 2 1/ '/ 護岸崩壊 30m 滝合橋下流 10 0 m右岸

1 3 11 11 1/ 80m 長沼橋上流 20m左岸

14 11 11 床上 12戸，床下10戸 川辺堀之内南平向島地区

15 11 11 1/ 4 下回地区 (鈴木タ イヤ周辺〉

16 11 11 11 3 落合地区 (東邦歯科周辺〉

1 7 11 11 1/ 3 仲井地区 (オリエント前〉

18 // 11 11 14 多摩平 6丁目附近

19 11 1/ 1/ 2 新井地区 (新井都営西側〉

20 11 11 1/ 1 高幡地区 (市営住宅高幡団地)

21 5 O. 6. 10 集中豪雨 床上4戸，床下 24 日野 29 4 5地先

22 11 り 11 6 高幡 581地先

23 11 '1 11 3 川辺堀之内 86 9地先

24 11 11 11 4 日野77 7 3地先

25 '1 11 11 2 石田 401地先

26 1/ 11 。10 日野 1131地先

27 11 11 1/ 7 西平山 1- 26地先

28 11 11 11 3 栄町 3- 1 3地先

29 11 '1 床上22戸， 11 1 2 多摩平 6- 3 8地先

30 51. 9. 9 台風17号 。11 多摩平 6- 3 8地先
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表 15 - 2 水害発生状況調書 (2)

図照面番対号 発生年月日 発生原因 被害状況 被 害面積 備 考

31 52. 7. 7 集中豪雨 床上 26戸，床下12戸 多摩平 6- 3 8地先

32 11 

" か 13 日野 29 5 4地先

33 " 11 床上 5戸 " 12 日野 28 0 8地先

34 " " 。6 南平 5-3 3地先

35 " " 床上 2戸 " 4 日野43 4 4地先

36 5 3. 7. ::i.1 集中豪雨 床上 33戸 " 34 多摩平 6- 3 8地先

37 " " " 2 " 5 栄町 3- 1地先

38 " " " 23 " 3 新町 1-1地先

39 " " " 24 " 54 仲町金子橋

40 " 11 " 15 宮 32 0石田

4 1 '1 " 。11 日野45 ，下回 430

42 11 11 。I 豊田4-45地先

43 11 1/ 1/ 2 豊田 1丁目

44 11 

" 床上 2戸 。9 南平8- 1 0地先

45 11 

" " 1 " 13 南平 2-59地先

46 11 

" " 19 南平

47 " " 床上 10戸 " 1 4 南平 5-3 3地先

48 11 

" " 2 " 3 程久保 46 4地先

49 " " 11 1 。5 高幡 58 9地先

50 11 1/ " 32 ケ 29 高幡駅周辺

51 11 

" " 2 三沢69 5地先

52 " '/ 。1 三沢12 6 6地先

53 " " 。5 床下 4戸 百草 20 9，落川 1003地先

54 " " 
。3 平山 3-1 ，平山 4-1，南平 9-36

55 11 U 11 9 
程久保 650，高幡台団地 73号棟

司
令
U

4
9
 



表 16 がけくずれ，地すべり発生調書

図面対照番号 発生年月日 被害面積(h a ) 備 考

A 49. 6. 1 8 
H=  12m 

土砂流出
W=  10m 

B 4 9. 7. 2 1 死亡し壊家屋全壊 2P
一部損 1戸

C 49. 8. 26 
H=  5 m 

石垣の崩壊
W=lOm 

D 49. 9 1 20m 道路崩壊

E 52. 7. 7 南平 11号道路
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表 17 土地所有調書

図面対照番号 区 分 面 積 (ha) 備 考

国 有 地 9.4 6 
(農 林 省)

2 " O. 3 6 畑 宅 地

3 11 0.4 2 畑

4 " 7. 1 8 畑宅地原野

5 " O. 1 5 畑

6 " 3.0 1 宅地

計 2 O. 5 8 

7 
市 有 地 O. 1 0 畑
(日野市土地開発会社)

8 11 7. 3 5 11 

9 " 0.1 0 1/ 

10 " O. 1 0 11 

11 11 0.0 8 1/ 

12 " O. 2 8 11 

13 1/ O. 0 4 1/ 

14 " O. 1 3 1/ 

15 1/ O. 0 6 1/ 

16 " 0.0 3 1/ 

1 7 1/ O. 0 6 11 

計 8. 3 3 

F
h
J
V
 

』
uτ



表 18 - 1 都市計画関連法適用調書(1)

図 面
区 分 名 称 面積 (ha) 指定年月日 備 考

対照番号

① 
都市計画公園

多摩平第 1公園 2.4 7 S. 36. 10. 5 近隣公園
(開 設 )

② 1/ 駒形公園 1.79 43. 9. 28 1/ 

① 1/ 多摩平第 2公園 0.35 36. 10 5 児童公園

④ 1/ 1/ 3 11 0.16 1/ 1/ 

① 1/ 1/ 4 1/ 0.1 9 1/ 1/ 

⑤ 1/ 1/ 5 1/ 0.25 I! 11 

⑦ I! 1/ 6 11 0.4 6 1/ I! 

③ I! I! 7 I! 0.28 1/ 11 

① I! I! 8 I! 0.4 1 1/ I! 

⑬ 11 I! 9 1/ 0.21 I! 1/ 

⑪ 1/ 大 坂西公園 0.1 5 39. 10. 23 1/ 

⑫ 1/ 大 久保公園 0.20 1/ 1/ 

⑬ I! 緑ケ丘公園 0.1 0 36. 10. 5 1/ 

⑬ 1/ 豊 田 公園 0.20 1/ I! 

⑬ 1/ 日 野台公園 0.29 1/ I! 

⑬ /1 矢 ノ山公園 0.13 1/ 1/ 

。 /1 七生公園 46.70 32. 1 2. 21 特殊公園

( 54.34 ) 
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表 18 - 2 都市計画関連法適用調書(2)

図 面
区 分 名 称 面 積 (ha) 指定年月日 備 考

対照番号

都市計画公園
若 宮公 園 0.4 0 s. 36. 10 5 児 童公園

(未開 設 )

2 11 延命 寺 公 園 0.40 11 11 

3 11 宮 公 園 0.16 11 11 

4 11 安養寺公園 0.50 11 11 

5 1/ 権現公園 0.30 11 11 

6 11 日野中央公園 2.0 11 近 隣公園

7 11 北 )11原公園 9.6 54. 1. 24 総合 公園

8 11 百草公園 2.6 36. 10. 5 近隣 公園

9 11 高幡不動公園 2.7 11 11 

10 11 七ツ塚公園 7.5 11 総 合 公園

11 11 林間公園 1.8 11 近隣 公園

( 27.96 ) 

A 都市計画緑地 多摩川緑地 248.1 s. 36. 10. 5 

B 1/ 仲 田緑地 6.3 11 

C 1/ 大 木島緑 地 3.4 11 

D 11 日 野緑地 20.2 11 
0.93 ha 
黒 川公 園

( 278.0 ) 

I 
近郊緑地保全 多摩丘陵北部 128.0 s. 42. 2. 16 

地 区 近 郊 緑 地
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表 19 - 1 その他の法適用調書(1)

図 面
区 分 名 称 面積 (ha) 指定年月日 備 考

対照番号

I 
都道府県立 都立多摩丘陵 642.0 s. 25. 1 1. 25 

自然公園 自然 公 園

A 河川区域 多 摩 ) 11 一 級河 川

B 11 浅 )11 11 

C 1/ 程 久保 川 1/ 

D 11 谷 地 ) 11 11 

E 1/ 中良 ) 11 準 用河川

( 349.0 ) 

1 史 跡 平 山 季重の墓 東京 都 指 定

2 11 坂 西横穴群 日野市指定

3 11 林丈太郎の墓碑 1/ 

4 11 
近藤勇，土方歳 11 

三顕彰碑

5 
板 碑 11 

5' 
11 

6 11 七ツ塚古墳群 11 

7 11 (加竹間加賀賀川蓋の塚墓)
11 

8 11 甲州街道万願寺塚 11 

一 里

9 11 東光寺大橋の碑 11 

1 0 11 
讃 誉 上人 の 墓

11 

玉川居祐翁の墓

1 1 11 豊田地 堀之内 11 

耕 整理の碑

1 2 11 平山季重居館跡 11 

1 3 11 落川村制札場跡 11 

14 11 上 人 跡 11 

1 5 11 ま つ り 塚 11 

1 6 名 勝
百草園

11 

(松連寺跡)

1 7 天然記念物 百草のシイ ノキ群 11 

18 11 石田寺のカヤ 11 

nδ 
瓜且

τ



表 19-2 その他の法適用調書(2)

図 面
区 分 名 称 面積 (ha) 指定年月日 備 考

対照番号

19 天然記念物 とうかん森 日野市指定

20 " 
愛宕山の

11 

クロマツ群

21 " 
日枝神社の

" ムクノキ

a 
都道府県自然

王革E主己主 田 6.00 
環境保全地域

b " 

表 20 法適用現況量の計量表

(単位 ha ) 

市 街 化 区 域 市街化調整区域 都市計画区域

区 分

人口集中地区(1) ( 1)を除く区域(2) 小計(1)+(2)=(3) (4) (3)+(4)=(5) 

都市計画公園 7.64 。 7.64 46.70 54.34 
(開 設)

都市計画公園
8.26 19.70 27.96 。 27.96 

(未開設)

都市計画
計 15.90 19.70 35.60 46.70 82.30 

関連法

都市計画緑地 26.70 25 1.30 278.00 。 278.00 

近郊緑地 。 。 。 1 28.00 1 28.00 
保全地区

都 道府県立 642.00 
自 然公 園

その他の
河川区 域 。 349.00 。 。 349.00 

法律

史 跡記，名勝
天然 念物

16個所 6個所 22個所 。 22個所

-149-



、‘za''
a
E
a
 

(
 

図面対照番号 区 分 細区分 指定主体 名 称 種類・規模 所 在 地 イ蒲 考

1 有形文化財 建造物 国 金剛寺不動堂 重要文化財 高幡 733 金 岡リ 寺

2 " " " 金剛寺仁王門 " " 
11 

3 " 工 tコ:;;: 口ロ口 " 鰐 口 " " " 

4 " 彫 実リ " 銅造阿弥陀如来坐像 11 百 草 867 百 草 八 幡

5 " 建造物 東京都 金剛寺五郎権現社殿 重 宝 高幡 733 金 岡リ 寺

6 " 彫 実リ " 木造阿弥陀如来坐像 " 下回 3 1 安 養 寺

7 " 典 籍 " 説法 色 葉 集 " 日 野 3 198 大 E日ヨ 寺

8 記念物 史 跡 " 平山季重の墓 史 跡 平山 6-15-11 刀'三ョて 印 寺

9 " " " 坂西 横 穴 群 " 
神明上土地区画 日 野 市
整理 5-4-4街区

10 有形文化財 建造物 日 野 市 薬師堂(東光寺薬師堂) 重 宝 栄町 5-5-1 成 就 院

11 " " " 八坂神社本殿 " 日 野 245 1 八坂神社

12 " " " 安養寺本堂 " 下回 3 1 安 養 寺

1 3 " 絵 画 " 紙本着色浬繋図 " 日 野 3 323 宝 泉 寺

14 " 彫 五リ " 
木造薬師如来坐像

" 栄町 5-5-1 成 就 院
東光寺薬師)

15 " " " 木造平山季重坐像 " 平山 6-15-11 と刀土て" 印 寺

16 " " " 
木造薬師如来坐像

" " " 平山薬師)

1 7 " " 
1， 駄木造地蔵菩薩立像及び千

" " " 地蔵(日奉地蔵)

護主
Eヨ調財化文表 21ー 1

l
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U
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表 21 - 2 文 イヒ 財 調 書 (2) 

図面対照番号 区 分 細区分 指定主体 名 称、 種類・規模 所 在 地 備 考

18 有形文化財 彫 実U 日 野市
木造聖観音立像

重 宝 百 草 8 4 9 
百草観音)

19 " 
11 11 木造毘沙門天立像 11 下 回 3 1 安 養 寺

20 11 11 11 
木造阿弥陀如来立像胎内

1/ 栄 町 1-20-3 四ツ谷自治会
文書 2

21 " 
11 11 

銅造地蔵菩薩坐像
11 日 野 5 7 0 7 横町自治会

(坂下地蔵)

22 11 工 コt工 ロロロ 11 
万銘
和泉守兼定付打万こしらえ

11 石 田 6 0 土方 康

23 11 書 跡 11 北条氏照印判状 1/ 日 野 276 1 佐 藤 豆

24 11 11 1/ 土方家文 書 1/ 高幡 690 土方義春

25 記念物 史 跡 " 林丈太郎の墓碑 史 跡 平山 6-15-11 と刀土完ァ EP 寺
CJ、

26 11 " " 
近藤勇両，土方歳三顕彰碑
(殉節雄の碑)

11 高 幡 733 金 同リ 山

27 11 11 11 板(碑文明 2年 9月 2 3日) 
11 川辺堀之内 595 延 命 寺

28 11 11 11 板碑(文永 8年) " 南 平 3-1-24 平 清 治

29 11 11 11 七ツ塚古墳群 11 栄 町 5丁目 立川 ン

30 " 11 11 
加賀塚

11 栄 町 1-9-3 立川ハル
(竹間加賀入道の墓)

31 " 1/ 11 甲州街道万願寺一里塚 11 下 回 4 9 岩沢哲夫

32 " 11 11 東光寺大橋の碑 11 栄町 5-13-19 東光寺自治会

33 11 " 
1/ 讃誉上人の墓 11 日 野 3 1 9 8 大 E日ヨ 寺

34 11 11 11 玉川居祐翁の墓 11 1/ 11 

35 11 11 11 
豊田堀之内
耕地整理の碑

11 東豊田 2-20-1
日野市
教育委員会



(3) 

図面対照番号 区 分 細区分 指定主体 名 称 種類・規模 所 在 地 備 考

36 記念物 史 跡 日 野市 平山季重居館跡 史 跡、 平山 5-15-5 教日野育市委員会

37 11 11 11 
落川村制札場跡枚

" 落川 640 中村直男
(付，制札 9&)

38 " 
11 11 上 人 塚 11 日野台 3-1 日野自動車

39 " 11 11 ま つ り 塚 " 富士町 1 富士電機

40 " 名 勝 11 百草菌(松連寺跡) 名勝史跡 百 草 560 京王帝都電鉄(梢

41 " 天然記念物 11 百草のシイノキ群 天然記念物 百 草 867他 百草八幡神社他

42 11 " " 石田寺のカヤ 11 石 田 145 石 田 寺

43 11 11 11 と うかん森 11 新 井 4 9 土方俊太郎他

44 " 11 11 愛宕山のク ロマツ群 11 高 幡 7 2 6他 若 宮 神 社 他

45 11 11 " 日枝神社のムクノキ 11 川辺堀之内 594 日 枝神社

書調財化文表 21 - 3 
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表 22 現存緑地量の計量表

(単位 ha) 

市 街 化 区 域 市街化調整区域 都市計画区域

区 分

人口集中地区(1) (1 )を除く区域(2) 小計(1)十(2)=(3) (4) (3)+(4)=(5) 

公園 ， 緑地 64.8 。 64.8 。 64.8 

公

北 広 場 ， 運動 場 。 。 。 2.94 2.94 

緑

墓 圏 。 。 。 。 。
地

そ の 他 。 。 。 。 。

水面 河川 9.0 。 9.0 58.0 67.0 
湖沼 水路

水辺 ， 海浜 。 。 。 291.0 29 1.0 
河岸 湖畔

そ
山林 原野その他 114.2 62.5 176.7 54.0 230.7 
これらに類するもの

の
農地牧草地その他 339.9 98.7 437.9 1.4 439.3 
これらに類するもの

他

社他寺境内地 墓地そ
の の これらに類する 5.98 1.5 1 7.49 。 7.4 9 

もの

緑
給排水その他処理施
設等の公共公益施設 1.76 0.23 1.99 。 1.99 

地
付属緑地

私遊れ設園らに地分類長す私国る設そ民公の営放他園設， こ 0.61 。 0.61 13.35 13.96 

共地同住宅緑地工場緑
その他これらに類 5.80 。 5.80 。 5.80 

する施設

学校企業厚生施設
その他これらに類す 49.72 21.96 7 1.68 3.3 74.98 

る施設

林業試験場農事試験
場その他これらに類 1 2.86 1.76 14.62 。 14.62 

する試験所研究所

qδ 
F
h
d
 



表 23 屋外レクリェーション調書

図面対
施設の名称 設置主体 施設の規模 年間利用者数 備 考

照番号

1 日 野市営プ ーノレ
日野市(体育課) (総面積) 76，362人 有 料

(公) 5，928.26 m2 

2 駒形公園少年野球場 " 1，4 9 2.2 0 3，000 無 料
(公)

3 多摩平第 1公 園 野 球 場 日野 市 ( 公 ) 6，295.75 1 7，728 市内在住，の在有勤料，在学者は
無料，そ他

4 多摩平第 1公園テニスコート 11 ( " ) 2，305.00 38，285 " 

5 多摩平第 1公園バレーコート " ( " ) 1，235.00 2，503 " 

6 旭 が 丘 中 央公園野球場 11 ( " ) 8，793.00 1 9，344 1/ 

7 旭が丘中央公園テニスコ ー ト 11 ( 11 ) 2，095.00 1 2，233 " 

8 旭が丘中央公園マラソンコース " ( " ) 一周 500.00m 120，000 無 料

9 多 摩川野球グランド
日野市(体育課)

1，800.00 m2 1 5，4 7 8 
(公)

1 0 日野市南平体育館 (仮称) 日野 市 ( 公 ) 6，600.00 

1 1 多摩自然動物公園 東京都(け 523，1 36.75 1，659，846 有 料

1 2 多 摩 ア ツ ク 側多摩ホンダラント
テック(民)

799，000 " 

1 3 日 照 園つ り ぽ り (民) 13，000 " 

14 サンコ ーゴ ル フ 場 平野利太郎(民) " 

1 5 日野ゴノレフ練習場 (民) " 

16 日野グリーンコソレフセンタ ー 松本功(民) 6 3，4 0 0.0 0 m2 

" 

1 7 豊田 ゴ ノ レフセンター (民) " 

18 旭が丘コマノレフクラブ (民) " 

19 平 山ゴノレフガーデン (民) " 

20 高幡ゴルフ 練 習 場 (民) 11 

21 多摩ロー ンテニスクラフ (民) 9，600 有料(会員制)

22 石坂テニスクラブ (仮称) (民) 9，379.30 m: 有 料
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表 24 - 1 景観調書(1)

図 面 シンボJ[/マーク， ラントマー ク
規模 特徴な ど 備 考

対照番号 となるような物件の種類

a図中m記m号 独 立 樹 木 229本の市条例に基づく登録樹

1 樹 林 松雑木林 1，4 40m
2 

2 11 松宮，ひの木，その他， 雑木林 115.04 1 m 
大 神 社

3 11 雑木林 1，320m
2 

4 11 11 1，582 m2 

5 " 11 1 3，273 m2 

6 11 11 3，000 m2 

7 11 椎，樫，百草八幡神社 5，966 m2 

8 " 雑木林 1 02，936 m2 

9 11 松，ケヤキ 1，000 m2 

1 0 11 ケ若宮ヤ神キ社， 樫， イチョウ 1，652 m2 

11 " 雑木林 990 m2 

1 2 11 11 1，980 m2 

1 3 " 11 6，930 mZ 

14 11 松林神明神社 656 m2 

15 11 雑木林 6，168 m2 

16 " 11 24，971 m2 

1 7 11 11 1，000 m2 

18 11 杉，ひの木，樺，八坂神社 1，500 m2 

19 " 雑 木林 1，550 m2 

20 " ひの木，竹，雑木林 1，100 m2 

21 11 ケヤキ， 杉 ，松， 雑木林 1，1 00 d 

22 11 楢クヌギ 雑木林 9，024 m2 

23 11 雑木林 1，200 m2 

24 11 11 3，964 m2 

25 11 11 6，256 m2 

26 " 雑木林 秋葉神社 1，785 m2 

F
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表 24 - 2 景観調書 (2)

図 面 シンボlレマーク，ラントマーク
規模 特徴な ど 備 考

対照番号 となるような物件の種類

27 樹 林 雑木林 1 3，775 m2 

28 " " 4，372 m2 

29 11 11 2，677 m2 

30 " 11 11，900 m2 

3 1 " 
11 6，770 m2 

32 11 11 

33 11 11 23，053 m2 

34 11 11 1，000 m2 

35 " 
11 10，896.6 m2 

36 11 11 2，333 m2 

37 11 11 5，4 5 4.9 m2 

38 11 宗 印寺 6，513 m2 

39 11 雑木林 2，653 m2 

40 11 雑木林 2，422 m2 

41 11 
杉幅ひの木，雑木林
八神社

2，056 m2 

42 11 雑木林 1，206 m2 

43 11 11 1，326 m2 

44 11 11 7，869 m2 

45 11 11 3，781 η1 

46 11 11 1，289 m2 

47 11 11 1，019 m2 

48 11 11 1，544 m2 

49 11 樫松杉よτ広〉、

立iE段豊田教会
15，160 m2 

50 11 ひの木，杉，若宮神社 4，280 m2 

51 11 雑木林 1，091 m2 

52 11 
ケヤキ松杉ひ の 木 雑 木 林
多摩平白地包然弘園 ， • -• 8，8 0 0 m2 

53 11 雑木林，日野緑地 1，593 m2 

54 11 11 11 1，006 m2 

-156-



表 24 - 3 景観調書 (3)

図 面 シンボノレマーク，ランドマーク
規模 特徴な ど 備 考

対照番号 となるような物件の種類

55 樹 林 雑木林，日野緑地 11，656 m2 

56 " 
クヌギポプラ イチョウ

2，246 m2 

日枝神社

57 " ケヤキ，松，雑木林 1，057 m2 

58 " 雑木林 1，1 94m2 

59 11 ケヤキ，樫，大昌寺 2，727 m' 

60 11 ケヤキ，樫，八坂神社 2，545 m2 

6 1 11 
松泉杉樫，イチ ョウ 3，305 m2 

宝寺

62 " 樫，松，杉，欣浄寺 3，300 m2 

63 11 雑木林，薬王寺 2，412 m2 

64 " 樫，日野宮神社 858 m2 

65 11 雑木林，日野緑地 8，716 m2 

66 " " " 3，546 m2 

67 " " " 11，200 m2 

68 " 11 11 5，926 m2 

69 11 " 
11 3，864 m2 

70 " " 11 1，504 m2 

7 1 " 
11 " 5，410 m' 

72 " 樫 雑 木 林 神明神社 1，742 m2 

73 " 
樫別府.神ケ社ヤキ.松. 杉. ひの木 1，347 m2 

74 " 
ケヤキ杉椿イチョウ

760 m2 

八幡神社

75 " 
桜ヤ，イチョウ神，樫，杉， 760 m' 
ケキ，石 明社

76 " 
カシカヤ

139m' 
とうかんの森

ヴ
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表 24 - 4 景観調書 (4)

図 面 シンボノレマーク，ラントマーク
規模 特徴な ど 備 考

対照番号 となるような物件の種類

C 1 樹 林
七ツ塚遺跡 神明神社

谷地川
都道からの修景良好

11 2 11 

シロパナカザグルマ，ワタソウ，カタクリ
東光寺

防災，景観上重要，農用林的性格強い

11 3 11 カタクリ，シュロソウ 大阪西

4 
イヌショウマ，ケヤキ群落，カタグリ，

谷仲山11 11 
神明上遺跡，防災，景観上重要

神明上遺跡
11 5 11 防災，景観上重要，雑木林の中の道が美し 谷ノ 上

~ ¥ 

ケヤキ シラカシ 屋敷林
11 6 11 

農神業明上的遺景跡観に不可欠な緑地帯
党天山

シラカシ群集ケヤキ亜群集，オニスゲハン
11 7 11 ノキ湧水池沼群ホタル 黒 ;1 I 

東豊田緑勉保全地区 修景地

11 8 11 
サクラ アカマツ シラカシなど市街に面

立正佼成会
した植栽斜面林

平山台横穴墓
11 9 11 人家に近く景観良，散策林としても利用可 旭が丘

告包

11 1 0 11 
広く整った斜面林として保安修景上の価値 大和田
が高い

11 1 1 11 湧7.k，奈良平安住居跡 谷ノ 田

11 1 2 11 
斜面林として住宅地に隣接し，保安，景観 川辺堀之内
良好

か 13 1/ 東若宮神社 善落生合寺 東豊田
豊田の村 と せた郷土性の強と所

平山遺跡
11 14 1/ 昔から大名湖として親しまれ，景観もよか 大名湖

っfこ。

1/ 1 5 1/ 
シラカシ群集 ケヤキ亜群集ら 中 込
河畔林屋敷林としてすば しい

// 1 6 1/ 
シラカシ群集わ ケヤキ亜群集 沖積地の水 南 平
田や畑とあ証景観がすぐれている

11 1 7 1/ 八坂寺神社と 寿徳す寺 寿徳寺
社林してぐれている。

nδ 
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表 24 - 5 景観調書 (5)

図 面 シンボノレマーク，ラントマーク
規模 特徴な ど 備 考

対照番号 となるような物件の種類

A 1 樹 林
学園用地で自然学習園として利用されてい

干代田学園
る

" 2 " 河畔林 石田東

11 3 11 
沖積地林として広くまとまっている

石田西
キノコ狩り，昆虫採集などで親まれている

1/ 4 " 浅川に接した林 新井 中 島

カヤノキ ムクノキ ケヤキ シフカシ

" 5 " トウカンゐ森と呼ばれている社寺林 石田寺
すぐれた屋敷林

1/ 6 1/ 河畔林として造林 日野高校西

1/ 7 " 社寺 林 石明神 社

" 8 1/ 水田地帯の中の林社 安養寺，八幡神社

" 9 " 
沖積地林として広い

大木島
昆虫採集等に利用されている

" 10 " 用水路あり，景観も良好 別府社

" 11 1/ 植栽樹が豊富で立派 宝泉寺

" 1 2 " ムクノ木 延命寺，山王宮

。13 " 緑の多い住宅地 薬王寺

ケヤキ シフカシ屋敷林

H 1 樹 林 大宮大明神 真照寺 大宮神社
京王線車窓よりの景観が良好

" 2 " 斜面林 東電学園周辺

1/ 3 " 
スダジイ林，百草八幡，百草圏， 倉沢観音 百草園
梅林

" 4 " 残存斜面林 一 沢

1/ 5 " 
高蔵院台遺跡 寓蔵院台
倉沢谷戸の田園風景と調和

" 6 " 
カタクリま(トウキョウサンショウウオ) 百草台下
団地に囲れ た緑地

n
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表 24 - 6 景観調書 (6)

図 面 シンボルマーク，ラントマーク
規模 特徴な ど 備 考

対照番号 となるような物件の種類

H 7 樹 林 八地幡の神残社存
団 緑地

高幡 台 下

I! 8 11 
比較的まとまりのある人のあまり入らない

七生学園東
落ちついた樹林

I! 9 I! 山菜キノコ狩りなどのできる二次林 高幡 台 上

斜面葉林下畑地 梅園
11 10 11 若 客，深緑を，紅楽葉，ま冬木立と四季折々 程 久 保 中

行楽の目 しせる

11 1 1 11 
ハナショウブ カキラン トウゲ、ンパなど

程久保上
同H10

11 1 2 11 
松市 シラカシ群集 ケヤキ亜群集

内緑の最高ランク地
高 幡 不 動

シラカシ群集 ケヤキ亜群集 ケヤキシラ
。13 11 カシ屋敷林 農 業地域の面影濃い樹林 多摩南が丘

修景価値が高い

コモチシダ群生地 ケヤキ シラカシ屋敷

11 14 I! 林存，長楽寺林，神明神社 長 楽 寺
残 斜 面

11 1 5 11 都立公園 多摩動物公園

秋葉神社
が 16 11 H.15，17とあわせて都立公園として残 し 動物公園南

たし 1ところ

11 1 7 I! 南平遺跡 動物公園北

11 18 11 
丘貴陵重の自然が極端に破壊 された地域に残る

な樹林
多摩テッ ク

11 19 11 

季重神破社
自然 壊の象徴地域に取り残こされた樹 平 山

林

A 建 造 物 市役所，赤 レンガ造り 風の建物

B 11 
高幡不動五，重要文化財を含む建物群およ
び新築の重の 塔

a円.....e 間色 望 点

1. n 河 ) 11 市多摩川 浅ボ川
のシ ン ルの清流
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表 25 避難地調書

図 面
規 模 備 考

図 面
規 模 備 考

対照番号 対照番号

15，000 m2 

栄町北側河川敷 1 1 
12，000 m2 

平山小学校ク、、ランド
( 7，500人) ( 6，000人)

2 
20，000 

日野橋附近河川敷 12 
10，000 

一番 橋際河川敷
(10，000 ) ( 5，000 

3 
30，000 市営

1 3 
1 2，000 

高幡橋上流河川敷
( 1 5，000 ) 多摩川総合グランド ( 6，000 

4 
10，000 

高幡橋下流河川 敷 14 
1 0，000 

新井橋際河川敷
( 5，000 ) ( 5，000 

5 
20，000 日野中央公園

1 5 
16，000 第八小学校ク。ランド

( 10，000 ) 神明上区画整理地 ( 8，000 

6 
21，000 

実践女子大グランド 16 
10，000 

落川河川敷
( 10，500 ) ( 5，000 

7 
34，000 多摩平第一公園

1 7 
1 5，000 

百草台小学校クーランド
( 1 7，0 00 ) 第二中学校 ( 7，500 

8 
20，000 

滝合橋際河川敷 18 
32，000 

明星大学第三中学校
( 10，000 ) ( 16，000 

9 
1 5，000 

第豊二田小児学童校グラン ド 1 9 
50，000 都立工業

( 7，500 ) ( 25，000 短期大学グランド

10 
20，000 

駒 形 公 園 20 
33，000 

日野自動車グランド
( 10，000 ) ( 16，500 

注:( )内は収容人員
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付図

付図 - 1. 住区設定図

付図 - 2 住区基幹公開解析評価図

付図 - 3 レクリエーション施設解析評価以

付図 - 4 緑迫概略図
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図III-6 住区基幹公園解析評価図
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図番号 イ立 置 長サ(m)

程久保川 3，570 

2 向島用 水 1，600 

3 高幡用 水 1，160 

4 平山 用 7.k 2，500 

5 榎下用 7jく 2，000 

6 豊田 用 水 2，260 

7 上回 用 7jく 2，170 

8 日 野用 7jく 3，080 

9 日 野用 7.k 」一一~
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正 誤 表

頁 行 数 誤 正

目次の 2 上から 4行目 1 2 1 119 

11 11 上から 5行目 1 2 5 1 2 3 

7 上から 5行目 5地点 6地点

11 上から 18行自 1 1段階 6段階

4l278.00 l20.05| l緑地 | 1 1 112421  017J 
緑地 (3) 1 (275.58)1(19.88 

1 4 表 ll-7 

~>t IJ:)J…)ド397 1 ||18 1 5676 1 刊
メロ与、き則tI ( ;-~ ) I (; ;:; ~ ) I e ; : ~ ~) メ口h、き則J一 ( 14) 1 (303.54) 1 (21.90 

3 7 上から13行自 追 加 (付図- 1参照)

5 2 上から 3行自 図 1lI-6 付図-2
ト一一一一

5 9 表 団- 1 9のネ 野球場と併用 陸上競技場と併用

6 2 上から 10行目 (図皿-8参照 ) (付図-3参照)

1 1 1 上から 21行目 図 N-5参照 付図-4参照

1 1 9 上から 13行目 ( 4.8 6 m2
/ 人 ) ( 3.9 3 m2

/ 人)

※訂正個所は速やかに直して下さい。
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